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北大文学部紀要 41-1 (1992) 

十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

善

介

平

は
じ
め
に

最
近
、
二
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
で
は
社
会
史
や
民
衆
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
数
多
く
の

優
れ
た
研
究
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
に
、
歴
史
学
の
こ
の
分
野
で
の
重
要
な
業
績
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
翻
訳
・

紹
介
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
と
並
ん
で
、

わ
が
国
の
歴
史
学
者
の
手
に
な
る
注
目
す
べ
き
研
究
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
社
会
史
や

民
衆
文
化
の
研
究
の
な
か
で
と
く
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
「
ア
ナ
l
ル
派
」
の
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
る
「
心
性
史
」
の

研
究
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
伝
統
的
な
歴
史
学
で
は
歴
史
記
述
の
表
面
に
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
姿
を
現
わ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
民
衆
の
文
化

と
そ
れ
を
基
底
か
ら
支
え
て
い
る
人
び
と
の
意
識
構
造
を
、
人
口
動
態
学
に
よ
る
調
査
分
析
の
結
果
を
取
り
い
れ
な
が
ら
、
文
書
記
録
の

な
い
歴
史
の
領
域
に
探
り
だ
し
、
あ
る
集
団
の
人
び
と
の
生
活
を
律
し
て
い
る
取
り
き
め
や
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

つ
ま
り
、

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
そ
れ
と
は
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
に
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
さ
れ
て
い
た
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
な
ど
、

北
大
文
学
部
紀
要

- 1ー

日
常い



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

わ
ば
人
び
と
の
「
心
的
構
造
」
と
い
っ
た
も
の
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
〈
子
供
〉

の
誕
生
|
|
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム

期
の
子
供
と
家
族
生
活
』
(
杉
山
光
信
・
杉
山
恵
美
子
訳
、

み
す
ず
書
房
、

一
九
八

O
年
)

の
著
者

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
は
「
心

性
史
と
は
何
か
」
と
題
す
る
論
考
(
『
数
育
の
誕
生
」
、
中
内
敏
夫
・
森
田
伸
子
編
訳
、
新
評
論
、

一
九
八
三
年
、
新
装
判
、
藤
原
書
庖
、

一
九
九
二
年
)

で
「
心
性
史
」
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
解
説
を
試
み
て
い
る
(
ア
リ
エ
ス
で
「
ア
ナ
l
ル
派
」
を
代
表
さ
せ
る
の
は
無
謀

で
あ
ろ
う
が
。
な
お
、
「
ア
ナ
l
ル
派
」
の
歴
史
学
の
歩
み
を
概
観
し
た
、
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
、
大
津
真
作
訳
、
『
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
革

命

ア
ナ
l
ル
学
派
一
九
二
九
|
八
九
年
」
(
岩
波
書
居
、

一
九
九
二
年
)
が
出
て
い
る
)
。
ま
た
、
十
七
・
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
人

び
と
の
あ
い
だ
に
広
く
流
布
し
て
い
た
廉
価
本
で
あ
る
「
チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク
」
に
相
当
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
青
本
」
の
研
究
、
『
民
衆

本
の
世
界
|
|
十
七
・
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
文
化
」
(
二
宮
宏
之
・
長
谷
川
輝
夫
訳
、
人
文
書
院
、

一
九
八
八
年
)
の
著
者
、

ロ

-2-

ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル

l
は
「
ア
ナ
l
ル
派
」
の
「
心
性
史
」
の
研
究
を
鮮
や
か
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

マ
ン
ド
ル
l
の
「
青
本
」
の
研

究
は
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ

l
ヴ
ル
と
ア
ン
リ
・
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
タ
ン
の
共
著
、
『
書
物
の
出
現
』
(
関
根
素
子
.
長
谷
川
輝
夫
・
宮
下
志
朗
・

月
村
辰
雄
訳
、
筑
摩
書
房
、
上
・
下
二
冊
、

一
九
八
五
年

や
宮
下
志
朗
『
本
の
都
市
リ
ヨ
ン
』
(
晶
文
社

一
九
八
九
年
)
と
結
び
つ

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
史
と
民
衆
文
化
を
研
究
の
対
象
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
者
の
仕
事
で
は
、
ナ
タ
リ
1
・

z
・

デ
1
ヴ
ィ
ス

異
端
の
都
市
|
l
h
近
代
初
期
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
(
成
瀬
駒
男
・
宮
下
志
朗
・
高
橋
由
美
子
訳
、
平

一
九
八
七
年
)
と
ロ
パ

l
ト
・
ダ
l
ン
ト
ン
『
猫
の
大
虐
殺
』
(
海
保
真
夫
・
鷲
見
洋
一
訳
、
岩
波
書
店
、

『
愚
者
の
王
国

凡
社
、

一
九
八
六
年
)
が
あ
っ

て
貴
重
で
あ
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
ア
ナ
i
ル
派
」
の
歴
史
学
者
た
ち
の
仕
事
に
匹
敵
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
の
研
究
と
し
て
は
、
ピ

i
タ
1
・
ラ
ス
レ
ッ

ト
『
わ
れ
ら
失
い
し
世
界
|
|
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
」
(
川
北
稔
・
指
昭
博
・
山
本
正
訳
、
三
嶺
書
房
、

一
九
八
六
年
)
と
キ
i
ス



ラ
イ
ト
ソ
ン

『
イ
ギ
リ
ス
社
会
史

一
五
八

O
i
一
六
八

O
」

リ
ブ
ロ
ポ
i
ト、

一
九
九
一
年
)
が
あ
っ
て
、
両
者
と
も

に
基
本
的
な
続
発
で
あ
る
。

ロ
;
レ
ン
ス
・
ス
ト
ー
ン
の

-
性
・
結
婚
の

1

1
一
五

0
0
l

八
9
0年
の
イ
ギ
リ

沼
畑
揚
』
(
杉
村
和
子
臆
訳
、

撃
事
書
薦
、

九
九
一
年
)
は
ア
リ
エ
ス
の

「
〈
予
供
〉

の

や
ア
ラ
ン
・
コ
ル
パ
ン

一
九
九

な
ど
と
併
せ

で
き
な
い
研
究
で
あ
る
。
社
会
史
の
分
野
で
の
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
わ
わ
盆

p
-
ト
ム

「
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
欝
績
の
形
成
同
は
、
キ
i
ス
・
ト
マ
ス
の

十
七
世
紀
イ
ぞ
リ
ス
の
社
会
史
に
つ
い
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
多
数
の
著
書
を
物
し
て
い
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

i
-
ビ
ル
の

ソ
ン
の

官
ホ
教
と
麗
術
の

と
と
も
に
、
邦
訳
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

「
十
七
世
記
・
4

ギ
リ
ス
の
接
教
と
政
治
」
(

法
政
大
学
出
銭
局
、

ス
の
人
び
と
の
、
動
物
と
機
物
に
対
す
る
、
意
識
態
度
の
変
遷
を
詳
細
に
た
ど
っ
た
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
研
究
で
あ
る
キ
1
ス
・
ト
マ

一
九
九

れ

-
十
七
・
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
の

吋
人
間
と
自
然
界

i
i
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
白
熱
鰹
の
変
濃
い
(
山
内
藷
監
訳
、
法
政
大
学
出
薮
局
、

一
九
八

が
出
て

qa 

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
史
と
民
衆
文
北
の
研
究
は
、
院
述
し
た
ピ

I
タ
1
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
を
先
達
と
す
る

ン
ブ
リ
ッ
ジ

グ
ル

l

い
て
は
不
可
欠
の
と
呼
ば
れ
て
い
る
藤
史
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
精
力
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
と
く
に
、
畏
衆
文
化
の
研
究
に
お

(
世
読
み
書
き
の
の
麗
史
的
な
変
化
が
重
要
な
研
究
テ
!
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
悶
ざ
ま
し

い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
分
野
で
の
基
一
本
的
な
研
究
文
献
と
な
っ
て
い
る
デ
イ
、
ヴ
ッ
ド
・
ク
レ
ッ
シ

i
と
デ
イ
、
ヴ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ

ン
ト
の
研
究
〈
り
制
基
A
U
H
2
a
w
N
い
帆
総
選
令
撃
を
世
間

M
U
S
Sミ
ミ
川
河
室
s
h
室
、
建
設
高

3
3雪
義
弘
匂
さ
ミ
同
町
shh意
外
安
川
口
'

豆
企
ぬ
C
・
p
・
凶
器
。
一
己
主
ふ
JNぽ

g
R
』
い
容
量
町
、
義
弘
、
雲
母
明
AUSNH史
認
~
岡
崎
N
S
A
~
話。ー

=
R
n護
支
払
哲
C
・
p
・
5
∞
ゆ
〉
は
ま

ン
と
知
識
と
解
放
と

i
i
2
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
藷
畿
の
自
叙
伝
を
読
な
』
(
州
北
総
・
松
浦
京

だ
翻
訳
が
な
い
が
、
後
者
の

岩
波
書
感
、

九
九
一
年
)
が
出
て
い

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

こ
こ
に
羅
列
し
て
き
た
よ
う
な
社
会
史
と
民
衆
文
化
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
『
思
想
」

(
一
九
七
九

年
九
月
号
)
の
特
集
、
「
社
会
史
」
、

お
な
じ
『
思
想
」
(
一
九
八
六
年
二
月
号
)
の
特
集
、
「
歴
史
に
お
け
る
文
化
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
・
象

徴
・
儀
礼
」

な
ど
で
紹
介
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
お
り

ま
た

『
シ
リ
ー
ズ

世
界
史
へ
の
問
い

民
衆
文
化
」
(
岩
波
書
居
、

一
九
八
二
年
)
と
『
「
非
労
働
時
間
」
の
生
活
史

6 

九

九
O
年
)
や

『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
|
|
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
』
(
平
凡
社

|
|
英
国
風
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
誕
生
』
(
リ
ブ
ロ
ポ

l
ト、

近
世
イ
ギ
リ
ス
社
会
と
ア
メ
リ
カ
移
民
』
(
岩
波
書
居
、

こ
こ
で
、
最
後
に
な
っ
た
が
、
民
衆
文
化
の
研
究
の
総
括
的
な
見
取
図
を
示
し
、
の
編
者
で
あ
る
川
北
稔
の

一
九
九

O
年
)
な
ど
の
本
格
的
な
研
究
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
七
年
)

「
民
衆
の
大
英
帝
国
|
|

そ
の
方
法
論
を
提
示
し
て
い
る
重
要
な
本
と
し
て
、

ピ
1
タ
l
・パ

l
ク
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
文
化
」
(
中
村
賢
二
郎
・
谷
泰
訳
、
人
文
書
院
、

一
九
八
八
年
)
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら

-4-

想』、
な
い
。
ピ

l
タ
1
・パ

l
ク
は
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
春
に
来
日
し
た
折
の
講
演
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
新
し
い
歴
史
学
と
民
衆
文
化
」
(
『
思

で
、
そ
の
方
法
論
に
多
少
の
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
民
衆
文
化
の
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て

一
九
八
九
年
十
月
号
)

い
て
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ピ

l
タ
!
・
パ
ー
ク
と
ロ
イ
・
ポ

l
タ
l
の
共
編
で
あ
る
論
集
、
『
こ
と
ば
の
社
会
史
』
(
司
君

句
色
町
怠
』
同
室
。
ミ
ミ
h
a注意
R
H
h
h
w
n自
己
ぴ
同
時
色

-moc--y
・
5
∞
叶
)
と
、
と
く
に
こ
の
論
集
の
ピ

l
タ
1
・パ

l
ク
の
筆
に
な
る
「
序
論
」
も

付
け
足
す
な
ら
ば
、
民
衆
文
化
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
確
固
と
し
た
基
盤
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
筆
者
は
こ
れ
ま
で
十
六
、
十
七
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
読
み
、

そ
の
研
究
を
渉
猟
し
て
き
た
過
程
で
、
こ
の
時
期
の

民
衆
文
化
に
関
す
る
歴
史
学
者
た
ち
の
新
し
い
研
究
に
出
会
い
、
こ
れ
ま
で
気
付
か
ず
に
い
た
数
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
は
す
こ
し
も
疑
問
を
抱
か
ず
に
、
理
解
で
き
た
と
思
い
こ
ん
で
読
み
す
ご
し
て
い
た
文
学
作
品
の
あ
る
部
分
が
、
あ
る
語
句
が
、

社
会
史
や
民
衆
文
化
の
新
し
い
研
究
の
成
果
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
思
い
が
け
な
い
意
味
あ
い
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
再



考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、
詩
と
絵
の
ユ
ニ
ー
ク
な
合
体
を
成
し
と
げ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ

レ
イ
ク
の
芸
術
に
つ
い
て
、
序
論
的
な
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

「
民
衆
文
化
」
と
は
な
に
か
、
「
民
衆
文
化
」
と
い
う
言
葉
で
な
に
を
指
示
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
歴
史
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
に

必
ず
し
も
一
致
し
た
見
か
た
や
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
は
、

一
九
七
八
年
に
ピ

i
タ
!
・
パ
ー

ク
が
提
示
し
た
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
の
二
層
モ
デ
ル
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
と
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
に
し
て
も
、

(
1
)
 

い
ま
で
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
パ

l
ク
の
二
層
モ
デ
ル
と
は
、
近
代
初
期
|
|
十
六
・
十
七
・
十
八
世
紀
ー
ー
に
は
、
教
育
を
受
け
た
、

- 5ー

支
配
す
る
階
層
に
位
置
す
る
、
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
文
化
と
、
支
配
さ
れ
る
、
従
属
的
な
階
層
の
非
エ
リ
ー
ト
た
ち
、
す
な
わ
ち
「
民
衆
」
、

(
2
)
 

の
文
化
と
い
う
こ
つ
に
区
別
さ
れ
る
文
化
が
あ
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
「
エ
リ
ー
ト
」
に
対
し
て
「
非
エ
リ
ー
ト

(ゴ
S
B
O
E
R
)」
と
呼
ん
で
区
別
し
た
「
民
衆
」
を
、
パ
ー
ク
は
「
職
人
と
農
民
」

で
代
表
さ
せ
、
こ
れ
に
は
女
性
、
子
供
、
羊
飼
い
、

水
夫
、
乞
食
な
ど
ま
で
が
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

近
代
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
人
び
と
の
位
階
、
ま
た
は
、
階
層
に
つ
わ
て
は
ピ

l
タ
l
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
と
キ
l
ス
・
ラ
イ
ト

ソ
ン
が
か
な
り
詳
細
に
述
べ
て
い
お
や
そ
の
資
料
と
し
て
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ
ツ
シ
の

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
誌
』
(
第
二
版
、

一
五
八
七
)
、

サ
ー
・
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
の

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
家
』
(
一
五
八
三
)
、
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

三
六

O
O年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
、

グ
レ
ゴ
リ
!
・
キ
ン
グ
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
構
成
表
(
?

一
六
九
一
O
)
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

な
か
で
も
サ
l
・
ト
マ
ス
・

北
大
文
学
部
紀
要
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(
4
)
 

ス
ミ
ス
に
よ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
四
階
層
の
区
分
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

l 

貴
族
と
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
。
貴
族
は
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
第
一
階
層
で
あ
っ
て
、
大
学
で
自
由
七
学
科
や
法
律
を
学
び
、
肉
体
労

働
を
せ
ず
に
生
活
で
き
る
身
分
の
者
で
あ
る
。

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
第
二
階
層
で
、
第
一
階
層
の
爵
位
を
持
っ
た
貴
族
の
下
位
の
、
准
男
爵
ま
た
は
ナ
イ
ト
、

エ
ス
ク
ワ
イ
ア
、
「
た
だ
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
人
」
な
ど
の
身
分
で
あ
り
、
規
模
の
大
小
の
違
い
は
あ
る
が
地
方
に

2 
住
む
大
地
主
で
あ
る
。

ピ
ア
一
イ
ズ
ン
パ
ー
ジ
エ
ス

「
市
民
と
有
産
市
民
」
。
都
市
の
市
民
権
を
持
ち
、
役
職
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
程
の
富
・
財
産
を
持
っ
て
い
る
人
び
と

ギ

ル

ド

で
あ
る
。
職
業
組
合
の
メ
ン
バ
ー
や
富
裕
な
マ

l
チ
ャ
ン
ト
な
ど
で
、
職
業
と
特
権
を
持
っ
て
い
る
。

フ
リ
l
ホ

ー

ル

ド

フ

リ

l
ホ
ー
ル
ダ
l

「ヨ

1
マ
ン
」
。
年
間
四
十
シ
リ
ン
グ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
価
値
の
土
地
を
自
由
保
有
で
所
有
し
て
い
る
者
で
、
「
自
由
保
有
農
」
と

- 6 -

3 
呼
ば
れ
る
。
労
働
に
従
事
し
な
い
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
は
異
な
り
、
自
ら
も
農
耕
や
牧
畜
を
行
な
う
人
び
と
で
あ
り
、

フ

ア

1

マ

I

(

5

)

は
「
農
業
経
営
者
」
と
も
呼
ば
れ
、
「
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
で

4 

「
支
配
す
る
こ
と
の
な
い
第
四
階
層
の
人
び
と
」
。
こ
の
「
第
四
階
層
」
に
は
無
数
の
多
様
な
階
層
が
あ
り
、
大
部
分
は
賃
金
労
働

者
で
あ
る
。
自
由
保
有
の
土
地
を
持
た
な
い
貧
し
い
「
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
」
、

お
な
じ
く
土
地
を
持
た
な
い
マ

l
チ
ャ
ン
ト
と
小
売
り

ア
イ
・
レ
イ
バ
ラ

l

商
人
、
謄
本
保
有
農
、
自
ら
は
特
別
な
職
も
技
術
も
持
た
ず
に
他
人
の
た
め
に
雇
わ
れ
て
労
働
に
従
事
す
る
「
日
雇
一
い
労
働
者
」
(
他

コ

テ

イ

ジ

ャ

l

ア
l
テ
イ
フ
イ
サ
1

メ
カ
ニ
ツ
ク
ス

人
に
雇
わ
れ
て
農
業
な
ど
の
仕
事
を
す
る
「
小
屋
住
み
農
」
も
含
ま
れ
る
)
、
「
職
人
」
ま
た
は
「
手
職
人
」
(
仕
立
て
屋
、
靴
屋
、

な
ど
)
。
ま
た
、
徒
弟
と
家
事
使
用
人
(
サ
l
ヴ
ア
ン
口
一
、
水
夫
や
兵
卒
、
な
ど

大
工
、

レ
ン
ガ
製
造
人
、

レ
ン
ガ
積
み
工
、
石
工
、



ポ

l
パ

I
ズ

の
ほ
か
に
、
浮
浪
者
・
泥
棒
・
乞
食
な
ど
の
「
被
救
済
民
」
ま
で
が
こ
の
「
第
四
階
層
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。

そ
し
て
、
こ
の
四
つ
の
階
層
の
最
初
の
貴
族
と
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
総
人
口
の
わ
ず
か
四
1
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
他
の
三
つ
の
階
層
の
人
び
と
が
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
の
九

O
i
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
吃
ピ

l
タ
1
・パ

l

ク
が
「
民
衆
文
化
」
を
「
非
エ
リ
ー
ト
の
文
化
」
と
定
義
し
た
と
き
、

そ
の
「
民
衆
」
は
第
二
・
第
三
・
第
四
の
階
層
の
人
び
と
を
指
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

に
は
絵
画
、
文
学
、
音
楽
、

つ
ぎ
に
、
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
が
「
民
衆
文
化
」
と
言
う
と
き
の
「
文
化
」
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
文
化
」
と
い
う
と
一
般

さ
ら
に
特
定
の
技
能
や
技
術
な
ど
を
含
め
た
領
域
を
考
え
る
が
、
パ
ー
ク
は
文
化
人
類
学
や
社
会
人
類
学
に

お
け
る
「
文
化
」
の
概
念
を
取
り
込
ん
で
、
広
い
意
味
で
「
文
化
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
文
化
と
は
:
・
〔
人
び

-7ー

と
が
〕
共
有
し
て
い
る
意
味
、
態
度
、
価
値
基
準
の
体
系
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
う
し
た
意
味
や
態
度
や
価
値
基
準
を
表
現
し
た

(
8
)
 

り
具
体
的
な
か
た
ち
で
示
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
形
式
:
・
の
こ
と
で
あ
る
」
と
パ
!
ク
は
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

あ
る
集
団
の
人
び
と
が
共
有
し
て
い
る
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
だ
け
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
が
前
提
と
な
っ
て
作

り
だ
さ
れ
て
い
る
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
、

し
き
た
り
・
慣
習
と
い
っ
た
も
の
、
例
え
ば
食
事

の
し
か
た
か
ら
歩
き
か
た
ま
で
、
話
し
か
た
や
黙
り
か
た
ま
で
、
が
「
文
化
」
の
な
か
に
含
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
家
族
生
活
、
結

(
9
)
 

婚
、
性
な
ど
の
風
俗
・
習
慣
、
制
度
な
ど
も
「
文
化
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
(
「
非
エ
リ
ー
ト
の
文
化
」
)
と
い
う
ピ

l
タ
l
・パ

i
ク
の
二
層
モ
デ
ル
は
、
そ
の

あ
い
だ
に
明
確
な
、
画
然
と
し
た
境
界
線
が
あ
る
二
つ
の
異
質
の
文
化
が
あ
っ
た
、
と
い
う
印
象
を
与
え
や
す
い
し
、

ま
た
、

さ
き
に
述

北
大
文
学
部
紀
要
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べ
た
「
文
化
」
の
定
義
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
「
民
衆
文
化
」
な
る
も
の
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
誤
解
を
ま
ね
き
や
す
い
。
と
く
ー
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
極
度
に
多
様
で
複
雑
な
、
多
層
的
な
社
会
構
造
を
持
つ
「
民
衆
」

の
実
状
に
パ

l
ク
の
二
層
モ
デ
ル
は
適
合
し
な
い
、
サ

i
・
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
リ
ソ
ン
が
挙
げ
て
い
な
い

「
中
町
田
島
か
い
人
的
む
」
(
医
師
、
弁
護
士
、
教
師
、
技
術
者
、
官
吏
な
ど
の
「
専
門
職
」
の
人
び
と
)
が
十
七
世
紀
に
は
「
エ
リ
ー
ト
」

(

叩

)

(

日

)

と
「
民
衆
」
の
あ
い
だ
に
現
わ
れ
て
き
て
い
た
の
だ
か
ら
、
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
パ

l
ク
自
身
は
、
い
く
ど
も

(ロ)

繰
り
か
え
し
て
、
「
民
衆
文
化
」
が
画
一
的
で
均
質
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
の
あ
い
だ

に
は
相
互
作
用
・
相
互
交
流
が
あ
っ
て
、
両
者
の
あ
い
だ
の
境
界
は
フ
ァ
ジ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
硲
レ
す
な
わ
ち
、
ひ
と
口
に

「
民
衆
文
化
」
と
言
っ
て
も
、
「
男
と
女
、
都
市
民
と
農
村
民
、
耕
作
民
と
放
牧
民
、
高
地
人
と
低
地
人
、
等
々
で
・
:
毘

っ
て
い
る
し
、

-8-

ま
た
、

お
な
じ
地
域
で
も
職
人
と
農
民
と
で
は
態
度
や
価
値
基
準
が
異
っ
て
い
る
し
、
お
な
じ
職
人
で
も
靴
直
し
職
人
と
石
工
と
で
は
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
文
化
を
持
っ
て
い
る
し
、
徒
弟
と
浮
浪
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
と
い
う
二
層
モ
デ
ル
は
ビ

l
タ
l
・パ

l
ク
の
民
衆
文
化
の
研
究
の
出
発
点
に
す
ぎ
な
い
。
十

六
・
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
(
貴
族
と
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
階
層
に
属
す
る
人
び
と
)
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
大
学
の
な
か
だ
け
で
継
承
さ
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
・
ラ

テ
ン
の
古
典
文
化
、
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
思
想
と
学
問
の
伝
統
に
参
加
し
、
民
衆
に
は
聞
か
れ
て
い
な
か
っ
た
少
数
の
エ

リ
ー
ト
た
ち
の
文
化
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
民
衆
に
は
閉
ざ
さ
れ
た
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
の
保
持
者
で
あ
る
上
層
階
級
の
人

び
と
も
「
民
衆
文
化
」
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ピ
!
タ
l
・パ

l
ク
は
、
「
近
代
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
文
化
の

二
つ
の
伝
統
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
二
つ
の
文
化
は
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
と
い
う
こ
つ
の
主
要
な
社
会
集
団
に
き
っ
ち
り
対
応
す
る
も
の
で



は
な
か
っ
た
。
:
・
民
衆
文
化
が
唯
一
の
文
化
で
あ
る
大
多
数
の
人
び
と
と
、
〔
工
リ
l
ト
文
化
を
]
享
受
し
な
が
ら
も
う
ひ
と
つ
の
文
化

で
あ
る
民
衆
文
化
に
も
参
加
し
た
少
数
者
と
の
あ
い
だ
の
文
化
の
差
異
で
あ
っ
た

3
と
述
べ
て
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」

の
非
対
称
性
を
指
摘
し
、
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
を
享
受
す
る
少
数
者
は
い
わ
ば
「
二
つ
の
文
化
に
ま
た
が
る

(vr岳
民
曲
目
)
」
人
び
と
で

あ
っ
た
、

と
王苦
Eコ

つ。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
文
化
』

の
な
か
で
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
が
考
察
の
対
象
と
し
た
「
民
衆
文
化
」
は
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
|
|
|

1 

民
謡
と
民
話

2 

宗
教
図
像
と
装
飾
と
し
て
家
庭
で
用
い
ら
れ
た
宗
教
画
像
な
ど

-9-

3 

職
人
劇
と
道
化
芝
居

4 

瓦
版
と
行
商
本

夏
至
祭
、
さ
ま
ざ
ま
な
祝
祭
、
例
え
ば
、

(
日
)

な
ど

い
ろ
い
ろ
な
聖
者
祭
と
季
節
の
祝
祭
|
|
ク
リ
ス
マ
ス
、
新
年
祭
、

カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
、
五
月
祭
、

5 

さ
ま
ざ
ま
な
季
節
の
祝
祭
は
「
民
衆
文
化
」
に
つ
い
て
の
考
察
の
た
め
の
材
料
と
し
て
と
く
に
重
要
で
あ
り
、
「
十
七
世
紀

(

口

)

シ

ュ

ロ

l
ヴ
・
テ
ユ
l
ズ
デ
イ

ロ
ン
ド
ン
の
民
衆
文
化
」
と
題
す
る
パ

l
ク
の
論
稿
で
は
、
伝
統
的
な
季
節
の
祝
祭
と
し
て
告
解
火
曜
日
の
祭
り
(
カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル

祭
に
あ
た
る
)
、
昇
天
祭
、
五
月
祭
、
夏
至
祭
、
聖
パ

l
ソ
ロ
ミ
ュ

l
祭
(
八
月
二
十
五
日
)
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
祭
の

な
か
で
も
、

北
大
文
学
部
紀
要
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日
々
の
労
働
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
祝
祭
に
参
加
し
、
と
き
に
は
無
礼
講
を
は
た
ら
く
こ
と

も
許
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
貴
族
や
エ
リ
ー
ト
と
い
っ
た
上
位
の
階
層
の
人
び
と
も
、
民
衆
に
ま
じ
っ
て
、
祝
祭
に
参
加
し
た
の

臼
に
は
民
衆
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

で
あ
る
。
例
え
ば
、

カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
の
日
に
は
王
候
貴
族
も
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
街
角
に
繰
り
だ
し
て
民
衆
の
女
た
ち
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む

一
般
民
衆
の
若
者
た
ち
と
お
な
じ
よ
う
に
、
五
月
祭
の
臼
に
は
森
に
出
か
け

(

問

)

ブ

ロ

ー

ド

サ

イ

ド

ロ
ピ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
部
下
に
扮
し
た
人
び
と
の
宴
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
貴
族
や
聖
職
者
も
民
謡
や
瓦
版

チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク

(
M
U
)

の
パ
ラ
ッ
ド
に
耳
を
か
た
む
け
、
行
商
本
の
騎
士
物
語
を
読
ん
で
い
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
教
育
を
受
け
た
サ
ミ
ユ
エ
ル
・

」
と
が
あ
っ
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
へ
ン
リ
l
八
世
は

て
戸
付
っ
て
、

ピ

i
プ
ス
も
明
ら
か
に
エ
リ
ー
ト
階
層
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
の
五
月
祭
や
聖
パ

l
ソ
ロ
ミ
ュ

l
祭
を
楽
し

(
初
)

か
ら
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
位
の
階
層
に
属
す
る
貴
族
や
聖
職
者
も
民
衆
と
と
も
に
祝
祭
に
参
加
し
、
教
育
の
な
い
職
人
や
農
民
と
お
な
じ
よ
う

- 10ー

ん
で
い
た
こ
と
が
そ
の
『
日
記
』

に
教
育
の
あ
る
エ
リ
ー
ト
階
層
の
人
び
と
も
瓦
版
や
行
商
本
を
読
ん
で
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
エ
リ
ー
ト
が
「
二
つ
の
文
化
に
ま
た
が
る
」

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

「
民
衆
文
化
」
は
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
の
両
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
び
と
の
文
化
で

エ
リ
ー
ト
階
層
の
教
育
の
あ
る
人
び
と
は
一
般
の
民
衆
と
瓦
版
や
行
商
本
と
を
ひ
と
つ

(
幻
)

に
結
び
つ
け
て
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
は
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
に
対
し
て
、

コニ

ト

人
び
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
言
い
か
え
れ
ば
、

が
瓦
版
や
行
商
本
を
読
む
意
識
・
態
度

つ
ま
り
、

そ
こ
に
な
に
を
求
め
、
ど
う
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
は
民
衆
の
意
識
・
態
度
と
は
異

な
っ
て
い
た
、
と
い
う
反
論
を
予
想
し
て
、
近
代
初
期
の
始
め
の
頃
に
は
貴
族
や
聖
職
者
た
ち
の
識
字
率
が
低
く
、
職
人
や
農
民
の
そ
れ

と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
か
っ
た
こ
と
を
パ

l
ク
は
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
伝
達
の
手
段
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
書
き
言
葉
を
使
う
瓦
版
と
行

商
本
を
除
け
ば
、
民
謡
や
民
話
は
文
字
を
媒
介
と
せ
ず
に
口
頭
で
伝
達
さ
れ
継
承
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
こ
の
種
の
口
承
の
文



化
に
は
、
歌
い
か
た
や
語
り
の
調
子
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
歌
い
手
や
語
り
手
の
顔
の
表
情
や
身
振
り
も
加
わ
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
職
人
劇
(
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
祭
に
ギ
ル
ド
の
職
人
た
ち
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
聖
書
劇
な
ど
)
で

は
台
調
の
ほ
か
に
身
振
り
、
所
作
な
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
祝
祭
に
は
芝
居
や
モ
リ
ス
・

ダ
ン
ス
な
ど
が
観
衆
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
宗
教
的
な
画
像
や
図
像
が
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
瓦
版
や
行
商
本
に

も
、
稚
拙
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
木
版
画
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
視
覚
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
口
頭

に
よ
る

(n) 
が
、
五
版
と
行
商
本
だ
け
が
印
刷
さ
れ
た
文
字
、
書
き
言
葉
、
を
伝
達
の
媒
体
と
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
リ
ー

(
O
E
-
)
、

視
覚
を
通
し
て
の

(
三
回
ロ
包
)
、

伝
達
と
い
う
こ
と
が

「
民
衆
文
化
」

の
基
本
的
な
形
態
で
あ
る

ト
と
民
衆
の
い
ず
れ
も
が
瓦
版
や
行
商
本
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
は
貴
族
や
聖
職
者
の
識
字
率
の
低
さ
に
よ
っ
て
は
説
明
し
つ
く
せ

な
い
こ
と
に
な
る
し
、
瓦
版
と
行
商
本
が
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
の
共
通
の
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
で
単
純
に
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文

唱
E--

唱
E
4

化
」
の
相

E
作
用
を
示
す
も
の
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
こ
こ
で
パ
ー
ク
は
、
二
膚
モ
デ
ル
に
代
っ
て
、
エ
リ
ー
ト
の
文
化
と
民

衆
の
あ
い
だ
の
伝
統
的
な
口
承
文
化
と
の
中
聞
に
「
行
商
本
文
化
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
も
う
ひ
と
つ
の
文
化
の
存
在
を
措
定
し
て
、
近
代

(
幻
)

初
期
に
は
三
つ
の
文
化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
二
層
モ
デ
ル
の
単
な
る
修
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
エ
リ
ー
ト

文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
の
あ
い
だ
の
境
界
が
フ
ァ
ジ
ィ
で
あ
る
こ
と
と
も
相
侯
っ
て
、
そ
れ
で
は
「
民
衆
文
化
」
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
、
と
い
う
最
も
基
本
的
な
問
題
の
提
起
へ
と
発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

訂
を
施
し
て
、

ピ
l
タ
l
・パ

1
ク
は
「
十
七
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
民
衆
文
化
」
と
題
す
る
論
稿
(
は
じ
め
、

一
九
八
五
年
に
、
パ
リ
i
・
レ
イ
編
の
論
集
、
『
十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
」
に
再
録
さ
れ
た
も
の
)

一
九
七
七
年
に
発
表
さ
れ

そ
の
後
、
改

の
な
か
で
、

瓦
版
の
歌
謡
や
行
商
本
の
物
語
、
宗
教
画
像
や
宗
教
儀
式
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
だ
れ
が
何
を
、
だ
れ
に
向
か
っ
て
、
ど
ん
な
目
的
で
、

北
大
文
学
部
紀
要
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ど
J

ん
な
効
果
を
狙
っ
て
表
現
し
て
い
る
か
を
問
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
発
信
者
の
送
り
だ
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
ず
し
も
受
信
者
の

受
け
と
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
同
一
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
受
信
者
は
送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
受
動
的
に
受
け
と
っ
て
い
る

(μ) 

の
で
は
な
く
、
能
動
的
に
解
釈
し
な
お
し
な
が
ら
自
分
の
求
め
て
い
る
も
の
を
そ
こ
に
読
み
と
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
パ

l
ク
の

こ
う
し
た
発
言
は
、

お
そ
ら
く
、
ピ
エ

l
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
な
ど
の
社
会
理
論
に
な
ら
っ
て
ロ
ジ
ェ
・
シ
ヤ
ル
テ
ィ
エ
が
、
消
費
は
生
産

ま
た
は
創
造
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
な
の
で
あ
り
、
生
産
者
(
作
者
)
が
製
品
(
作
品
)
に
盛
り
こ
ん
だ
も
の
と
同
一
で
は
あ
り
得
な
い
も

の
(
意
味
)
を
消
費
者
(
作
品
の
受
容
者
)
は
自
分
な
り
に
勝
手
に
付
与
し
て
い
る
、
と
い
う
考
え
か
た
に
示
唆
を
得
た
も
の
と
思
わ

(
お
)

れ
る
。
『
民
衆
本
の
世
界
|
|
十
七
・
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
で
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル

l
が
「
青
本
」
を
民
衆
の
心
性
を

本
」
が
貴
族
の
文
化
に
属
す
る
と
か
民
衆
の
も
の
で
あ
る
と
か
は
じ
め
か
ら
決
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

エ
リ
ー
ト
と
民
衆
に
共
通
の

。，“

知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
み
な
し
た
立
場
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
ロ
ジ
ェ
・
シ
ヤ
ル
テ
ィ
エ
の
主
張
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
「
青

文
化
で
あ
る
「
青
本
」
が
二
つ
の
異
な
っ
た
階
層
の
人
び
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
読
み
か
た
が
な
さ
れ
、
異
な
っ
た
利
用
の
し
か
た

が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
行
商
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貴
族
や
聖
職
者
か
ら
職
人
や
農
民
ま
で
が
行
商
本
を

読
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
行
商
本
と
い
う
共
通
の
文
化
が
別
々
の
社
会
集
団
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
し
か
た
で
勝
手
に
利
用
さ
れ
て

非
エ
リ
ー
ト
階
層
で
あ
る
民
衆
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
た
と
い
う
考
え
か
た
は
、

い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
瓦
版
や
行
商
本
が
民
衆
に
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
民
衆
と
い
う
特
定
の
社
会
集
団
の
た
め
に
作
ら
れ
、

(
お
)

お
そ
ら
く
、
神
話
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
と
い
う
裁
然
と
区
別
で
き
る
異
な
っ
た
こ
つ
の
系
統
の
文
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
の
「
行
商
本
」
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
青
本
」
な
ど
の
、
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
が
「
行
商
本
文
化
」
と
名
付
け
て
い
る
も
の
が
民
衆

だ
け
に
固
有
の
文
化
だ
っ
た
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
傾
向
が
最
近
で
は
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

む
し
ろ
、
こ
の
「
行
商
本
文
化
」
を



さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
び
と
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
利
用
し
消
費
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
、

お
な
じ
ひ
と
つ
の
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
っ
た
し
か
た
で
受
け
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
に
固
有
の
意
味
づ
け
を
し
て
、
ど
う
「
自
ら
の
も
の
と
す
る
」
(
シ
ヤ
ル
テ
ィ

エ
の
言
う
‘
阻
害
円
。
匂
江
田
色
。
一
民
)
の
か
と
い
う
こ
と
が
考
察
し
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

行
商
本
で
あ
れ
、
な
ん
で
あ
れ
、
文
字
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
(
書
物
)
を
読
む
と
い
う
行
為
に
は
か
な
り
多
く
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
複
雑

に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。
だ
れ
が
何
を
、

れ
つ
、
ど
ん
な
状
況
や
条
件
(
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
条
件
)
の
も
と
で
、
ど
ん
な
目

的
で
読
む
の
か
、
文
字
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
読
ん
で
ど
ん
な
効
果
や
影
響
が
生
じ
る
の
か
、

と
い
う
問
題
は
読
書
行
為
に
つ
い
て
の
考

察
を
社
会
学
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
ピ
エ

l
ル
・
プ
ル
デ
ュ
ー
な
ど
の
社
会
学
か
ら
多
く
の
示
唆
に

富
む
方
法
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
ロ
パ

l
ト
・
ダ

i
ン
ト
ン
は
、
書
物
の
著
作
者
か
ら
そ
れ
を
読
む
読
者
に
至
る
ま
で
の

の
回
路
の
六
つ
の
段
階
を
あ
げ
、

さ
ら
に
、
著
作
者
と
読
者
と
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、

そ
こ
で

- 13 -

過
程
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
」
と
呼
ん
で
、
著
作
者
↓
出
版
業
者
↓
印
刷
業
者
↓
輸
送
業
者
↓
販
売
業
者
↓
読
者
と
い
う
こ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
」
と
い
う
円
環
が
完
成
す
る
主
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
回
路
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
経
済
的
、

社
会
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
要
因
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
文
字
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
読
む

と
い
う
行
為
に
は
人
間
の
生
活
の
す
べ
て
の
側
面
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
一
句

こ
こ
で
、
ダ

l
ン
ト
ン
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
至
る
ま

(
お
」
チ
ヤ
ツ
ブ
・
ブ
ッ
ク

そ
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
く
と
行
商
本
の
著
作
者
は
ほ
と
ん
ど
す
べ

で
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
行
商
本
文
化
」

に
つ
い
て
概
観
し
、

お
そ
ら
く
エ
リ
ー
ト
文
化
と
そ
の
書
物
の
世
界
に
接
触
し
て
い
た
印
刷
職
人
や
三
文
文
士
、
あ
る
い
は
、
職
人
や

農
民
の
世
界
を
熟
知
し
て
い
た
一
部
の
作
家
や
修
道
士
た
ち
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
層
に
近
い
学
者
な

て
が
無
名
氏
で
あ
り
、

北
大
文
学
部
紀
要
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(
鈎
)

ど
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
出
版
業
者
と
印
刷
業
者
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
行
商
本
の
場
合

に
は
、
こ
の
両
者
は
別
個
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
の
初
頭
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
印
刷
業
者
の
あ
い
だ
で
す
で

(
ぬ
)

に
か
な
り
の
程
度
の
専
門
化
と
分
化
が
進
ん
で
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
行
商
本
を
印
刷
出
版
す
る
業
者
が
現
わ
れ
て
い
る
し
そ
し
て
十
七
世

紀
の
末
ま
で
に
は
書
物
な
ど
の
印
刷
物
の
販
買
市
場
の
範
囲
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
て
、
そ
の
結
果
、
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
や
小
冊

子
な
ど
の
印
刷
物
も
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
て
、
見
る
こ
と
も
手
に
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い

(
幻
)

た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
行
商
本
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
『
ウ
ォ
リ
ッ
ク
の
ガ
イ
』
や
『
ア

l
サ
l
王
』
な
ど
の
中
世
騎
士
物
語

は
十
三
・
十
四
世
紀
に
ま
ず
手
稿
本
と
な
り
、
つ
ぎ
に
十
六
世
紀
初
頭
に
は
活
字
で
印
刷
さ
れ
て
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
層
の
人
び
と
の
読
み

物
と
な
っ
た
が
、

や
が
て
こ
の
印
刷
本
の
一
部
を
抜
き
だ
し
て
職
業
築
士
た
ち
が
貴
族
や
地
方
地
主
の
邸
宅
な
ど
で
歌
い
、

そ
れ
が
十
六

aaτ 
咽
E
A

世
紀
の
後
半
に
は
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
(
瓦
版
の
パ
ラ
ッ
ド
)
と
な
っ
て
広
く
流
布
し
て
行
く
。
そ
し
て
こ
の
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ

ド
・
パ
ラ
ッ
ド
か
ら
、
約
百
年
後
の
十
七
世
紀
後
半
に
は
、
行
商
本
が
派
生
し
て
行
き
、

(
お
)

そ
の
販
買
を
急
速
に
伸
ば
し
て
行
く
印
刷
出
版
業
者
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

パ
三
フ
ツ
ド

大
判
の
紙
の
片
面
だ
け
に
通
俗
的
な
歌
謡
を
印
刷
し
た
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の
印
刷
出
版
業
者
が
八
折
版
で
十
六
ペ
ー
ジ
か
二
十
四
ペ

l

チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク

ジ
の
薄
く
て
小
型
の
行
商
本
の
出
版
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
当
然
の
な
り
行
き
で
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ

ド
を
出
版
し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
の
印
刷
業
者
た
ち
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
一
六
二
四
年
に
、
「
パ
ラ
ッ
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
い
う
組

(
お
)

合
を
組
織
し
て
、
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
の
買
り
あ
げ
を
伸
ば
す
た
め
に
流
通
販
貰
網
の
整
備
と
拡
大
を
企
て
て
、
書
物
や
小
冊

そ
う
し
た
印
刷
物
を
容
易
に
は
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

一
六
八

0
年
代
に
は
行
商
本
を
印
刷
出
版
し

子
な
ど
の
文
字
に
よ
る
印
刷
物
が
か
な
り
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
に
し
ろ
、

た
一
般
民
衆
の
手
の
と
ど
く
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
書
物
の
値
段
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
紙
の
値
段



(
鈍
)

で
あ
っ
た
か
ら
、

一
般
の
民
衆
に
も
買
え
る
廉
価
な
本
と
い
う
の
は
八
折
版
か
十
二
折
版
の
、
十
六
ペ
ー
ジ
か
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
、
薄
く

て
小
型
の
本
で
、

し
か
も
値
段
は
二
ペ
ン
ス
と
い
う
廉
価
印
刷
本

(
n
Z昌
司
岳
民
)
が
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
印
刷
業
者
の
企

画
す
る
行
商
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
行
商
本
は
長
篇
の
物
語
を
短
く
要
約
し
て
、
平
易
な
言
葉
で
書
き
か
え
た
、
廉
価

小
型
本
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
読
め
な
い
人
び
と
に
も
近
づ
き
易
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
木
版
に
よ
る
挿
絵
も
付
け
加
え
る
と

い
う
配
慮
が
出
版
印
刷
業
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

行
商
本
の
出
版
印
刷
業
者
、

そ
の
版
型
と
ペ
ー
ジ
数
、
買
価
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
述
べ
て
き
た
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
行

商
本
は
職
人
や
農
民
と
い
っ
た
特
定
の
階
層
の
人
び
と
だ
け
を
対
象
と
し
て
作
ら
れ
、

一
般
の
民
衆
だ
け
が
そ
れ
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い
。

行
商
本
は
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
層
に
も
、
中
位
の
階
層
の
人
び
と

(
J
Z
E
E
Eぬ
き
円
ぺ
)
に
も
、
下
層
の
労
働
者
た
ち
に
も
読
ま
れ
、

あ
る
い
は
、
文
字
の
読
め
る
人
に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
行
商
本
文
化
」
を
ひ
と
つ
の
特
定
の
社
会
階
層
だ
け
の

も
の
と
決
め
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
民
衆
の
な
か
の
だ
れ
が
行
商
本
を
実
際
に
買
っ
て
読
ん
だ
の
か
と
い

「「
u

噌

E
A

う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
を
直
接
的
に
示
し
て
く
れ
る
具
体
的
な
証
拠
は
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
。
行
商
本
を
買
え
る
だ
け
の
金
銭
的

な
余
裕
が
民
衆
に
ど
れ
だ
け
あ
り
、
ま
た
、
文
字
に
よ
る
印
刷
物
を
読
む
た
め
の
読
み
書
き
の
能
力

(
E
Z
E♀
)
が
民
衆
に
ど
の
程
度

あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
読
者
に
つ
い
て
の
問
題
と
し
て
後
述
す
る
が
、
粗
悪
な
紙
に
簡
単
な
文
章
と
木
版
の
稚
拙
な

挿
絵
が
印
刷
さ
れ
た
だ
け
の
粗
末
な
小
冊
子
で
、
と
き
に
は
両
面
に
印
刷
し
て
折
り
た
た
ん
だ
だ
け
の
一
枚
の
紙
に
す
ぎ
な
い
廉
価
印
刷

物
で
あ
る
行
商
本
は
、

そ
れ
を
買
っ
た
人
が
長
い
あ
い
だ
保
存
し
て
お
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
上
層
階
級

の
人
び
と
の
遺
言
書
の
財
産
目
録
に
蔵
書
の
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
例
が
多
く
な
る
が
、
廉
価
印
刷
本
は
財
産
と
し
て
の
価
値
が
な
い
か
ら
、

(
お
)

ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
や
行
商
本
の
記
載
は
全
く
な
い
。
十
七
世
紀
初
頭
の
文
筆
家
で
あ
る
サ

l
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
ン
ウ
ォ

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

リ
ス
は
、
コ
一
ペ
ン
ス
の
値
段
の
つ
ま
ら
ぬ
お
話
や
歌
の
小
冊
子
の
類
は
い
つ
も
便
所
に
持
っ
て
行
っ
て
、
読
ん
で
か
ら
使
っ
た
」
と
書

(
お
)

い
て
い
る
。

」
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ジ
ョ
ン
・
オ
l
ブ
リ
l
が

『
寸
伝
集
』

(
N
W

『主
.
h
g
g
)
を
執
筆
す
る
際
に
関
わ
り
を
持
っ
た
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
好
古
家
で
あ
る
ア
ン
ト
ニ

l
・
ウ
ッ
ド
や
、
『
日
記
』

で
有
名
な
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ピ

l
フ
ス
が
、
十
七
世
紀
の
後
半
に
、
行

商
本
と
そ
の
他
の
小
冊
子
や
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
を
多
量
に
蒐
集
し
て
後
世
に
残
し
て
く
れ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
ピ
ー

。
フ
ス
は
と
く
に
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
に
興
味
を
い
だ
き
、
千
点
以
上
に
お
よ
ぶ
瓦
版
を
蒐
集
し
て
い
る
が
、
行
商
本
と
そ
の
他

の
廉
価
印
刷
本
は
約
二
百
点
を
買
い
集
め
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
を
ピ

l
プ
ス
は
一
六
八
二
年
か
ら
一
六
八
七
年
ま
で
の
時
期
に
買
い
集

め
た
の
で
あ
る
時
~
こ
の
行
商
本
類
か
ら
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
行
商
本
出
版
印
刷
業
者
の
十
六
軒
の
名
前
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
硲
ル
そ

の
う
え
、
幸
い
な
こ
と
に
、
ピ

l
プ
ス
が
蒐
集
し
た
行
商
本
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
出
版
印
刷
業
者
の
一
軒
で
、

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
シ

- 16 -

テ
勺
の
北
西
部
に
隣
接
す
る
ウ
エ
ス
ト
・
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
地
区
で
出
版
印
刷
業
を
営
ん
で
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ッ
カ
レ
ー
が
、

六
八
九
年
に
、
廉
価
印
刷
本
の
在
庫
品
の
販
買
目
録
を
作
り
、
こ
れ
を
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
版
の
大
き
さ
の
広
告
と
し
て
印
刷
し
た
も
の
が

(
ぬ
)

現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
六
八
九
年
と
い
う
年
は
ピ

l
プ
ス
が
行
商
本
な
ど
を
集
中
的
に
買
い
集
め
て
い
た
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
て
、
ピ

l
プ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
サ
ッ
カ
レ

l
の
目
録
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
、
十
七
世
紀
末
に
近
い
こ
ろ
の
ロ
ン
ド
ン
で
印
刷
出
版

タ

イ

ト

ル

フ

ォ

ー

マ

ッ

ト

さ
れ
て
い
た
行
商
本
と
そ
の
他
の
廉
価
印
刷
本
の
書
名
と
種
類
、
版
型
、
値
段
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ッ
カ
レ

l
の
在
庫
目
録
に
は
一
四
五
点
の
書
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
な
か
の
八

O
点
が
ピ
!
プ
ス
の
コ
レ
ク

訪
日
昼
間
出
。
門
司

σgz.

シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
。
サ
ッ
カ
レ

l
の
目
録
の
一
四
五
点
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
よ
っ
て
必
B
色

m
o
a可

σ
g
z・

の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

(
三
七
点
)
、

(
六
四
点

‘ロ。zEOEσ。。田内印.

(
一
二
点
)
、

‘国-田仲
O
E
O凹噂

(
二
三
点
)



の
な
か
の
己
。
ロ
豆

OEZ。
E.
だ
け
は
内
容
で
は
な
く
て
版
型
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。

aωB同E
m。色可

σ。
o
E・
と
‘
ω自白ロ

S
R門
司
ぎ

o
z・は

ふ
つ
う
八
折
版
二
四
ペ
ー
ジ
で
値
段
は
二
ペ
ン
ス
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

62σ-otσgz・
は
二
倍
の
大
き
さ
の
四
折
版
二
四
ペ
ー
ジ
、

そ
し
て
岳
町
吉
弘

gw
は
ロ
ピ
ン
・
フ
ッ
ド
な
ど
の
伝
説
の
な
か
の
人
物
を
主
人
公
と
し
た
物
語

h

、
A
U
〆

四
折
版
で
ペ
ー
ジ
数
が
ず
っ
と
多
く
て
、
値
段
も
六
ペ
ン
ス
か
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
引
ι

サ
ッ
カ
レ
!
の
目

チ
ヤ
ツ
ブ
・
ブ
ッ
ク

録
の
な
か
の
二
種
類
の
必
自
同

-
E
S
E
-
の
大
き
さ
と
値
段
が
「
行
商
本
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
廉
価
印
刷
本
の
標
準
的
な
版
型

値
段
は
三
ペ
ン
ス
か
四
ペ
ン
ス
で
あ
り
、

を
内
容
と
し
た
も
の
で
、

な
の
で
あ
る
。

「
行
商
本
」
(
岳
昌
吉
O
W
)

と
い
う
言
葉
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
英
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

小
買
り
行
商
人
(
各
省

B
8・ぜ
2
q
n
z呂
田
由
民
)
が
持
ち
歩
い
て
販
買
し
て
い
た
本
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
種
の
小
貫
り
行
商
人

は
ぜ

o
a
k
-
d問
看
宮
へ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
小
貫
り
行
商
人
は
レ

l
ス
と
か
亜
麻
布
地
、
縫
い
針
や
糸
、
安
価
な
装
身
具
な
ど
の
品
物

チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク

と
い
っ
し
ょ
に
、
暦
(
白

E
g
R
)
や
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
や
行
商
本
を
持
ち
運
び
、
各
地
を
巡
り
歩
い
て
行
商

勾

t
唱目・晶

p

，‘肉、
B

，.、
B

ア-。

れ
し

τ
し
み
ム

い
な
か
の
町
で
は
教
会
の
庭
と
か
、
と
く
に
祝
祭
の
日
の
市
な
ど
で
、
屋
台
に
そ
う
し
た
品
物
を
並
べ
て
買
り
さ

一
五
七

0
年
代
に
は
す
で
に
、
い
な
か
を
ま
わ
っ
て
廉
価
印
刷
本
を
責
り
歩
く
行
商
人
の
姿
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
ら
し
頃
こ
の
時
代
の
小
貫
り
行
商
人
の
姿
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

「
冬
物
語
』
に
登
場
す
る
オ
1
ト
リ
カ
ス
か
ら
も
想
像

し
て
い
た
し
、
ま
た
、

で
き
る
し
、
十
七
世
紀
の
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
神
学
者
・
著
述
家
で
あ
る
リ
チ
ャ

l
ド
・
パ
ク
ス
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
中
西
部
の
シ
ユ

一
六
三

O
年
ご
ろ
、
パ
ラ
ッ
ド
ゃ
な
ん
冊
か
の
本
を
持
っ
て
一
戸
口
に
や
っ
て
き
た
行
商
人
か
ら
父
親
が
行

(
必
)

商
本
を
買
っ
た
こ
と
を
回
想
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
小
貫
り
行
商
人
た
ち
が
「
行
商
本
」
の
輸
送
業
者
で
あ
り
販
売
業
者

ロ
プ
シ
ャ
の
い
な
か
の
町
で

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ピ

l
プ
ス
が
蒐
集
し
た
行
商
本
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
十
六
軒
の
出
版
印
刷
業
者
の
名
前
が
判
明
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
が
、
こ
れ
ら
の
出
版
印
刷
業
者
の
庖
舗
の
所
在
地
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ッ
カ
レ

l
の
庖
が
あ
っ
た
ウ
エ
ス
ト
・
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の

(

同

日

)

六
軒
、
ロ
ン
ド
ン
橋
に
五
軒
、
聖
一
ポ
l
ル
ズ
寺
院
の
周
辺
に
二
、
三
軒
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。
出
版
印
刷
業
者
の
屈
が
集
中
し
て
い
た(“) 

ウ
エ
ス
ト
・
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
ロ
ン
ド
ン
橋
は
い
ず
れ
も
各
種
の
多
数
の
商
屈
が
集
ま
っ
て
い
た
市
場
や
商
庖
街
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の
附
近
に
は
多
数
の
行
商
人
が
居
住
し
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
仕
入
れ
の
た
め
に
便
利
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
出
版
印
刷
業

者
の
ほ
う
で
逆
に
多
数
の
行
商
人
の
居
住
し
て
い
る
地
区
を
選
ん
で
居
舗
を
構
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
七
世
紀
の
末
に
は
、
行
商
人

と
し
て
商
品
を
買
り
歩
く
た
め
に
は
裁
判
所
に
申
請
し
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
が
一
六
九
六
/
七
年
に
作
ら
れ
、
イ
ギ
リ

ス
全
土
で
約
一
万
人
と
推
定
さ
れ
る
行
商
人
の
な
か
の
四
分
の
一
、
約
二
五

O
O人
が
認
可
を
得
て
い
る
。
そ
う
し
た
約
五

O
O人
の
行

(
日
目
)

商
人
が
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
。
十
六
・
十
七
世
紀
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
を
渡
り
歩
い
て
悪
事
を
働
く
と
考
え
ら

- 18 -

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
行
商
人
た
ち
を
、
政
府
は
取
り
締
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
的
な
認
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
商
人
に
課
税
し
、
政
府
の
税
収
入
を
増
や
す
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
廉
価
印
刷
本
の
輸
送
業
者
で
あ
る
と
同
時
に
販
買
業

者
で
あ
っ
た
行
商
人
た
ち
は
都
市
の
文
化
を
地
方
に
伝
播
さ
せ
る
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
方
の
非
エ
リ
ー
ト
階
層
の
人
び

と
の
反
応
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
廉
価
印
刷
本
の
著
作
者
と
出
版
印
刷
業
者
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
多

量
の
廉
価
印
刷
本
の
流
通
は
「
エ
リ
ー
ト
文
化
」
と
「
民
衆
文
化
」
の
分
極
化
の
現
象
で
は
な
活

ロ
パ

l
ト
・
ダ

l
ン
ト
ン
の
言
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
」
の
最
後
の
段
階
で
あ
り
、
こ
の
回
路
の
円
環
を
完
成

す
る
位
置
に
あ
る
読
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
文
字
に
よ
る
印
刷
物
を
読
む
読
者
に
は
、
ど
の
階
層
の
読
者
で
あ
れ
、
ま
ず
な
り
よ
り
も
、

つ
ぎ
に
、

読
字
能
力

(
E
S
E
Q
)
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
初
期
の
イ
ギ
リ



ス
に
お
け
る
廉
価
印
刷
本
の
読
者
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
、
識
字
率
(
密
O
B
Q
)
の
問
題
は
極
め
て
重
要
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
す
で
に

詳
細
な
研
究
が
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
や
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ク
レ
ッ
シ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
数
多
く
の
研
究
成
果
が
公

(
灯
)

刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
を
単
純
に
要
約
し
て
述
べ
る
と
、
ク
レ
ッ
シ

l
も
指
摘
す
る
と
お
り
識
字
率
の
算
定

(

同

日

)

に
は
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
な
問
題
が
付
随
し
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究
者
の
ほ
ぼ
一
致
し
た
見
解
で
は
、
一
六
回

0
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
農
村

(ω) 

地
方
の
成
人
男
子
の
識
字
率
は
平
均
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
識
字
率
は
地
域
差
、
社
会
的
な
身
分
に
よ
る
差
、
職
業
差
(
お
な
じ
職

(
印
)

人
で
も
職
種
に
よ
っ
て
お
お
き
な
差
が
あ
る
)
、
男
女
差
が
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
や
ブ
リ
ス
ト
ル
な
ど
の
都
市
で
は
こ
の
時
期
の
成
人
男
子

(
日
)

の
識
字
率
は
七
五

i
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
農
村
地
方
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
し
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
女
性
の
識
字
率
は
ひ
じ
よ
う
に

低
く
、
わ
ず
か
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
妬
い
こ
う
し
た
識
字
率
の
差
を
一
五
八

O
年
か
ら
一
七

O
O年
ま
で
の
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
の
場
合

(
日
)

と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
、
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
。
ク
リ
ア
地
方
の
ノ
リ
ッ
ジ
主
教
管
区
の
場
合
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

n
w
u
 

唱
E
4

階
層
・
身
分

ノ
リ
ッ
ジ
(
%
)

ロ
ン
ド
ン
(
%
)

農兵職j商jヲ
民{人3人3÷
， -------ン

65 

70 

56 

72 

21 

21 

徒
弟

82 

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

サ

l
ヴ
ア
ン
ト

奉
公
人

18 

69 

労
働
者

15 

22 

女
性

11 

24 

こ
の
よ
う
に
、
識
字
率
は
社
会
的
な
階
層
や
身
分
の
相
違
や
経
済
的
な
要
因
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
か
な
り
大
幅
な
差
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

歴
史
的
に
見
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
五
六

O
年
か
ら
一
六
四

O
年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
は
、

そ
の
あ
い
だ
に
一
五
八

O
年
か
ら
一
六
一

O
年

- 20 -

ま
で
の
教
育
の
停
滞
期
が
あ
っ
た
が
、
「
教
育
革
命
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ロ
ン
ド
ン
の
四
つ
の
法
学
院
で
は
学
生
の
数
が
急
増
し
、
ま
た
、

い
っ
ぽ
う
で
は
、
地
方
の
小
さ
な
町
や
教
区
で

も
、
た
だ
ひ
と
り
の
教
師
が
そ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
の
初
歩
教
育
を
ほ
ど
こ
す
小
規
模
学
校
が
各
地
に
作
ら
れ
て
、
人
び

と
の
教
育
を
受
け
る
機
会
が
多
く
な
り
、

そ
の
結
果
、
ど
の
階
層
の
人
び
と
の
識
字
率
も
急
速
に
上
昇
し
た
。
と
く
に
一
六
三

0
年
代
は

学
校
教
育
の
拡
大
発
展
と
質
の
向
上
が
著
し
く

一
五
六

O
年
以
前
に
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
農
民
の
識
字
率
が
二
ハ
三

0
年
代
末
ご
ろ
ま
で
に
は
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
六
四
二
年
以
後
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
政
治
的

な
混
乱
の
た
め
に
、
再
び
教
育
の
停
滞
期
に
入
り
、
一
六
五

0
年
代
に
な
っ
て
徐
徐
に
回
復
し
て
く
る
が
、
識
字
率
の
伸
び
は
一
六
六

O

年
の
王
政
復
古
以
降
に
な
っ
て
明
確
に
な
っ
て
く
硲
ぃ
農
民
が
「
文
盲
」
(
臣
S
E
n
-
か
ら
脱
出
し
は
じ
め
る
の
も
こ
の
時
期
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
六
四
二
年
に
は
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
平
均



(
日
)

識
字
率
が
、
十
八
世
紀
の
な
か
ば
す
ぎ
に
は
、
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上
昇
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
識
字
率
は
、
教
区
記
録
(
宮
江
田
F
B包
2
0同
)
や
教
会
裁
判
所
の
証
言
録
取
書
(
合
唱
o
m
E
S
)

な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
署
名
、

と
く
に
、
十
七
世
紀
の
識
字
率
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
一
六
四
二
年
の
「
抗
議
の

誓
い
」
(
司

5
8印
S
E
S
-
T
W
E
E回
)

の
署
名
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
、
署
名
を
し
た
人
の
数
と
、
自
分
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
に
、
符
号
を
署
名
の
代
り
に
使
っ
た
人
の
数
と
の
比
率
を
求
め
る
と
い
う
方
法
で
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
署
名
を

識
字
率
の
算
出
の
基
礎
に
す
る
こ
と
の
根
拠
は
、
当
時
の
学
校
で
の
読
み
書
き
能
力
の
教
育
の
じ
か
た
な
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

た
い
て
い
の
子
ど
も
た
ち
は
七
歳
に
な
る
と
学
校
で
ま
ず
は
じ
め
に
文
字
の
読
み
か
た
を
教
わ
り
、

そ
れ

か
ら
一
年
後
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
八
歳
に
な
っ
て
、

(
日
)

つ
う
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
名
前
を
書
く
(
署
名
す
る
)
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

つ
ぎ
に
文
字
の
書
き
か
た
を
教
わ
る

と
い
う
の
が
ふ

つ
ま
り
、
書
字
能
力
が
あ
れ
ば
、

噌

E
ム。，b

そ
の
人
に
は
読
字
能
力
が
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ピ

l
プ
ス
と
お
な
じ
よ
う
に
日

記
を
書
き
残
し
た
こ
と
で
有
名
な
ジ
ョ
ン
・
イ
l
ヴ
リ
ン
は
、
六
歳
ご
ろ
に
、
あ
る
婦
人
が
教
え
て
い
る
学
校
に
通
っ
て
読
み
か
た
の
勉

(
貯
)

強
を
始
め
た
の
だ
が
、
文
字
の
書
き
か
た
を
習
っ
た
の
は
や
は
り
八
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
十
七
世
紀
に
は
、
学
校
に
行
く
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
た
ち
(
男
子
)
は
七
歳
ま
で
に
は
文
字
の
読

み
か
た
を
習
い
始
め
、
文
字
を
書
く
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
ふ
つ
う
は
八
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
が
、

し
か
し
、
学
校
に
行
け
る
か
ど
う
か
は
家
族
の
経
済
的
な
状
況
に
お
お
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

農
民
と
労
働
者
の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
る
一
日
の
労
働
に
従
事
し
て
賃
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
七
歳
と
い
う
年
齢
に
な
る
と
、

(
時
)

家
計
を
助
け
る
た
め
に
仕
事
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
校
へ
の
通
学
が
不
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
七
歳
ま
で
学
校
に
通
う
こ
と
が

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

で
き
て
読
字
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

八
歳
ま
で
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
書
字
能
力
を
持
た
な
い
、
と

い
う
例
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
、
と
く
に
農
民
と
労
働
者
の
な
か
に
は
、
書
字
能
力
は
持
た
な
い
(
署
名
が
で
き

な
い
)
が
初
歩
の
読
字
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
多
数
の
人
び
と
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
テ
ッ
サ
・
ウ
ォ
ッ
ト
が
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、

ク
レ
ッ
シ

l
、
そ
の
他
の
研
究
者
が
示
し
て
い
る
、
十
七
・
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
び
と
の
識
字
率
に
つ
い
て
の
統
計
的
な

(
印
)

と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

数
価
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
最
小
値
に
す
ぎ
な
い
、

着
実
に
増
え
つ
。
つ
け
る
文
字
が
読
め
る
民
衆
|
|
こ
れ
が
廉
価
印
刷
本
の
出
版
印
刷
業
者
が
狙
い
を
つ
け
た
標
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
は
民
衆
の
側
に
は
廉
価
印
刷
本
を
買
う
ど
れ
だ
け
の
経
済
的
な
余
裕
が
あ
っ
た
か
。
十
六
世
紀
後
半
か
ら
一
六
三

0
年
代
ま
で
の
時
期

の
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
イ
ン
フ
レ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
物
価
は
全
体
と
し
て
一
六
三

0
年
代
に
は
一
五
六

O

。，u。L

年
代
の
物
価
の
二
倍
に
上
昇
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
の
賃
金
は
物
価
ほ
ど
急
速
に
は
伸
び
ず
、
実
質
賃
金
は
む
し
ろ
減
少

(ω) 

し
て
い
た
。
例
え
ば
、
建
築
職
人
一
日
の
賃
金
は
一
五
六

O
年
に
は
八
ペ
ン
ス
か
ら
一

0
ペ
ン
ス
で
あ
り
、

一
六

O
O年
に
は
一
シ
リ
ン

グ
(
一
二
ペ
ン
ス
)
と
な
り
、

一
六
四

O
年
に
は
一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
(
一
六
ペ
ン
ス
)
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
二
倍
に
は
達
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
お
な
じ
時
期
の
農
業
労
働
者
の
一
日
の
賃
金
は
、

で
あ
っ
鳴
キ
l
ス
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
十
七
世
紀
前
半
で
は
労
働
者
の
年
収
は
平
均
九
ポ
ン
ド
で
あ
る
が
(
最
も
多
い

一
五
六

O
年
に
は
六
ペ
ン
ス
、

一
六
四

O
年
に
は
一

O
i
一
二
ペ
ン
ス

場
合
で
も
一
五
ポ
ン
ド
)
、
妻
と
四
人
の
子
供
が
い
る
平
均
的
な
家
族
に
必
要
な
年
間
生
活
費
は
一
一

i
一
四
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
か
ら
、

(
臼
)

生
活
費
以
外
の
も
の
に
支
出
す
る
経
済
的
な
余
裕
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
お
な
じ
十
七
世
紀
初
頭
の
、
三

O
エ
ー
カ
ー
の
耕
作
地

を
保
有
す
る
農
民
の
場
合
に
は
、
純
農
業
利
益
と
し
て
一
四
i
一
五
ポ
ン
ド
の
年
収
が
あ
っ
た
か
ら
、
年
間
一
一
ポ
ン
ド
の
生
活
費

(
一
週
に
平
均
一
四
i
一
八
ペ
ン
ス
の
食
費
が
必
要
で
あ
っ
た
)
を
差
し
引
い
て
、
三

i
四
ポ
ン
ド
の
余
剰
が
残
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か



な
ん
と
か
我
慢
で
き
る
生
活
が
送
れ
る
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
二
ペ
ン
ス
の

行
商
本
を
買
お
う
と
す
れ
ば
居
酒
屋
で
ピ

l
ル
を
飲
む
の
を
い
ち
と
だ
け
我
慢
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
一
羽
生
活
費
以
外
の
も
の
に

し
、
こ
れ
で
も
、
「
け
っ
し
て
楽
で
は
な
い
が
、

支
出
で
き
る
経
済
的
な
余
裕
が
あ
っ
た
の
は
年
収
四

O
i
五

0
ポ
ン
ド
以
上
の
収
入
が
あ
っ
た
ヨ

1
マ
ン
の
階
層
と
そ
れ
よ
り
上
位
の
人

び
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
五
六

O
年
か
ら
一
六
四

O
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
物
価
が
全
体
と
し
て
二
倍
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
印
刷

本
の
値
段
は
あ
ま
り
変
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
職
人
や
農
民
な
ど
の
労
働
賃
金
も
ほ
ぼ
二
倍
近
く
ま
で
上
昇
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

二
ペ
ン
ス
の
値
段
の
行
商
本
は
そ
れ
だ
け
入
手
し
易
く
な
っ
て
い
た
害
で
あ
る
。
し
か
し
、
廉
価
印
刷
本
と
は
い
え
、

そ
れ
を
実
際
に
買

う
だ
け
の
金
銭
的
な
余
裕
が
あ
っ
た
人
び
と
は
ヨ

l
マ
ン
、
あ
る
い
は
ヨ

l
マ
ン
に
近
い
収
入
の
あ
る
農
民
か
商
人
、
に
限
ら
れ
て
お
り
、

ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
層
の
人
び
と
が
そ
れ
を
買
う
例
も
多
か
っ
た
。
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
階
層
の
人
で
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
を
買
い
集

コ
モ
ン
プ
レ
イ
ス
ブ
y
ク

め
て
、
そ
れ
を
抜
き
書
き
帖
に
筆
写
し
て
い
る
例
も
あ
る
し
、
吟
遊
詩
人
の
歌
う
パ
ラ
ッ
ド
を
筆
記
し
て
残
し
て
い
る
ジ
エ
ン
ト
リ
ー

(ω) 

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
世
騎
士
物
語
な
ど
の
比
較
的
に
高
価
な
印
刷
本
を
買
っ
た
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
ひ
と
り
は
、
い
な
か
の
自
分
の
屋
敷

(
釘
)

そ
の
物
語
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

内
ぺ
U。，u

に
出
入
り
す
る
職
人
や
農
民
に
、
冬
の
夜
な
ど
に
、

つ
ま
り
、
文

字
で
印
刷
さ
れ
た
作
品
を
識
字
能
力
の
な
い
人
び
と
に
口
頭
で
伝
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
文
字
に
よ
る
伝
達
の
し
か
た

と
、
民
衆
の
文
化
で
あ
る
口
頭
に
よ
る
伝
達
の
し
か
た
と
が
共
存
し
て
い
る
。
識
字
率
が
ほ
ぼ
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
時
代
と
そ
の
社

会
で
は
、
文
字
に
よ
る
伝
達
と
口
頭
に
よ
る
伝
達
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
伝
達
形
式
が
最
も
有
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
し
、

ま
た
、

わ
ず
か
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
せ
よ
、
読
み
書
き
の
能
力
を
持
っ
た
人
び
と
が
存
在
し
た
と
い

(

白

山

)

う
こ
と
は
、
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
起
っ
た
文
化
と
社
会
の
お
お
き
な
変
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
雇
い
農
業
労
働
者
の
あ
い
だ
に
、

北
大
文
学
部
紀
要
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行
商
本
な
ど
の
廉
価
印
刷
本
を
買
っ
た
の
は
職
人
や
農
民
な
ど
の
民
衆
だ
け
で
は
な
く
、
貴
族
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
、

そ
し
て
こ
れ
ら
上

層
階
級
の
婦
人
た
ち
な
ど
で
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
行
商
本
を
た
だ
ち
に
民
衆
文
化
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、
印
刷
出

版
業
者
と
読
者
の
あ
い
だ
を
媒
介
す
る
行
商
人
が
読
者
の
好
み
や
要
望
を
察
知
し
て
、

そ
の
情
報
を
出
版
印
刷
業
者
に
提
供
し
、

そ
の
情

報
を
も
と
に
読
者
で
あ
る
民
衆
の
需
要
に
応
じ
た
内
容
の
行
商
本
が
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
購
読
者
で
あ
る
民
衆
を
意
識
し
た
作
品
が

マ
ン
タ
リ
テ

作
製
・
出
版
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
行
商
本
は
こ
う
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、
行
商
本
の
内
容
か
ら
民
衆
の
文
化
と
心
性
を

探
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
こ
に
は
民
衆
が
抱
い
て
い
た
世
界
観
と
人
生
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
、
と
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル

l
は

(

問

山

)

考
え
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
マ
ン
ド
ル

l
の
主
張
に
対
し
て
は
、
行
商
本
の
内
容
か
ら
た
だ
ち
に
民
衆
が
抱
い
て
い
た
世
界
観
が

明
ら
か
に
な
る
な
ど
と
確
信
す
る
こ
と
は
安
易
に
す
ぎ
る
し
、
書
物
か
ら
そ
の
読
者
の
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
を
抽
出
す
る
と
い
っ
た
作

4
4
・
。，“

業
を
す
る
場
合
に
は
き
め
細
か
な
考
察
を
慎
重
に
行
な
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
、
と
ナ
タ
リ

l
・

z
・
デ

l
ヴ
ィ
ス
は
批
判
を
加
え
て

(
鎚
)

い
る
。
デ

l
ヴ
ィ
ス
の
こ
の
批
判
は
、
す
で
に
述
べ
た
ブ
ル
デ
ュ

l
、
シ
ヤ
ル
テ
ィ
エ
、
ダ

l
ン
ト
ン
な
ど
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
民
衆
文
化
の
理
解
の
よ
り
正
し
い
方
向
を
指
し
示
す
も
の
と
言
え
る
。

チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク

イ
ギ
リ
ス
の
行
商
本
と
フ
ラ
ン
ス
の

「
青
本
」

の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
マ
ン
ド
ル

l
、
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
、
小
林
章
夫
の
研
究

が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
精
細
な
調
査
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
は
行
商
本
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
そ
の
読
者
が

(ω) 

つ
ぎ
の
よ
う
な
区
分
を
試
み
て
い
る
。

推
定
で
き
る
と
考
え
て
、

l 

都
市
に
住
む
人
び
と
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
地
方
に
住
む
人
び
と
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
も
の
。

2 

男
性
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
女
性
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
も
の
。



3 

職
業
別
の
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
。
例
え
ば
、
織
物
職
人
向
け
、
奉
公
人
向
け
、
徒
弟
向
け
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、

特
定
の
職
種
の
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
。

4 

都
市
と
地
方
の
人
び
と
の
区
別
な
く
、
あ
る
い
は
階
層
の
区
別
な
し
に
、
読
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。
礼
儀
作
法
と
手
紙

の
書
き
か
た
、
あ
る
い
は
、
求
婚
の
方
法
な
ど
を
教
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
行
商
本
。
料
理
の
し
か
た
を
教
え
る
も
の
、
馬
の
世

話
・
手
入
れ
の
し
か
た
を
教
え
る
も
の
、

な
ど
の
実
用
書
の
類
い
。

こ
こ
で
、
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
た
人
び
と
の
識
字
率
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
に
住
む
農
民
と
都
市

フ

ア

l

マ

l

お
な
じ
泰
公
人
で
も
い
な
か
の
農
業
経
営
者
の
家
で
働
ら
く
奉
公
人
と
都

で
働
ら
く
徒
弟
と
で
は
識
字
率
の
差
が
か
な
り
お
お
き
い
し
、

し
た
た
め
に
現
わ
れ
て
く
る
効
果
と
か
影
響
も
差
異
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
タ
リ
l
・

z
・
デ
l
ヴ
ィ
ス
が
述
べ
て
い
る
よ

- 25ー

市
の
富
裕
な
商
人
の
邸
宅
の
住
み
込
み
の
奉
公
人
と
で
は
識
字
率
の
差
が
お
お
き
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
文
字
文
化
で
あ
る
行
商
本
に
接

う
に
、
識
字
率
の
低
い
地
域
や
人
び
と
の
場
合
に
は
行
商
本
を
享
受
し
て
も
、
従
来
の
伝
統
的
な
口
頭
に
よ
る
文
化
が
優
勢
で
、
文
字
文

化
で
あ
る
行
商
本
の
影
響
は
少
な
く
、
む
し
ろ
文
字
文
化
の
ほ
う
が
口
頭
文
化
に
合
う
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
反
し
て
識
字
率
の
高
い
都
市
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
、
行
商
本
な
ど
の
文
字
文
化
が
民
衆
に
知
識
を
与
え
、
視
野
を
拡
大

(
初
)

や
が
て
お
お
き
な
社
会
変
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
せ
、
自
意
識
を
高
め
、
批
判
能
力
を
養
い
、

行
商
本
の
内
容
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
こ
こ
で
述
べ
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
徒
弟
修
業
を
し
て
い
る
若
者
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
書

ま
ざ
ま
な
職
種
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
行
商
本
に
限
定
し
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
徒
弟
は
、
織
物
業
者
、
靴
製
造
業
者
、
印
刷
業
者
な
ど
、
さ

サ

プ

カ

ル

チ

ュ

ア

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
職
人
と
は
明
ら
か
に
区
別
で
き
る
独
自
の
下
位
文
化
集
団

北
大
文
学
部
紀
要
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し
か
も
前
述
の
と
お
り
、
識
字
率
の
比
較
的
に
高
い
人
び
と
の
集
団
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
徒
弟
文
化
」
と
名
付
け
て

よ
い
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
一
知
十
七
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
徒
弟
の
人
口
数
は
一
万
人
と
も
二
万
人
と
も
言
わ
柿
)
同
業
者
仲
間

で
あ
る
と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
徒
弟
仲
間
だ
け
の
集
団
行
動
を
と
る
慣
習
が
あ
り
、
こ
う
し
た
徒
弟
を
対
象
と
し
た
行
商
本
が
出
版
・

(
ね
)

販
賀
さ
れ
て
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
徒
弟
制
度
に
関
す
る
法
令
が
す
で
に
一
五
六
三
年
に
制
定
さ
れ
て
い
て
、
徒

に
属
し
て
い
て
、

弟
修
業
の
期
間
は
ふ
つ
う
一
七
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
の
七
年
間
と
か
、
親
方
ひ
と
り
当
た
り
の
徒
弟
の
人
数
を
制
限
す
る
な
ど
法
的
な
定

ま
り
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
八
一
四
年
に
こ
の
法
令
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
と
く
に
十
八
世
紀
に
は
業
者
に
よ
る
法
令
無
視
が
現
実
で
あ
っ

(
丸
)

た
ら
し
い
。

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
徒
弟
修
業
中
の
若
者
を
主
人
公
と
す
る
話
で
は
、
あ
る
徒
弟
が
近
く
の
あ
る
屋
敷
で
家

- 26一

事
見
習
い
か
お
手
伝
い
と
し
て
住
込
み
で
働
ら
い
て
い
る
若
い
女
性
奉
公
人
と
恋
仲
に
な
り
、
三
人
で
わ
ず
か
な
給
金
を
貯
金
し
て
、
結

婚
後
に
居
酒
屋
を
始
め
る
た
め
の
資
金
に
す
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
働
き
続
け
て
、

そ
し
て
結
婚
す
る
と
い
う
涙
ぐ
ま
し
い
話
ゃ
、

日
曜

日
は
欠
か
さ
ず
教
会
に
礼
拝
に
出
席
し
、
や
が
て
敬
慶
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
立
派
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
徒
弟
の
話
な
ど
が

あ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
遣
し
い
徒
弟
の
出
世
物
語
も
あ
っ
て
、
若
者
の
心
の
な
か
の
潜
在
的
な
願
望
に
応
じ
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
行

(
お
)

商
本
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
う
。
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ピ

l
プ
ス
が
蒐
集
し
た
廉
価
印
刷
本
の
な
か
に
『
ロ
ン
ド
ン
の
雄
々
し
き
徒
弟
、
オ
ー

(
河
)

レ
リ
ア
ス
』
と
い
う
題
の
行
商
本
が
あ
り
、
そ
の
物
語
を
要
約
す
る
と
1

1

チ
ェ
ス
タ

l
の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
オ

l
レ
リ
ア
ス

は
ハ
ン
サ
ム
な
男
の
子
で
、

そ
の
た
め
に
近
所
の
娘
た
ち
の
慰
み
も
の
に
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
両
親
は
オ
l
レ
リ
ア
ス
を

ロ
ン
ド
ン
に
送
り
出
し
て
、

ロ
ン
ド
ン
橋
に
屈
を
構
え
る
七
面
鳥
商
人
の
も
と
で
徒
弟
奉
公
を
さ
せ
る
。
こ
こ
で
オ
l
レ
リ
ア
ス
は
親
方

の
娘
に
恋
心
を
い
だ
く
が
、
色
よ
い
返
事
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
腹
が
立
ち
、
親
方
の
代
理
と
し
て
ト
ル
コ
に
行
き
た
い
と
申



し
出
て
許
さ
れ
る
(
「
七
面
鳥
」

JRZM¥
と
「
ト
ル
コ
」

タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
の
商
人
か
ら
鎧
、
兜
、
槍
な
ど
の
武
具
一
式
を
借
り
て
、
ト
ル
コ
玉
の
面
前
で
催
お
さ
れ
た
馬
上
試
合
に
参
加
し
、
ト

斗
口
同
宮
山
¥
の
し
ゃ
れ
が
面
白
い
)
。
ト
ル
コ
で
は
、
オ

1
レ
リ
ア
ス
は
コ
ン
ス

ル
コ
王
子
と
戦
っ
て
打
ち
倒
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
ト
ル
コ
玉
の
激
怒
を
買
い
、

そ
の
た
め
に
投
獄
さ
れ
た
あ
げ
く
に
二
頭
の
ラ
イ
オ
ン

と
素
手
で
格
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
田
に
な
る
。
ト
ル
コ
玉
と
王
妃
、
貴
族
た
ち
の
居
並
ぶ
と
こ
ろ
で
、
華
や
か
な
い
で
立
ち
の
雄
々

し
い
オ
l
レ
リ
ア
ス
が
空
腹
に
猛
り
狂
っ
た
こ
頭
の
ラ
イ
オ
ン
を
苦
も
な
く
し
と
め
て
し
ま
う
の
で
、
王
妃
や
貴
婦
人
た
ち
は
オ
l
レ
リ

ア
ス
の
男
前
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
れ
で
王
も
即
座
に
オ

l
レ
リ
ア
ス
を
許
し
、
莫
大
な
金
銀
財
宝
と
と
も
に
ト
ル
コ
玉

女
を
褒
美
と
し
て
与
え
る
。
や
が
て
、
ォ
l
レ
リ
ア
ス
の
た
め
に
改
宗
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
王
女
を
伴
っ
て
、
オ

i
レ
リ
ア
ス

は
意
気
揚
々
と
イ
ギ
リ
ス
に
帰
り
、
二
人
は
末
長
く
幸
福
な
暮
し
を
送
っ
た
。
|
|
こ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
十
四
世
紀
以
来
読

は
十
七
・
十
八
世
紀
に
は
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
や
行
商
本

(
行
)

と
な
っ
て
広
く
民
衆
の
あ
い
だ
で
も
人
気
の
あ
っ
た
物
語
で
あ
る
か
ら
、
行
商
本
「
ロ
ン
ド
ン
の
雄
々
し
き
徒
弟
、
オ
l
レ
リ
ア
ス
』
に

ロ
デ
ィ
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
『
ウ
ォ
リ
ッ
ク
の
ガ
イ
」
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み
継
が
れ
語
り
継
が
れ
て
き
た
遍
歴
の
騎
士
の
冒
険
物
語
『
ウ
才
リ
ッ
ク
の
ガ
イ
」
を
換
骨
奪
胎
し
て
書
か
れ
た
お
話
、
あ
る
い
は
、
パ

お
け
る
英
雄
ガ
イ
と
徒
弟
オ
l
レ
リ
ア
ス
の
同
一
化
は
、
読
者
が
徒
弟
修
業
中
の
若
者
で
あ
る
場
合
に
は
強
い
刺
戟
と
複
雑
な
影
響
を
与

え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
浮
気
な
ト
ム
、
あ
る
い
は
仕
立
屋
ト
ム
・
ス
テ
ィ
ッ
チ
の
愉
快
な
物
語
』
と
い
う
題
の
行
商
本
(
こ
れ
も
ピ
1

プ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
に
も
出
て
い
尚
一
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
身
持
の
よ
く
な
い
婦
人
を
母
親
に
持

つ
徒
弟
の
ト
ム
が
、
親
方
の
妻
君
を
寝
取
っ
た
う
え
に
お
金
を
お
ど
し
取
り
、

ロ
ン
ド
ン
の
買
春
宿
に
出
か
け
て
行
っ
て
数
々
の
恋
の
冒

険
を
経
験
し
、

そ
の
挙
句
の
果
て
に
、
半
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
奉
公
人
の
若
い
女
性
十
六
人
と
結
婚
の
約
束
を
し
、

な
か
に
は
ト
ム
の

子
を
身
ご
も
っ
て
い
る
娘
も
い
た
の
だ
が
、
最
後
に
は
、
ト
ム
と
結
婚
式
を
挙
げ
よ
う
と
式
場
で
待
っ
て
い
る
お
金
持
の
未
亡
人
に
待
ち

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

ぼ
う
け
を
く
わ
せ
、
十
六
人
の
若
い
女
性
と
そ
の
未
亡
人
を
全
部
棄
て
て
し
ま
う
と
い
う
勇
ま
し
い
、
と
て
つ
も
な
い
、
話
が
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
種
の
行
商
本
で
は
徒
弟
奉
公
を
し
て
い
る
独
身
男
性
の
色
恋
ぎ
た
が
物
語
の
主
題
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
若
者
の
性
的

幻
想
を
刺
戟
し
、
性
的
願
望
を
充
足
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
の
か
も
し
れ
な
怖
い
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
七
・
十
八
世
紀
に
は
徒
弟

の
修
業
期
間
は
一
七
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
の
七
年
間
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
場
合
、
結
婚
は
ふ
つ
う
徒
弟
の
年
季
が
明
け
た
あ
と
、

り
、
二

O
歳
台
の
後
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
口
動
態
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

つ
ま

一
六
五

O
年
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
初
婚
男
性
の
平

均
年
齢
は
こ
八
・
七
歳
、
初
婚
女
性
の
そ
れ
は
二
五
・
二
歳
と
な
っ
て
い
て
、
産
業
革
命
以
前
の
社
会
と
し
て
は
異
常
に
高
い
数
値
だ
と

(
初
)

い
う
。
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
一
般
に
晩
婚
で
あ
り
、
ラ
ス
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

一
六
一
九
年
か
ら
一
六
六

O
年
ま
で
の
時
期
に
は

ば

一
六

O
O年
か
ら
一
六
四
九
年
ま
で
の
時
期
に
は
、
職
業
や
階
層
に
よ
っ
て
か
な
り
の
幅
が
あ
る
が
、

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
の
オ
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初
婚
男
性
の
平
均
年
齢
は
二
六
・
五
歳
、
初
婚
女
性
の
そ
れ
は
一
二
一
了
五
歳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
ラ
イ
ト
ソ
ン
に
よ
れ

ル
ド
ナ
ム
で
は
男
子
の
平
均
初
婚
年
齢
は
二
九
・
一
歳
、
女
子
は
二
五
・
三
歳
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
の
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ム
で
は
男
子
は
二

(
剖
)

六
・
七
歳
、
女
子
は
二
四
・
八
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
統
計
的
な
資
料
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
個
々
の
例
で
は
三

O
歳
で
初

婚
と
い
う
男
性
も
実
際
に
は
あ
っ
た
し
、

し
た
が
っ
て
未
婚
の
男
性
の
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
情
況

か
ら
判
断
し
て
、
徒
弟
を
主
人
公
と
し
た
恋
の
冒
険
の
物
語
が
若
い
独
身
男
性
の
潜
在
的
な
性
的
願
望
を
充
足
さ
せ
る
た
め
の
、
い
わ
ば
、

(
m
M
)
 

セ
ク
シ
ユ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
役
割
を
担
っ
た
現
実
逃
避
の
文
学
で
あ
っ
た
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
行
商
本
『
オ

l
レ
リ
ア
ス
」

の
場
合
の
よ
う
な
主
人
公
の
徒
弟
と
英
雄
ガ
イ
の
二
重
写
し
は
、
物
語
の
主
人
公
と
そ
れ
を
読

む
読
者
と
し
て
の
徒
弟
と
の
あ
い
だ
の
隔
た
り
を
取
り
除
き
、
両
者
の
同
一
化
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
で
あ
る
徒
弟
の
側

の
白
己
確
認
と
自
己
発
見
を
促
が
す
効
果
を
持
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
一
明



フ
ラ
ン
ス
の
「
青
本
」
に
つ
い
て
の
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る

『
民
衆
本
の
世
界
』

の
な
か
で
、
著
者
の
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル

l
は
徒

弟
の
姿
を
描
い
た
「
青
本
」
に
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ル
ド
の
徒
弟
の
不
幸
と
悲
惨
」
、
「
薬
屋
、
パ
ン
屋
、
と
り
わ
け
靴
直
し
の
徒
弟
た
ち

(
制
)

の
悲
惨
に
つ
い
て
の
演
な
が
ら
の
嘆
き
」
が
語
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
「
青
本
」
に
描
か
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
徒

(
お
)

ス
パ
フ
ォ
ー
ド
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
行
商
本
の
な
か
の
徒
弟
た
ち
は
い
つ
も
恋
の
冒
険
に

弟
た
ち
に
比
較
す
る
と
、

明
け
暮
れ
て
楽
し
く
幸
せ
そ
う
で
あ
る
。
民
衆
文
化
は
多
様
性
に
富
ん
で
い
て
「
把
え
に
く
い
(
O
E
回守
O
)
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ピ
ー

タ
1
・パ

l
ク
が
早
く
か
ら
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た
文
化
が

あ
っ
て
、
例
え
ば
都
市
の
ギ
ル
ド
に
は
職
種
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
守
護
聖
人
と
各
自
の
職
業
に
固
有
の
儀
式
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
各

地
の
都
市
に
は

ロ
ン
ド
ン
も
含
め
て
、

コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
祭
の
日
に
ギ
ル
ド
単
位
で
上
演
す
る
職
人
劇
が
あ
り
、
ま
た
、

ロ
ン

ド
ン
に
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
長
就
任
披
露
行
列
の
日
に
上
演
さ
れ
る
芝
居
が
あ
っ
た
。
織
物
職
人
、
靴
職
人
、
仕
立
職
人
、
印
刷
職
人
、

な

n吋
dv

q'u 

ど
の
各
種
の
職
人
の
あ
い
だ
で
は
、
毎
日
の
労
働
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
に
至
る
ま
で
生
活
の
パ
タ
ー
ン
が
き
び
し
い
規
則
に
し
た
が
っ
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
服
装
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
固
有
の
も
の
が
あ
っ
て
、
大
工
は
皮
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
い
つ
も
物
差
し
を
持
つ

と
い
っ
た
具
合
で
あ
一
明

て
い
る
と
か
、
仕
立
職
人
は
新
し
い
流
行
の
服
を
着
て
上
着
に
は
い
つ
も
針
と
糸
を
つ
け
て
お
く
、

織
物
職
人
と
靴
職
人
は
他
の
職
種
の
職
人
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
文
化
を
持
つ
社
会
集
団
だ
っ
た
ら
し
く
、
識
字
率
の
点
で
も
七

O

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
い
う
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

マ
シ
ド
ル

l
の

『
民
衆
本
の
世
界
』
に
よ
れ
ば
、
「
青
本
」

の
な
か
に
描
か
れ
て

い
る
職
業
の
な
か
で
別
扱
い
を
受
け
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
靴
直
し
職
人
で
あ
り
、
靴
職
人
に
は
独
自
の
労
働
生
活
の
パ
タ
ー
ン

が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
特
別
な
社
会
的
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
新
し
い
徒
弟
が
来
る
と
靴
職
人
に
国
有
の
厳
格
で
複
雑
な
入
会

の
儀
式
が
行
な
わ
れ
、
職
人
の
観
迎
会
そ
の
他
の
会
合
の
し
か
た
や
言
葉
づ
か
い
に
至
る
ま
で
細
か
な
規
則
、
規
定
が
あ
り
、

ま
た
、
町

北
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十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

の
な
か
に
出
て
靴
直
し
の
仕
事
を
す
る
と
き
に
は
、
場
所
を
変
え
な
が
ら
あ
た
り
を
隈
な
く
監
視
し
、
人
び
と
の
家
庭
生
活
に
ま
で
も
監

視
の
眼
を
光
ら
せ
て
、
日
曜
日
の
ミ
サ
を
怠
る
者
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
密
告
す
る
役
固
ま
で
も
引
き
受
け
て
い
た
。
こ
の
点
で
靴
職
人
は
町

(
幻
)

の
人
び
と
に
嫌
わ
れ
た
厄
介
な
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
時
に
は
民
衆
の
暴
動
の
先
頭
に
立
つ
煽
動
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ピ

タ
1
・
パ

1
ク
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
初
期
に
は
靴
職
人
の
哲
学
者
が
多
く
、
ド
イ
ツ
で
は
ヤ
!
コ
ブ
・
ペ

l
メ
は
異
端
的
な

哲
学
思
想
を
持
っ
た
靴
職
人
で
あ
っ
た
し
、

そ
の
他
、
靴
職
人
で
政
治
運
動
の
指
導
者
と
な
っ
た
例
が
多
い
と
い
う
。
そ
う
言
え
ば
、
ィ

ギ
リ
ス
で
は
ク
ウ
ェ
イ
カ

l
派
の
創
始
者
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
靴
職
人
で
あ
り
、

政
治
思
想
を
持
つ
ラ
ン
タ

l
ズ
に
極
め
て
近
い
靴
職
人
の
哲
学
者
で
あ
っ
憾

と
こ
ろ
で
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
風
俗
画
家
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ガ

l
ス
の
作
品
に
『
勤
勉
と
怠
惰
』
と
い
う
題
の
一
二
枚
続

(ω) 

き
の
版
画
が
あ
る
。
徒
弟
の
読
者
を
想
定
し
て
徒
弟
を
主
人
公
に
し
た
物
語
の
行
商
本
が
あ
っ
た
の
と
お
な
じ
よ
う
に
、
ホ
ガ
1
ス
の
こ

の
版
画
も
徒
弟
の
世
界
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、

一
六
五

0
年
代
に
は
過
激
な
宗
教
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一
七
四
七
年
に
こ
の
一
二
枚
一
組
の
版
画
が
貰
り
出
さ
れ
た
と
き
に
は
値
段
が
一
二
シ

リ
ン
グ
で
あ
っ
た
か
ら
、
親
方
が
こ
れ
を
買
っ
て
、
徒
弟
に
見
せ
る
た
め
に
壁
な
ど
に
貼
っ
て
お
い
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
一
羽

『
勤
勉
と

怠
惰
』

の
物
語
の
筋
書
き
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
(
の
o
o
a
o
E
E
)
と
ト
ム
・
ア
イ
ド
ル
(
同
色
白
)
と
い
う
名
前
の
二

人
の
若
者
が
同
時
に
ス
ピ
ッ
タ
ル
フ
ィ

1
ル
ズ
(
ロ
ン
ド
ン
塔
の
北
側
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
教
区
の
一
地
区
)
の
絹
織
物
職
人
の

(
幻
)

徒
弟
に
な
る
が
、
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
よ
く
働
き
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
出
世
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
長
に
ま
で
な
る
が
、
怠
け
者
の
ト
ム
は

身
を
持
ち
く
ず
し
て
強
盗
殺
人
の
罪
を
犯
し
、
最
後
に
は
タ
イ
パ

1
ン
で
処
刑
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
図
(
司

z
g
ト『
) 

で
は
、
ト
ム
と
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
が
機
織
り
機
の
前
に
立
っ
て
い
る
が
、
こ
の
薄
暗
い
仕
事
場
は
ま

る
で
牢
獄
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
二
つ
の
機
織
り
機
を
囲
む
縦
長
の
わ
く
は
最
後
に
ト
ム
が
処
刑
さ
れ
る
と
き
の
絞
首
台
の
枠
組
と
よ
く

「
機
織
り
機
の
前
の
徒
弟
仲
間
」



似
て
い
て
、

は
じ
め
か
ら
ト
ム
の
最
期
を
暗
示
し
て
い
る
。
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
窓
か
ら
差
し
こ
む
わ
ず
か
な
光
の
な
か
で
真
面
目
に

働
い
て
い
る
が
、
ト
ム
は
腕
組
み
を
し
て
寄
り
か
か
り
、
居
眠
り
し
て
い
て
、
機
織
り
機
の
う
え
に
は
ピ

l
ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
(
そ
こ
に
は

a
ω
1
E
O
E
O
-骨
・
と
い
う
文
字
が
読
め
る
)
が
の
せ
で
あ
る
。
十
八
世
紀
初
頭
の
徒
弟
奉
公
は
ま
る
で
奴
隷
の
境
遇
に
等
し
く
、
課
せ
ら

そ
の
う
え
、
徒
弟
に
は
、

力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
働
い
て
も
、
将
来
そ
れ
だ
け
の
報
酬
が
得
ら
れ
る
と
い
う
望
み
は
ま
っ
た
く
な
い
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
ル
こ

れ
る
仕
事
の
量
は
徒
弟
の
体
力
の
限
界
を
は
る
か
に
超
え
て
い
て
、

し
か
も
単
調
で
骨
の
折
れ
る
も
の
で
あ
り
、

の
現
実
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ト
ム
は
酒
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
二
人
の
仕
事
ぷ
り
を
、

ま
る
で
牢
番
か
教
区
役
人

の
よ
う
に
、
戸
口
か
ら
覗
き
に
き
た
親
方
は
、
怠
け
て
い
る
ト
ム
の
姿
を
見
て
、
顔
を
し
か
め
て
い
る
。
そ
の
名
前
の
と
お
り
に
善
良
で
、

そ
れ
に
働
き
者
の
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
服
装
も
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
周
囲
も
整
頓
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
ム
の
頭
髪
は
ぼ
さ
ぼ
さ
で
、

身
の
ま
わ
り
は
乱
雑
に
取
り
散
ら
か
し
て
あ
る
。
ト
ム
が
怠
け
者
だ
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
、
二
人
の
徒
弟
に
対
す
る
親
方
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の
処
遇
の
し
か
た
が
、
「
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
」
と
「
ア
イ
ド
ル
」
と
い
う
こ
人
の
名
前
の
せ
い
で
、
不
公
平
な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

(
鉛
)
か
。
毅
方
に
気
に
入
ら
れ
な
い
、
怠
け
者
と
思
わ
れ
て
い
る
、
と
知
っ
た
ト
ム
は
若
者
に
あ
り
が
ち
の
反
抗
心
を
募
ら
せ
、
悪
へ
の
道
を

駆
け
お
り
て
行
く
。
第
三
図
(
盟
主
O
園
)
「
教
会
の
墓
地
で
賭
博
を
す
る
怠
け
者
の
徒
弟
」

で
は
、
ト
ム
は
日
曜
日
の
礼
拝
に
参
列
せ

ず
に
教
会
の
庭
の
墓
石
の
う
え
で
、
町
の
ご
ろ
つ
き
連
中
と
賭
博
に
打
ち
興
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
権
威
を
ふ
り
か
ざ
し
自
由
を
奪
い
取

ぐ
)
「
解
雇
さ
れ
て
水
夫
と
な
る
怠
け
者
の
徒
弟
」
で
は
、
ト
ム
は
親

(
%
)
 

方
か
ら
徒
弟
の
契
約
を
打
ち
切
ら
れ
、
水
夫
と
し
て
責
り
渡
さ
れ
て
行
く
。
親
方
は
ト
ム
の
た
め
に
支
払
っ
た
資
本
の
損
失
を
最
小
限
に

る
親
方
の
ど
う
に
も
我
慢
で
き
な
い
威
圧
的
な
態
度
に
対
す
る
若
い
徒
弟
の
反
抗
心
の
な
せ
る
業
な
の
で
あ
り
、

に
対
す
る
補
償
行
為
な
の
で
あ
一
明
そ
し
て
、
第
五
図
(
盟
号

日
ご
ろ
の
過
酷
な
労
働

食
い
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
自
ら
は
労
働
す
る
こ
と
な
し
に
、
投
資
し
た
も
の
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
利
潤
を
追
い
求

北
大
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め
る
だ
け
の
企
業
主
と
し
て
の
親
方
と
、

そ
う
し
た
処
遇
を
受
け
た
た
め
に
心
が
ね
じ
曲
り
、

い
っ
そ
う
凶
悪
な
人
間
へ
と
変
貌
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
ト
ム
の
姿
と
が
、
裏
表
と
な
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

労
働
を
し
な
い
で
監
督
し
命
令
す
る
だ
け
の
親
方
に
対
す
る
職
人
や
徒
弟
た
ち
の
反
抗
の
し
か
た
は
、
ロ
パ

l
ト
・
ダ
l
ン
ト
ン
が
分

(
M刊
)

析
し
解
釈
を
加
え
て
い
る
一
七
三

0
年
代
後
半
の
パ
リ
の
印
刷
工
場
で
の
出
来
事
に
鮮
や
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
も
怒
鳴
り
つ
け
ら

れ
、
ろ
く
な
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
に
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
労
働
者
た
ち
は
、
親
方
に
対
し
て
直
接
的
な
反
抗
を
試
み
る
の
で

は
な
く
、
親
方
の
細
君
が
な
に
よ
り
も
大
事
に
し
可
愛
が
っ
て
い
る
猫
を
虐
殺
す
る
こ
と
で
彼
女
を
象
徴
的
に
犯
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で

親
方
に
こ
の
う
え
な
い
侮
辱
を
加
え
る
、
と
い
う
象
徴
的
な
仕
返
し
の
し
か
た
を
し
た
の
で
あ
る
。
職
人
や
徒
弟
な
ど
の
労
働
者
が
立
身

出
世
し
て
、
自
ら
も
親
方
に
な
る
た
め
に
は
、
親
方
の
未
亡
人
、
あ
る
い
は
、
親
方
の
娘
と
結
婚
す
る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
こ
ろ
の

こ
と
な
の
で
あ
一
物
十
八
世
紀
初
頭
の
徒
弟
は
親
方
の
絶
対
的
な
支
配
の
も
と
に
隷
属
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
親
方
は
ト
ム
・
ア

イ
ド
ル
の
よ
う
な
不
届
き
な
徒
弟
を
見
つ
け
て
反
抗
の
気
配
を
嘆
ぎ
つ
け
る
と
、
た
だ
ち
に
解
雇
し
、
放
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
親
方
に
対
す
る
徒
弟
た
ち
労
働
者
の
抗
議
と
反
抗
は
、
パ
リ
の
印
刷
工
場
の
場
合
の
よ
う
に
、
親
方
の
細
君
の
愛
猫
を
虐
殺
し
て
模
擬

裁
判
に
か
け
、
嫌
が
ら
せ
の
儀
式
(
各
国
江
4
包
)
や
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

(
g
z
m
F
B
5
F
関
白

R
O
R
E即
位
向
)
な
ど
の
間
接
的
で
象
徴
的
な

行
動
に
よ
っ
て
そ
の
意
図
を
示
す
ほ
か
な
か
っ
た
。
徒
弟
た
ち
は
、
下
位
文
化
集
団
と
し
て
の
自
分
た
ち
の
職
業
文
化
に
従
っ
て
、
独
自

セ
ッ
ク
ス
と
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
騒
ぎ
と
い
う
儀
式
的
な
身
振
と
行
動
を
通
し
て
、
親
方
に
対
す
る
反
抗

の
象
徴
的
な
意
味
を
こ
め
た
、

と
攻
撃
の
意
図
を
表
明
す
硲
い

回
)
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
義
務
を
果
す

働
き
者
の
徒
弟
」
で
は
、
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
親
方
の
娘
と
連
れ
だ
っ
て
教
会
の
ミ
サ
に
参
列
し
て
い
る
。
第
二
図
に
描
か
れ
て
い
る

『
勤
勉
と
怠
惰
』

の
も
う
ひ
と
り
の
徒
弟
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
に
戻
る
と
、
第
二
図
(
虫
色
。
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教
会
の
内
部
の
よ
う
す
か
ら
こ
の
教
会
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
区
の
聖
マ

l
テ
ィ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ィ

l
ル
ズ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、

そ
れ
で
は
な
ぜ
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
親
方
と
い
っ
し
ょ
に
自
分
た
ち
の
教
区
の
教
会
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ

に
行
か
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
区
の
教
会
ま
で
出
向
い
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
グ
ツ

ド
チ
ャ
イ
ル
ド
が
親
方
の
娘
と
同
行
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
要
す
る
に
、
親
方
の
娘
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の

意
図
と
そ
の
た
め
の
策
略
を
教
会
の
礼
拝
へ
の
出
席
と
い
う
こ
と
で
カ
今
ラ

l
ジ
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
持
ぃ
グ
ッ
ド
チ
ヤ
イ
ル

ド
の
こ
の
策
略
は
見
事
に
効
を
奏
し
て
い
る
ら
し
く
、
第
四
図
(
盟
主
。
坦
)
「
親
方
の
愛
顧
と
信
頼
を
得
た
働
き
者
の
徒
弟
」
で
は
グ
ッ

ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
会
計
係
り
に
昇
進
し
て
、
肉
体
労
働
に
は
従
事
し
な
い
身
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
六
図
(
句

E
O
詔
)
「
年

か
な
め

季
が
明
け
て
親
方
の
娘
と
結
婚
し
た
働
き
者
の
徒
弟
」
は
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の
出
世
物
語
の
真
ん
中
の
要
で
あ
り
、
新
婚
の
二
人
の

て
次
弟
に
財
力
を
蓄
え
て
、
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
は
ロ
ン
ド
ン
市
の
執
政
長
官
、
参
事
会
員
、

昇
り
つ
め
る
の
だ
が
、
第
八
図

(
E
R
O
冨
)
「
資
産
家
と
な
っ
て
、

そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
長
、
と
高
位
高
官
に

qo 
qo 

住
居
の
外
壁
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板
か
ら
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
が
絹
織
物
業
者
の
親
方
の
共
同
経
営
者
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

ロ
ン
ド
ン
の
執
政
長
官
に
就
任
し
た
働
き
者
の
徒
弟
」

で
は
、

見
し
て
奇
妙
に
思
え
る
の
だ
が
、
長
官
へ
の
就
任
を
祝
う
ロ
ン
ド
ン
市
庁
で
の
宴
の
場
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の
姿

(m) 

そ
の
顔
の
表
情
も
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

は
、
画
面
の
ず
っ
と
奥
に
遠
景
と
し
て
、

の
遠
景
K
退
い
て
し
ま
っ
た
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の
姿
と
は
対
照
的
に
、
前
景
に
大
写
し
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

お
お
き
な
肉
料
理
の

塊
を
皿
に
の
せ
て
貧
り
食
い
、
酒
盃
を
傾
け
る
大
食
漢
た
ち
の
姿
で
あ
り
、

そ
し
て
、
こ
の
前
景
の
ほ
と
ん
ど
真
ん
中
に
は
帽
子
|
|

執
政
長
官
の
帽
子
と
も
思
え
る
も
の
ー
ー
ー
が
置
い
て
あ
る
空
席
が
ひ
と
つ
見
え
る
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
市
庁
の
宴
席
で
牛
飲
馬
食
す

る
人
び
と
の
姿
は
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
の
よ
う
な
祝
祭
の
日
の
民
衆
の
姿
を
想
い
浮
か
ば
せ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
空
席
は
、
こ
こ
に
坐
る
筈
の

北
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ひ
と
り
が
一
般
の
民
衆
や
労
働
者
た
ち
か
ら
、
顔
か
た
ち
す
ら
見
分
け
難
い
ほ
ど
に
、
遠
く
に
ま
で
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
こ
の
版
画

を
見
る
だ
れ
か
民
衆
に
は
思
い
つ
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
な
じ
こ
と
が
、
『
勤
勉
と
怠
惰
』
の
最
後
の
第
十
二
図
(
同
M
g
g
阿
国
)
「
ロ

ン
ド
ン
市
長
と
な
っ
た
働
き
者
の
徒
弟
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
前
景
に
お
お
き
く
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ロ

ン
ド
ン
市
長
就
任
披
露
行
列
の
日
の
、

ま
る
で
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
の
日
か
暴
動
の
と
き
の
よ
う
に
、
路
上
で
浮
か
れ
騒
ぎ
、
押
し
あ
い
、
銃

を
発
射
し
、

そ
し
て
重
な
り
あ
っ
て
倒
れ
る
群
衆
と
、

そ
れ
を
バ
ル
コ
ニ
ー
や
建
物
の
窓
か
ら
見
物
す
る
市
民
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
こ
の

カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
雰
囲
気
は
第
十
一
図
(
盟
副

g
出
)
「
タ
イ
パ
!
ン
で
処
刑
さ
れ
る
怠
け
者
の
徒
弟
」
の
主
旋
律
と
な
っ
て
い
て
、

見
せ
し
め
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
筈
の
ト
ム
の
処
刑
は
見
物
に
集
ま
っ
た
民
衆
に
は
な
ん
の
効
き
目
も
な
く
、
反
っ
て
こ
こ
に
は
悪
ふ
ざ

は
描
き
込
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
パ

i
ン
で
行
な
わ
れ
た
犯
罪
人
の
処
刑
の
日
は
、
十
七
・
十
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
、

日
常
の
労
働

- 34一

け
、
物
買
り
の
叫
び
声
、
酔
っ
払
い
、
殴
り
あ
い
、
取
っ
組
み
あ
い
の
喧
嘩
、
ば
か
騒
ぎ
、
す
り
、
泥
棒
な
ど
、
悪
徳
の
限
り
が
こ
こ
に

が
休
み
と
な
る
祝
祭
の
目
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
処
刑
さ
れ
る
犯
罪
人
は
、
男
性
な
ら
派
手
な
服
装
で
、
女
性
な
ら
結
婚
式
に
出
か
け
る
花

(m) 

嫁
の
よ
う
に
、
白
い
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
、
絞
首
台
ま
で
運
ば
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
タ
イ
パ

l
ン
の
祝
祭
」
(
斗
ユ
ロ

E
E
R
)

の
儀
式
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
祝
祭
の
日
に
は
日
常
の
労
働
の
日
の
秩
序
を
一
時
的
に
逆
転
さ
せ
て
、
無
秩
序
の
状
態
、
い
わ
ゆ
る
「
さ

(
即
)

か
さ
ま
の
世
界
」
(
豆

0
5
E
Z
E
a
号
庄
内
品
。

5.)
を
作
り
だ
し
、
乱
痴
気
騒
ぎ
が
許
さ
れ
て
い
た
。
『
勤
勉
と
怠
惰
」
の
第
十
一

図
と
第
十
二
図
に
描
か
れ
た
「
タ
イ
パ

i
ン
の
祝
祭
」
と
「
ロ
ン
ド
ン
市
長
就
任
披
露
行
列
」

(
H。
昆
冨
唱
。
円
ぶ

ω宮
気
)
は
と
も
に
十

(
問
)

八
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
ふ
う
の
祭
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
!
タ
l
・パ

l
ク
が
十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
い
く
つ
か
の
カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
ふ
う
の
祭
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の

シ
ュ
ロ

1
7テ
ユ

leス
デ

ィ

・

f

(

叩必

に
、
告
解
火
曜
日
の
ロ
ン
ド
ン
の
徒
弟
た
ち
に
よ
る
暴
動
カ
あ
る
カ
l
ニ
ヴ
ァ
ル
の
祭
り
の
日
の
「
さ
か
さ
ま
の
世
界
」
は
、
エ
リ
ー



ト
階
層
と
か
徒
弟
な
ど
の
労
働
者
を
抱
え
て
い
る
親
方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
日
常
の
秩
序
を
逆
転
さ
せ
た
破
壊
的
で
革
命
的
な
性
格
を
帯

び
た
も
の
と
映
っ
た
で
あ
ろ
一
羽
十
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
の
徒
弟
た
ち
に
よ
る
暴
動
で
は
、
多
数
の
徒
弟
の
集
団
の
な
か
で
最
も
過
激
だ
っ

た
の
は
織
物
職
人
の
徒
弟
た
ち
で
あ
り
、
と
く
に
ス
ピ
ッ
タ
ル
フ
ィ

l
ル
ズ
の
織
物
職
人
の
徒
弟
の
集
団
が
最
も
暴
力
的
で
あ
っ
た
ら
し

『
阻
凹

d

川
ι

す
で
に
一
六
七
五
年
に
は
、
ス
ピ
ッ
タ
ル
フ
ィ

l
ル
ズ
の
す
ぐ
隣
り
の
教
区
で
起
っ
た
徒
弟
た
ち
の
暴
動
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸

(
即
)

入
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
三
五
台
の
織
機
が
暴
徒
た
ち
の
手
で
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
が
、
ス
ピ
ッ
タ
ル
フ
ィ

l
ル
ズ
で

は
一
七
一
九
年
か
ら
一
七
七
三
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
織
物
職
人
の
徒
弟
た
ち
に
よ
る
暴
動
が
頻
発
し
て
常
習
化
し
、
類
例
が
な
い
ほ
ど
の

『
川
田

J

大
規
模
な
織
機
と
家
屋
の
破
壊
が
行
な
わ
れ
市
ι

こ
の
事
態
を
憂
慮
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
、
資
産
家
、
親
方
た
ち
は
、
徒
弟
の
集
団
に

よ
る
暴
動
を
抑
止
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
種
々
の
「
徒
弟
の
た
め
の
便
覧
」
(
長
宅
同

gag-由
C
E常
叱
)
を
作
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
し
か
た
で
徒
弟
た
ち
労
働
者
の
教
育
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
商
買
女
と
の
交
情
か
ら
生
じ
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な
危

険
に
用
心
す
る
よ
う
に
と
教
え
て
い
る
徒
弟
便
覧
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
ロ
の
劇
『
ロ
ン
ド
ン
商
人
」

年
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に
初
め
て
上
演
さ
れ
た
も
の
で
、
徒
弟
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ

l
ン
ウ
エ
ル
と
い
う
名
の
若
者
が
娼
婦
に
誘
惑
さ
れ
て
親
方
の
お
金
を
盗
み
、

そ
し
て
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
た
め
に
絞
首
台
で
処
刑
さ
れ
る
、
と
い
う
内
容
の
も
の
|
|
』
が
ス
ピ
ッ
タ
ル
フ
ィ

l
ル
ズ
の
徒
弟
の
若
者

た
ち
に
対
す
る
教
育
宣
伝
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
も
相
倹
っ
て
、
徒
弟
に
よ
る
暴
動
が
頻
発
す
る
十
八
世
紀
前
半
の
ロ
ン
ド
ン
の

(
則
)

不
穏
な
雰
囲
気
が
想
像
で
き
る
。
頻
発
す
る
徒
弟
の
暴
動
に
手
を
や
く
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
や
親
方
た
ち
の
焦
慮
が
リ
ロ
の
『
ロ
ン
ド
ン
商

人
」
と
ホ
ガ

l
ス
の
『
勤
勉
と
怠
惰
』
に
等
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
勤
勉
と
怠
惰
」
の
第
一
図
で
は
、
仕
事
に
励
む
グ
ツ

ド
チ
ヤ
イ
ル
ド
の
背
後
の
壁
に
は
『
ロ
ン
ド
ン
市
長
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
ト
ン
」
(
織
物
商
人
の
徒
弟
か
ら
身
を
立
て
て
、
三
度
も
ロ
ン
ド
ン

市
長
に
な
っ
た
伝
説
的
な
人
物
、
リ
チ
ャ

l
ド
・
ウ
イ
ツ
テ
ィ
ン
ト
ン
の
物
語
で
、
十
八
世
紀
に
は
そ
の
行
商
本
が
出
て
い
時
十
『
ロ
ン

北
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ド
ン
の
徒
弟
」
(
こ
れ
は
前
述
の
行
商
本
、
『
ロ
ン
ド
ン
の
雄
々
し
き
徒
弟
、
オ
l
レ
リ
ア
ス
』
と
同
一
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ

の
木
版
画
か
ら
わ
か
る
)
、
な
ど
の
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
足
も
と
の
床
に
は
「
徒
弟
便
覧
」
が
ペ

l

ジ
を
聞
い
て
置
い
て
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の
周
囲
と
は
対
照
的
に
、
ト
ム
の
機
織
り
機
の
柱
に
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・

デ
フ
ォ

l
の
小
説
の
女
主
人
公
で
、
す
り
、
泥
棒
、

そ
の
他
の
破
廉
恥
行
為
な
ど
、
悪
徳
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た
モ
ル
・
フ
ラ
ン
ダ

l
ズ

の
ブ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
パ
ラ
ッ
ド
が
と
め
で
あ
り
、
床
に
放
り
出
し
て
あ
る

『
徒
弟
便
覧
』

は
き
た
な
く
汚
れ
て
い
て
、
ペ
ー
ジ
が
ち
ぎ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
と
ト
ム
を
鮮
か
に
対
照
さ
せ
て
描
い
た
第
一
図
に
は
じ
ま
る

『
勤
勉
と
怠
惰
』

の

全
体
を
、
徒
弟
の
暴
動
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
商
人
や
親
方
た
ち
の
企
て
に
加
担
し
た
ホ
ガ

l
ス
が
、
立
身
出
世
す
る
働
き
者
と
犯
罪
に

走
っ
て
処
刑
さ
れ
る
怠
け
者
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
勧
善
懲
悪
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
単
純
に
割
り
切
っ
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ

- 36 -

は
極
め
て
浅
薄
で
皮
相
的
な
解
釈
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
位
高
官
に
登
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
の
姿
が
遠
景
に
退

い
て
小
さ
く
描
か
れ
る
第
八
図
と
第
十
二
図
に
は
、
成
功
し
て
社
会
的
に
上
位
の
階
層
へ
と
登
っ
て
行
く
こ
と
に
対
し
て
投
げ
か
け
ら
れ

(
回
)

た
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
し
、
遠
景
に
退
い
た
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
に
取
っ
て
代
っ
て
前
景
に
は
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
世
界
と
そ
こ
に
現

わ
れ
る
民
衆
の
価
値
観
、
あ
る
い
は
民
衆
の
文
化
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
、
が
お
お
き
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ピ

l
タ
l
・パ

1

(
旧
)

ク
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
と
い
う
儀
式
は
多
義
的
な
も
の
(
宮
守
m
O
B
O
E
)
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
の
受
け
取
り
手
が

異
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
、

さ
ら
に
言
え
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
意
味
を
与
え
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
『
勤
勉
と
怠
惰
」

の
第
十
一
図
と
第
十
二
図
で
ホ
ガ

l
ス
が
前
景
に
お
お
き
く
描
き
出
し
た
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
祝
祭

の
日
の
民
衆
の
姿
は
、
下
位
の
階
層
の
人
び
と
の
生
活
の
自
由
を
抑
圧
し
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
上
位
の
階
層
の
人
び
と
の
権
威
と
圧
力
か

ら
の
一
時
的
な
逃
避
、
ま
た
は
、

そ
れ
に
対
す
る
反
抗
の
象
徴
的
な
行
為
、
を
表
わ
し
て
い
る
。
ホ
ガ

l
ス
は
、
彼
自
身
も
7

か
つ
て
は
所



(
山
)

属
し
て
い
た
徒
弟
と
い
う
下
位
文
化
集
団
の
〈
言
玄
宮
崎
〉
を
、
文
字
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
画
像
(
乱
回

E
-
S恒
常
田
)
に
よ
っ
て
表
現

(
郎
)

し
た
の
で
あ
る
。

民
衆
文
化
は
驚
く
ほ
ど
弾
力
的
で
、
抑
圧
さ
れ
禁
止
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
立
ち
直
っ
て
復
活
す
る
力
を
持
っ
て
い
て
、

-m) 

続
け
る
か
、
十
八
世
紀
の
末
ま
で
に
は
お
お
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
生
き

一五

O
O年
に
は
民
衆
文
化
は
す
べ
て
の
階
層
の
人
び
と
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
ピ

l
タ
1
・パ

l
ク
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
、
「
一
八

O
O年
ま
で
に
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

マ
ー
チ
ャ
ン
ト

た
い
て
い
の
地
域
で
、
聖
職
者
、
貴
族
、
大
商
人
、
専
門
職
の
人
び
と
|
|
そ
し
て
そ
の
妻
た
ち
も
|
|
が
民
衆
文
化
を
棄
て
て
下

層
の
人
び
と
に
譲
り
渡
し
、
彼
ら
と
下
層
の
人
び
と
が
、
世
界
観
の
お
お
き
な
相
違
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
分
離
し
て
し
ま
っ

(
町
)

た
。
」
こ
の
現
象
を
民
衆
文
化
か
ら
の
「
上
層
階
級
の
撤
退
」
(
円
宮
呈
岳
色

g
d
E
。ご
v
o
-
-
3
R
n目
白
白
閉
め
悶
)
と
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
は

一
郎
)

呼
ん
で
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
ホ
ガ

l
ス
の
描
い
た
『
勤
勉
と
怠
惰
』
の
第
八
図
と
第
十
二
図
で
、
グ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ル
ド
が
上
位
の
階

層
へ
登
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
前
景
か
ら
遠
景
へ
と
後
退
し
て
行
く
|
|
身
を
引
い
て
行
く
(
塁
審
担
当
)
|
|
の
と
一
致
符
合
し
て

い
て
興
味
深
い
。

上
層
階
級
の
人
び
と
の
民
衆
文
化
か
ら
の
撤
退
と
い
う
こ
と
は
行
商
本
な
ど
の
廉
価
印
刷
本
に
関
し
て
も
同
様
に
起
っ
た
現
象
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
「
青
本
」
の
読
者
層
が
十
八
世
紀
に
な
っ
て
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
は
、
昔
か
ら
口
調
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
文
字
に
書
き
写
し
た
「
青
本
」
が
「
ま
ず
貴
族
階
級
に
よ
っ
て
、

つ
ぎ
に
中
位
の
階
層
の
人
び
と
に

北
大
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よ
っ
て
、
し
だ
い
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
子
ど
も
と
地
方
に
住
む
人
び
と
に
譲
り
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
つ
ぎ
に
、
新
聞
が
青
本
に
代
っ

て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
ん
ど
は
地
方
に
住
む
人
び
と
が
青
本
を
棄
て
て
、
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
が
青
本
の
最
後
の
読
者
と

(
凹
)

な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
こ
こ
で
ア
リ
エ
ス
の
文
章
の
な
か
の
「
中
位
の
階
層
の
人
び
と
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、
こ

れ
は

d
S認
さ
号
、
¥
S司
君
建
時
間
。
的
民
間
、
の
こ
と
で
あ
り
、
ピ

l
タ
1
・
パ

l
ク
か
ら
の
先
程
の
引
用
の
「
聖
職
者
、
:
・
大
商
人
、
専
門
職
の

人
び
と
」
と
ほ
ぼ
お
な
じ
階
層
の
人
び
と
を
指
し
、
ま
た
、
ロ
パ

l
ト
・
ダ

l
ン
ト
ン
が
述
べ
て
い
る
パ
リ
の
印
制
工
場
の
、
徒
弟
と
お

な
じ
く
は
労
働
を
し
な
い
、
親
方
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
種
の
階
層
の
人
び
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
グ
レ
ゴ
リ
l
・
キ
ン
グ
の
社

会
構
成
表
|
|
一
六
九

O
年
前
後
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
|
|
に
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
て
、

一
般
に
「
中
位
の
階
層
の
人

び
と
」

(
J
F
O
B
-仏
色

5
m
g同
ぺ
)
と
言
わ
れ
、

そ
れ
は
役
職
に
あ
る
人
、
商
人
、
法
律
家
、
牧
師
、
専
門
職
の
人
び
と
な
ど
で
あ
る
。
こ

- 38ー

う
し
た
「
中
位
の
階
層
の
人
び
と
」
が
読
み
書
き
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
知
的
視
野
を
広
げ
、
上
位
の
階
層
の
人
び
と
の
価
値
観
に

近
づ
い
て
上
層
へ
と
階
級
移
動
し
て
行
く

3

と
こ
ろ
で
、
十
七
世
紀
の
後
半
に
廉
価
印
刷
本
の
出
版
印
刷
業
者
が
と
く
に
文
字
の
読
め
る
子
ど
も
だ
け
を
読
者
に
想
定
し
て
行
商
本

を
作
っ
た
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
概
し
て
行
商
本
は
大
人
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
お
な
じ
も
の
を
子
ど
も
も
読
み
、
あ
る
い
は
読

字
能
力
の
あ
る
人
が
声
を
出
し
て
読
む
の
を
聞
い
た
の
で
あ
っ
た
。
幼
少
の
頃
に
行
商
本
な
ど
の
廉
価
印
刷
本
に
読
み
耽
り
、
後
年
そ
の

記
憶
を
書
き
記
し
て
い
る
人
も
多
く
、
十
七
世
紀
で
は
ジ
ョ
ン
・
パ
ニ
ヤ
ン
と
リ
チ
ャ

l
ド
・
パ
ク
ス
タ
l
、
十
八
世
紀
で
は
ジ
ョ
ン
ソ

ン
博
士
と
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ボ
ズ
ウ
エ
ル
な
ど
の
場
合
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
『
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
伝
』

の
作
者

ボ
ズ
ウ
エ
ル
は

一
七
六
三
年
七
月
一

O
日
の
日
記
に
、

ロ
ン
ド
ン
の
聖
メ
ア
リ
!
・
ル
・
、
ボ
ウ
教
会
の
そ
ば
の
ダ
イ
シ

l
書
屈
で
子
ど

も
の
頃
に
愛
読
し
た
『
ジ
ヤ
ツ
ク
と
巨
人
た
ち
』

や
『
ゴ

l
タ
ム
の
七
賢
人
』

な
ど
の
お
話
の
本
を
見
つ
け
て
欣
喜
雀
躍
、

な
つ
か
し
さ



(
阻
)

の
あ
ま
り
い
ち
ど
に
二
四
冊
の
物
語
本
を
買
っ
た
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
十
八
世
紀
の
後
半
に
は
す
で
に
行
商
本
が
地
方

に
住
む
大
人
た
ち
の
手
か
ら
も
離
れ
て
い
た
こ
と
を
ボ
ズ
ウ
エ
ル
の
こ
の
日
記
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
パ
ニ
ヤ
ン
や
パ
ク

ス
タ

l
の
場
合
は
依
然
と
し
て
大
人
が
行
商
本
の
読
者
で
あ
っ
た
時
代
を
物
語
っ
て
い
る
。

農
業
と
鋳
掛
け
職
人
の
仕
事
で
か
ろ
う
じ
て
糊
口
を
し
の
い
で
い
た
貧
し
い
両
親
に
育
て
ら
れ
た
が
、
幸
運
に
も
学
校
で
読
み
書
き
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
パ
ニ
ヤ
ン
は
若
い
こ
ろ
に
、
聖
書
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
パ
ラ
ッ
ド
、
騎
士
の
冒
険
物
語
、
寓
話
な
ど

の
行
商
本
を
耽
読
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
、

い
ま
の
人
び
と
も
お
な
じ
罪
を
犯
し
て
い
る
、
と
付
け
加
え
て
い
る
。
読
み
書
き
能
力
を
身

に
つ
け
た
こ
と
が
パ
ニ
ヤ
ン
を
信
仰
の
人
に
し
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
の
だ
が
、
後
年
の
パ
ニ
ヤ
ン
は
行
商
本
に
読
み
耽
る
こ
と

-

可

白

(mい

は
罪
を
犯
す
こ
と
に
は
ほ
か
な
ら
な
し
と
考
え
て
し
た
の
で
あ
る
お
な
じ
よ
う
に
、
十
七
世
紀
の
代
表
的
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
牧
師
で

あ
る
パ
ク
ス
タ
ー
も
、
少
年
時
代
に
、
パ
ラ
ッ
ド
な
ど
を
買
り
歩
く
行
商
人
か
ら
戸
口
で
買
っ
た
騎
士
物
語
や
寓
話
や
古
い
お
話
な
ど
に
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夢
中
に
な
っ
て
、
無
益
な
時
間
を
過
す
と
い
う
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
に
貧
し
い
人
で
も
文
字
を
読
む
こ
と
を

、
‘

(mル
〉

習
い
覚
え
て
自
力
で
聖
書
を
読
む
こ
と
の
必
要
性
を
つ
ね
に
強
調
し
て
し
た
の
で
あ
る
と
に
カ
く
、
近
代
初
期
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
人
び
と
は
信
仰
の
基
礎
は
神
の
言
葉

(
S
0
4『

O
E白
)
を
自
ら
の
力
で
読
む
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
か
ら
、
識
字
能
力
の
教
育

(
以
)

そ
の
結
果
、
民
衆
の
識
字
率
が
上
昇
し
た
の
だ
が
、
同
時
に
廉
価
印
刷
本
の
隆
盛
を
招
来
し
、

と
読
書
の
重
要
性
を
な
に
よ
り
も
強
調
し
、

パ
ニ
ヤ
ン
も
パ
ク
ス
タ
ー
も
子
ど
も
時
代
に
そ
の
と
り
こ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
ニ
ヤ
ン
の

『
天
路
歴
程
」

は
、
一
一
般
に
言
わ
れ
る
よ

う
に
一
六
一
一
年
の

『
欽
定
英
訳
聖
書
』

の
圧
倒
的
な
影
響
の
も
と
で
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
小
説
の
生
気
躍
動
す
る
部
分
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
行
商
本
に
描
か
れ
た
巨
人
や
龍
や
ラ
イ
オ
ン
や
戦
い
の
場
面
と
重
な
り
あ
い
、

(
防
)

く
把
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
行
商
本
を
知
る
読
者
を
強

北
大
文
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部
紀
要
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行
商
本
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
大
人
の
読
者
を
対
象
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て

そ
こ
に
は
性
的
な
話
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
わ
け
で
、
子
ど
も
の
読
物
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
と
は
言
い
難
い
。

今
日
で
も
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
で
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ミ
ッ
ク
の
類
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
仰
の
人
と
な
っ
た
パ
ニ
ヤ
ン
は
民
衆

の
あ
い
だ
で
広
く
読
ま
れ
て
い
る
そ
う
し
た
側
面
を
持
つ
行
商
本
の
流
す
害
毒
を
取
り
除
き
、

そ
の
悪
影
響
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
思

い
立
ち
、
子
ど
も
の
た
め
の
も
っ
と
教
訓
的
な
読
物
を
作
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
ニ
ヤ
ン
は
一
六
八
六
年
に
『
少
年
少

女
の
た
め
の
本
』

(
h
N
w
b
急
¥
ミ
N
w
b
y
r
s
h
刊の
t
T
h
同
・
一
七
二
四
年
の
第
九
版
か
ら
は
bH.父
君
同
刊
さ
守
ぎ
ま
と
改
題
さ
れ
て
、
半
数
以
上
の
詩

に
木
版
画
の
挿
絵
が
つ
け
ら
れ
、
十
九
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
て
い
る
)
と
い
う
題
名
の
、
長
短
と
り
ま
ぜ
て
、
全
部
で
七
四

『

叩

叫

J

篇
の
詩
の
本
を
出
版
し
た
。
ど
の
詩
に
も
小
鳥
や
花
な
ど
の
自
然
の
姿
を
観
察
す
る
子
ど
も
の
純
情
で
素
朴
な
眼
に
で
き
る
だ
け
近
づ
こ

そ
れ
と
同
時
に
、
大
人
の
道
徳
と
い
う
枠
組
を
子
ど
も
た
ち
に
無
理

う
と
す
る
作
者
の
想
像
力
が
認
め
ら
れ
て
魅
力
的
な
の
で
あ
る
が
、

(m) 

に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
側
面
も
目
立
っ
て
い
る
。
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一
例
を
あ
げ
る
と
、
「
戴
の
小
鳥
と
子
ど
も
の
こ
と
」

(
dご
宮
n
E
E
呈
吾
任
命

∞E
Z同
任
命
切
E
R
)
と
い
う
詩
で
は
、
こ
の
詩
の
話
し
手
で
あ
る
子
ど
も
が
小
鳥
を
捕
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
小

と
い
う
内
容
の
こ
と
が
四

O
行
で
歌
わ
れ
、
そ
の
あ
と
に
「
警
え
」
(
円
。
§
』
富
司
令
室
)
と

鳥
が
思
う
よ
う
に
つ
か
ま
っ
て
く
れ
な
い
、

い
う
見
出
し
で
一
六
行
の
詩
句
が
続
く
。
『
少
年
少
女
の
た
め
の
本
』

の
な
か
の
詩
は
す
べ
て
こ
う
し
た
構
成
の
し
か
た
に
な
っ
て
い
て
、

こ
の
後
半
の
部
分
は
前
半
の
部
分
が
述
べ
て
い
る
こ
と
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
比
聡
的
な
意
昧
を
説
明
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
薮

の
小
鳥
と
子
ど
も
の
こ
と
」

で
は
、
前
半
の
部
分
で
歌
わ
れ
て
い
る
小
鳥
は
キ
リ
ス
ト
の
教
え
や
願
い
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な
い
邪
な

心
の
不
信
心
者
の
こ
と
な
の
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
素
直
な
眼
で
小
鳥
を
見
つ
め
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
強
く
感
じ
な
が
ら
読
み
進
ん

で
行
く
と
、
終
り
に
な
っ
て
大
人
の
世
界
の
理
屈
が
待
ち
か
ま
え
て
い
て
、

そ
れ
を
無
理
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で



あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ひ
と
り
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
手
に
よ
っ
て
、
楽
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
っ
て
同
時
に
信
仰
の
心
を
強
め
さ
せ
よ
一
う

と
意
図
し
て
、
子
ど
も
の
読
者
を
め
ざ
し
た
〈
子
ど
も
の
た
め
の
本
〉
が
は
じ
め
て
十
七
世
紀
の
末
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す

(
邸
)

べ
き
出
来
事
な
の
で
あ
る
。

地
獄
に
お
ち
る
魂
の
救
済
と
い
う
宗
教
的
な
契
機
か
ら
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
子
ど
も
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
〈
子
ど
も
の
た
め
の
本
〉

マ
ン
タ
リ
テ

が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
の
背
後
に
は
、
大
人
と
は
異
っ
た
心
性
、
あ
る
い
は
文
化
、
を
持
っ
た
独
自
の
存
在
と
し
て
の
子
ど
も
、
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
き
て
い
た
筈
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
〈
子
ど
も
〉

の
発
見
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
今
日
の
人
び
と
が
抱
い
て

い
る
よ
う
な
子
ど
も
、
あ
る
い
は
、
子
供
期
と
い
う
観
念
の
発
生
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
な
い
、

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
の

『
〈
子
供
〉

の
誕
生
」

で
あ
っ
た
。
ア
リ
エ
ス
の
主

張
に
よ
れ
ば
、
近
代
初
期
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
子
ど
も
は
単
に
背
丈
の
小
さ
い
大
人
と
考
え
事
り
れ
て
い
て
、
子
ど
も
が
大
人
と
は
異

(m) 

質
の
独
自
の
世
界
を
持
つ
存
在
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
七
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
。
近
代
初
期
以
前
の
さ
ま
ざ
ま

- 41ー

な
絵
画
や
本
の
挿
絵
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
子
ど
も
の
姿
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
人
よ
り
も
背
丈
が
小
さ
い
だ
け
で
、
顔
の
表
情
も
服
装

遊
び
を
共
有
し
、

も
大
入
と
す
こ
し
も
変
り
が
な
い
し
、
ま
た
、
十
七
世
紀
の
は
じ
め
頃
ま
で
は
大
人
の
遊
び
と
子
ど
も
の
遊
び
の
区
別
が
な
く
、
お
な
じ

(
即
)

ク
リ
ス
マ
ス
や
五
月
祭
な
ど
の
季
節
の
祝
祭
に
は
子
ど
も
も
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
い
た
。
ア
リ
エ
ス
の
こ
う

し
た
指
摘
を
ピ

l
テ
ル
・
ブ
リ
ュ

l
ゲ
ル
が
描
い
た
有
名
な

『
子
供
の
遊
び
」
と
い
う
題
の
絵
に
即
し
て
言
え
ば
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
跳

び
は
ね
て
い
る
子
ど
も
た
ち
二
四
六
人
(
男
の
子
が
一
六
八
人
、
女
の
子
が
七
八
人
)
が
九
一
種
類
の
遊
び
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

絵
の
ほ
ぼ
中
央
に
花
嫁
行
列
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
一

O
人
の
女
の
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
(
実
は
、
こ
の
絵
全
体
で
は
例
外
的
な
の

だ
が
、
花
嫁
の
う
し
ろ
に
大
人
が
介
添
人
の
よ
う
に
付
き
添
っ
て
い
る
。
花
嫁
役
の
女
の
子
の
母
親
か
も
知
れ
な
い
。
)
こ
の
行
列
の
女

北
大
文
学
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要
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の
子
た
ち
の
表
情
を
見
る
と
、
花
嫁
役
の
う
し
ろ
に
付
き
添
っ
て
い
る
大
人
の
顔
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
子
ど
も
の
顔
と
い

う
よ
り
は
ず
っ
と
大
人
の
顔
に
似
て
い
て
、
大
人
な
の
か
子
ど
も
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
し
、
ま
た
、
女
の
子
た
ち
の
服
装
も
い
ま
わ

真
似
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
昇
天
の
日

(
K
F
R
g岳
】
ロ
ロ
ミ
)

れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も
ら
し
い
服
装
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
花
嫁
の
行
列
は
婚
礼
の
た
め
に
歩
い
て
行
く
人
び
と
の

の
秋
の
豊
作
を
祈
願
す
る
祝
祭
の
行
事
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
ブ

リ
ュ

l
ゲ
ル
の
絵
の
花
嫁
行
列
ご
っ
こ
が
大
人
の
実
際
の
婚
礼
の
真
似
な
の
か
、
そ
れ
と
も
宗
教
的
な
儀
式
を
真
似
て
い
る
の
か
、
画
然

(m) 

と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
祭
の
日
に
ギ
ル
ド
の
職
人
た
ち
が
演
じ
る
聖
書
劇
が
「
遊
び
」
(
吉
弘
5
・

の
「
遊
び
」 で
あ
る
の
と
お
な
じ
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
昇
天
の
臼
に
行
な
わ
れ
る
五
穀
豊
穣
を
祈
る
宗
教
的
儀
式
で
あ
る
花
嫁
の
行
列
も
一
種

(
即
)

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

。6
4aτ 

立
国
可
)

ア
リ
エ
ス
に
従
え
ば
、
十
六
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
十
七
世
紀
末
ま
で
の
時
期
に
、
子
ど
も
が
大
人
と
は
異
っ
た
服
装
を
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
と
く
に
、
貴
族
や
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
上
位
の
階
層
と
こ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
中
位
の
階
層
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
、
子

ど
も
に
は
大
人
と
は
異
な
る
子
ど
も
固
有
の
服
装
を
さ
せ
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
行
く
。
貧
し
い
職
人
や
農
民
な
ど
の
下
位
の
階
層
の

七
歳
に
な
れ
ば
大
人
の
あ
い
だ
に
混
じ
っ
て
労
働
に
従
事
す
る
必
要
も
あ
っ
て
、
服
装
で
も
遊
び
で
も
大
人
と
子
ど
も

ー

ι
(
m
d

を
区
別
し
な
い
生
活
習
慣
が
も
っ
と
あ
と
ま
で
長
く
続
し
た
の
で
あ
る
ま
た
、
以
前
に
は
大
人
の
遊
び
と
子
ど
も
の
遊
び
に
厳
密
な
区

子
ど
も
た
ち
は
、

別
が
な
く
、

お
な
じ
遊
び
を
す
べ
て
の
階
層
の
大
人
と
子
ど
も
が
共
有
し
て
い
た
が
、
十
七
世
紀
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
遊
び
か
ら
上
層

階
級
の
大
人
た
ち
が
離
れ
て
行
き
、

か
つ
て
は
す
べ
て
の
階
層
の
す
べ
て
の
人
び
と
の
遊
び
だ
っ
た
も
の
が
上
層
階
級
の
子
ど
も
た
ち
と

(
胤
)

下
層
階
級
の
人
び
と
だ
け
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
子
ど
も
が
大
人
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
大
人
と
子
ど
も
を
隔
て
る
溝
が
深
く
お
お

(
邸
)

き
く
な
っ
た
時
期
が
子
ど
も
、
あ
る
い
は
、
子
供
期
と
い
う
観
念
の
成
立
し
た
と
き
な
の
で
あ
る
が
、
近
代
初
期
に
お
い
て
は
、
今
日
の



わ
れ
わ
れ
の
社
会
と
は
異
な
り
、
子
ど
も
が
一
日
で
も
早
く
成
長
し
て
大
人
に
仲
間
い
り
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
、
子
ど
も
だ
け
の
も

の
に
な
っ
た
遊
び
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
大
人
の
眼
か
ら
見
て
、
時
間
の
浪
費
に
す
ぎ
ず
、
大
人
に
な
る
た
め
の
準
備
と
し
て
は
な
ん
の

役
に
も
立
た
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
そ
う
し
た
遊
び
を
無
益
で
有
害
な
も
の
と
考
え
て
敵
視
さ
え
し
た

(
邸
)

の
で
あ
る
。
〈
子
ど
も
〉
の
誕
生
は
同
時
に
そ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
す
〈
教
育
〉
の
誕
生
と
な
り
、
子
ど
も
を
学
校
で
の
教
育
に
ゆ
だ
ね

る
か
、
あ
る
い
は
、
仕
事
に
就
か
せ
る
か
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
子
ど
も
に
対
す
る
禁
止
と
抑
圧
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
学
校
で
の
教
育
も
仕
事
も
大
人
が
考
え
る
よ
う
に
は
子
ど
も
の
心
を
拘
束
し
押
え
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ず
、
例
え
ば
、
十
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
煙
突
そ
う
じ
の
少
年
た
ち
は
仕
事
の
と
き
に
持
ち
歩
く
ス
ス
入
れ
の
袋
に
ご
み
や
が
ら
く

た
な
ど
を
拾
い
集
め
て
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
こ
ん
で
、

そ
の
う
え
を
ス
ス
で
真
っ
黒
に
し
て
、

一
日
じ
ゅ
う
い
っ
し
ょ
う
懸
命
に
仕
事
を
し

た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
親
方
を
臨
し
た
、
と
い
う
の
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
た
有
名
な
話
で
あ
っ
た
し
、

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
煙

qa 
aaτ 

突
そ
う
じ
の
少
年
と
言
え
ば
、
可
哀
い
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
な
の
で
は
な
く
て
、
や
が
て
は
タ
イ
パ

l
ン
で
絞
首
刑
に
な
る
よ
う
な
犯
罪

(
即
)

人
の
卵
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

」
こ
で
パ
ニ
ヤ
ン
の

『
少
年
少
女
の
た
め
の
本
」
に
戻
れ
ば
、
こ
の
本
に
含
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
の
純
粋
で
鋭
い
感
覚
に
訴
え
よ
う
と

す
る
パ
ニ
ヤ
ン
の
意
図
と
、
も
う
ひ
と
つ
の
、
子
ど
も
を
教
え
導
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
意
識
と
の
二
つ
の
側
面
が
、
必
ず
し
も

う
ま
く
融
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
対
立
衝
突
す
る
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
パ
ニ
ヤ
ン
以
後
十
八
世
紀
に
な
っ
て

「

mJ

出
版
さ
れ
た
子
ど
も
の
た
め
の
詩
集
や
お
話
の
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
に
こ
の
二
つ
の
側
面
が
共
存
し
て
い
引
ι

主
な
作
品
を
列

挙
す
る
と
、

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
後
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
、

な
る
歌
」

(

同

E
R
Sヌタ
b
g
R還
を
さ
詮
幹
事
堂
刊
と
お
』
叫
R

運
営
暗
雲
高
崎
、
こ
ぎ
$
時
矢
内
加
や

hm可
S
F
自
白
)

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
モ
ス
リ

i
、
『
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
」
(
設
立
言
語

2
5ミ
ミ
ま
守
的
恥
設
さ

L
き
)

も
が
楽
し
む
た
め
の
饗
霊

(
E
U
S
Z
Z
E
-
-喜
去
を
き

h
g尽
き
ミ
ミ

ク
リ
ス
ト
ア
ァ

i
-
ス
マ
ー
ト

丹
念
H
h
附漆
wp
一戸、

3
0
)

パ
i
ボ
ー
ル
ド
夫
人
、

も
の
た
め
の
散
文
の
賛
歌
』
(
寄
印

-zw齢
戸
主
E
E
g
g広
三
選
器
S
M
M芸
誌
、
ミ

SN冬
季

]ミ∞]戸)

メ
ア
ワ

1
・
ゥ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

1
ブ
ト
、

吋
実
生
活
か
ら
の

(
冨

m
q
d唱
。
…
目
的
窓
口
伶
口
同
恒
常
・
。
蒜
帆
き
町
J
M

引
を
は
師
、
-
ミ
勾

na
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h
雲
、
見
詰
〉

な
ど
の
、
道
徳
的
で
教
制
倒
的
な
色
彩
の
濃
い
、

{

間

閥

)

の
た
め
の
本
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
十
人
投
組
末
に
お

け
る
ハ
ナ
・
モ
ア
〈
附
阿
部
室
各
室
。

F
M誌
や
容
器
)
に
よ
る

(∞
E
宏司
mwnvooM)
の
設
立
と
「
廉
価
版
叢
書
」

(
d
E窃

問
。
吉
明
ぎ
同
%
、
吋
叫
院
の
皮
切
)
の
出
張
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
の
社
交
界
や
文
機
構
の
人
び
と
と
の
受
繁
の
あ
と
で
、

ハ
ナ
・
モ
ア
が
、

一
七
八
五
年
に
、

リ
ス
ト
ル
の

G
マ

イ
ル
の
小
さ
な
村
慈
で
あ
る
カ
ズ
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ー
ン
に
往
患
を
定
め
た
と
き
、
近
く
の
農
村
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
び
と
が
靖
黒
地

か
未
開
人
と
か
に
患
え
た
柑
)

の
ひ
と
り
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
パ
フ
ォ
;
ス
な
ど
の
祭
教
関
係
者
と
の
突
醸

を
通
じ
て
、
地
方
の
農
村
部
の
農
民
や
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
必
要
を
痛
感
し
、
読
み
書
き
の
技
能
や
キ
リ
ス
ト
教
の



と
く
に
、
下
層
階
級
の
人
び
と
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ナ
ー
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
の
開
設
を
企
画
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

す
で
に
一
七
八

0
年
代
か
ら
、
労
働
者
と
そ
の
子
ど
も
の
た
め
の
日
曜
学
校
創
設
の
動
き
が
起
っ
て
い
た
の
だ
が
、

ハ
ナ
・
モ
ア
は
一
七

八
九
年
に
、

ヵ
。
ス
リ
ッ
プ
・
グ
リ
ー
ン
よ
り
さ
ら
に
南
の
チ
ェ
ダ
!
と
い
う
小
さ
な
町
に
、
女
性
教
師
を
雇
用
す
る
な
ど
し
て
、

一
五
の

日
曜
学
校
を
開
設
し
て
、
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
ゃ
貧
困
者
に
読
み
書
き
と
計
算
の
し
か
た
な
ど
の
教
育
を
始
め
た
。
開
設
か
ら
一
年
以

内
に
五

O
O人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
し
て
、

(
胤
)

人
以
上
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
学
校
で
の
教
育
の
能
率
の
向
上
の
た
め
に
は
教
材
の
作
製
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
学
校
を
増
設
し
、

一
七
九
三
年
ま
で
に
は
生
徒
数
が
一

0
0
0七

九
五
年
に
、

一
0
ペ
ー
ジ
前
後
の
小
冊
子
を
、
値
段
も
一
ペ
ニ
ー
前
後
で
、
貰
り
だ
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
廉
価
版
叢
書
」
と
呼

を
出
版
し
た
。
そ
れ
も
、
一
七
九
五
年
か
ら
一
七
九
八
年
ま
で
の
三
年
間
に
一
一
四
冊
(
そ
の
う
ち
の
四
九
冊
は
ハ
ナ
・
モ
ア
が
執
筆
し
た
も
の
)

一
七
九
六
年
の
三
月
ま
で
の
最
初
の
一
年
間
で
二

O
O
万
部
が
貰
れ
る
と
い
う
大
成
功
だ
っ
た
の
で
あ
鵠
こ
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ば
れ
る
も
の
で
、

ハ
ナ
・
モ
ア
が
「
廉
価
版
叢
書
」
の
出
版
を
思
い
立
っ
た
と
き
に
、
十
八
世
紀
の
民
衆
の
あ
い
だ
で
広
く
読
ま
れ

チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク

て
人
気
を
博
し
て
い
た
行
商
本
を
多
数
集
め
て
、
そ
の
成
功
の
理
由
を
徹
底
的
に
探
っ
て
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

行
商
本
と
お
な
じ
よ
う
な
質
の
よ
く
な
い
紙
を
使
っ
て
木
版
画
の
挿
絵
を
入
れ
、
お
話
の
内
容
も
冒
険
や
暴
力
、
あ
る
い
は
ス
キ
ャ
ン
ダ

」
で
興
味
深
い
の
は

ラ
ス
な
話
な
ど
、

か
な
り
ゴ
シ
ッ
プ
性
の
濃
厚
な
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
「
廉
価
版
叢
書
」
は
体
裁
も
内
容
も
行
商
本
と
ほ
と
ん
ど
変
り

、、
、
8

h

i

h

、，。

カ
屯
し

ハ
ナ
・
モ
ア
が
意
図
し
た
こ
と
が
当
時
の
俗
悪
で
有
害
な
行
商
本
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
倫
理
道
徳
を
教
え
こ
む
こ
と
で

あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

ハ
ナ
・
モ
ア
が
悪
書
と
考
え
た
行
商
本
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
「
廉
価
版
叢
書
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
皮
肉
な

結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
貧
し
い
農
民
や
労
働
者
な
ど
の
下
位
の
階
層
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
の
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
下

位
の
階
層
の
人
び
と
に
ふ
さ
わ
し
い
心
得
や
義
務
を
教
え
る
た
め
の
教
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
読
み
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
廉

北
大
文
学
部
紀
要



十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

価
版
叢
書
」

の
内
容
と
な
っ
た
物
語
の
結
末
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
良
い
行
い
を
す
れ
ば
最
後
に
は
必
ず
報
い
ら
れ
る
、
と
い
っ

(
附
)

た
類
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ハ
ナ
・
モ
ア
は
、
子
ど
も
を
無
垢
な
存
在
だ
な
ど
と
考
え
る
の
は
根
本
的
に
ま
ち

(
胤
)

が
っ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
か
た
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
下
位
の
階
層
の
労
働
者
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
そ
う
し
て
教
え
ら

れ
た
と
お
り
に
勤
勉
に
働
き
、
自
分
の
社
会
的
な
身
分
や
地
位
に
相
応
し
た
振
舞
い
を
し
て
い
れ
ば
や
が
て
必
ず
報
い
ら
れ
る
と
き
が
く

る
、
と
強
調
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
廉
価
版
で
広
く
流
布
し
て
い
た
ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
の

九
一
年
)
の
影
響
を
危
険
で
破
壊
的
な
も
の
と
考
え
て
、
「
廉
価
版
叢
書
」
で
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
体
制
や
教
会
制
度
へ
の
批
判

(
凶
)

は
故
意
に
避
け
て
い
る
。

『
人
間
の
権
利
』
(
第
一
部
、

七

ハ
ナ
・
モ
ア
は
体
制
側
に
属
す
る
教
育
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
十
八
世
紀
中
葉
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
直
接
の
読
者
に
想
定
し
た
、
大
人
の
た
め
の
本
と
は
明
ら
か
に
異
っ
た
、
少
年
少
女
の
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た
め
の
本
の
出
版
が
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ

l
ペ
リ
ー
で
あ
る
。
パ
ー
ク
シ
ヤ

の
農
家
に
生
ま
れ
た
ニ
ュ

l
ペ
リ

i
は
レ
デ
ィ
ン
グ
の
あ
る
印
刷
業
者
の
徒
弟
と
な
り
、
親
方
の
未
亡
人
と
結
婚
し
て
そ
の
仕
事
を
引
き

継
い
だ
が

一
七
四
三
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
彼
の
初
め
て
の
出
版
で
あ
る

『
小
さ
な
か
わ
い
い
ポ
ケ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
』
(
陰
口
誌
な

MM3号
、
。
込
同
司
令
q
q
p

口
主
)
を
買
り
出
し
、
翌
一
七
四
五
年
に
は
セ
ン
ト
・
ポ
l
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ
l
ド
六
五
番
地
に
書
屈
を
開
業

し
て
、
そ
の
後
の
二
二
年
間
に
二

O
O点
を
こ
え
る
子
ど
も
の
本
|
|
ニ
ュ

l
ペ
リ
!
は
子
ど
も
の
本
だ
け
を
印
刷
出
版
し
た
の
で
は

な
い
ー
ー
を
出
版
し
た
。
ニ
ュ

l
ペ
リ
ー
が
印
刷
出
版
し
た
子
ど
も
の
た
め
の
本
の
値
段
は
ど
れ
も
一
冊
で
六
ペ
ン
ス
か
一
シ
リ
ン
グ
で
、

一
冊
二
ペ
ン
ス
の
行
商
本
の
よ
う
な
全
く
の
消
耗
品
で
は
な
く
、
下
層
階
板
の
親
た
ち
が
や
っ
と
買
え
る
と
い
っ
た
程
度
の
値
段
で
あ
っ

ハ
ナ
・
モ
ア
の
「
廉
価
版
叢
書
」
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
よ
う
に
、
信

(
凶
)

仰
と
勤
勉
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
と
い
う
中
位
の
階
層
の
人
び
と
の
モ
ラ
ル
が
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は

た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
子
ど
も
の
た
め
の
本
の
内
容
は
、

ニ
ュ

l
ベ



リ
1
の
出
版
し
た
子
ど
も
の
本
の
値
段
が
行
商
本
の
値
段
の
三
倍
か
ら
六
倍
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
位
の
階
層
の
親
た
ち
が
そ
れ
を

買
っ
て
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
を
狙
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
た
め
の
本
が
出
版
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
人
と
は
異
質
の
、
独
自
の
感
じ
か
た
や
考
え
か
た
を
持
っ
て
い
る
、
子
ど
も
が

大
人
と
は
別
個
に
存
在
す
る
と
い
う
新
し
い
子
ど
も
観
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
結
果
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
新
し
い
子
ど
も
観
を
持

つ
親
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
抱
く
も
の
に
気
付
き
、

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
要
求
を
満
た
す
努
力
を
始
め
、
子
ど
も
の
た
め

の
本
を
買
い
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
子
ど
も
の
本
の
出
版
の
隆
盛
は
中
位
の
階
層
の

(
叩
)

人
び
と
の
世
界
観
の
変
化
に
対
応
す
る
現
象
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
(
当
臣
告
盟
曲

-R
弓
勾
|
民
自
)
ー
は
ム
l

八
世
紀
後
半
に
急
激
に
膨
張
し
た
子
ど
も
の
本
の
出
版
販
買
業
に

つ
い
て
相
当
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
七
七
九
年
八
月
に
彫
版
職
人

(
g
m
g
S円
)
と
し
て
の
七
年
間
の
徒
弟
修
業
を

終
え
て
か
ら
間
も
な
く
、
ブ
レ
イ
ク
は
い
く
つ
か
の
書
物
販
買
業
者
か
ら
本
の
装
飾
や
挿
絵
の
た
め
の
版
画
を
作
る
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
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よ
う
に
な
っ
た
が
、

な
か
で
も
、

そ
の
こ
ろ
急
進
的
な
哲
学
や
思
想
に
関
す
る
本
の
出
版
で
知
ら
れ
て
い
た
ジ
ョ

i
ゼ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

の
書
庖
(
セ
ン
ト
・
ポ
l
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ
ー
ド
七
二
番
地
に
あ
っ
た
)
か
ら
は
子
ど
も
の
本
の
挿
絵
と
し
て
使
う
版
画
の
作
製
の
注

文
を
三
度
受
け
て
い
る
。
ジ
ョ

l
ゼ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
こ
れ
よ
り
約
一

O
年
後
の
一
七
九

0
年
代
の
初
頭
、
ワ
l
ズ
ワ
ス
や
シ
エ
リ
ー

に
お
お
き
な
影
響
を
与
え
た

『
政
治
的
正
義
」
(
一
七
九
三
)

ペ
イ
ン
の

『
人
閣
の
権
利
」
(
第
一
部
、

一
七
九
ご

の
著
者
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
親
突
を
持
ち
、
ト
マ
ス
・

(
国
)

の
出
版
を
企
画
し
て
い
た
出
版
業
者
で
あ
り
、
そ
し
て
、

一
七
八
八
年
に
は
、
「
女

性
の
権
利
の
擁
護
』
(
一
七
九
二
)

の
著
者
で
、

の
ち
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
妻
と
な
る
メ
ア
リ

1
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

1
フ

ト
の
子
ど
も
の
た
め
の
お
話
、
『
実
生
活
か
ら
の
実
話
』
(
一
七
八
八
)
を
出
版
す
る
が
、
こ
の
本
の
第
二
版
'
(
一
七
九
一
年
に
出
版
さ
れ

北
大
文
学
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紀
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十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

た
)
の
た
め
の
挿
絵
と
し
て
ブ
レ
イ
ク
は
一

O
枚
の
版
画
の
作
製
を
依
頼
さ
れ
て
、
そ
の
う
ち
の
九
枚
を
彫
版
し
た
と
い
一
羽
ブ
レ
イ
ク

ラ
デ
イ
カ
リ
ズ
ム

が
急
進
主
義
の
思
想
家
た
ち
の
著
作
の
出
版
を
手
が
け
て
い
た
ジ
ョ

l
ゼ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

十
八
世
紀
末
葉
の
職
人
や
労
働
者
な
ど
の
下
位
の
階
層
の
人
び
と
の
あ
い
だ
に
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
時
代
の
ラ
ン
タ

l
ズ
や
マ

グ
ル
ト
ン
派
の
急
進
思
想
が
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
照
ら
し
合
せ
て
、
ブ
レ
イ
ク
の
思
想
的
な
背
景
を
理
解
す
る
の
に
看
過
で
き
な
い

(
瑚
)

事
実
と
思
わ
れ
る
。

ブ
レ
イ
ク
が
一
七
八
九
年
に
発
買
し
た
『
無
垢
の
歌
」
と
題
す
る
彩
飾
印
刷
本
に
収
録
し
た
詩
を
書
き
始
め
た
の
は
一
七
八
四
年
か
八

五
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
は
、

そ
の
こ
ろ
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
買
ら
れ
て
い
た
子
ど
も
の
本
に
注
目
し
て
、
色
彩
豊
か
な
デ

ザ
イ
ン
と
イ
ラ
ス
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
ん
だ
子
ど
も
向
け
の
本
を
、

そ
れ
も
、
上
層
階
級
や
中
位
の
階
層
の
子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち

- 48ー

の
購
買
欲
を
そ
そ
る
よ
う
な
本
を
作
っ
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ブ
レ
イ
ク
が
一
七
九
三
年
一

O
月
一

O
日
の

日
付
で
作
製
し
た
広
告
宣
伝
の
た
め
の
在
庫
品
目
の
内
容
紹
介
目
録
に
よ
れ
ば
、
版
画
や
彩
飾
印
刷
本
な
ど
一

O
点
の
品
目
の
な
か
に
、

....:J . 

ω。
ロ
問
的
。
片
岡
国
国

on岳
民
MOLDH--E昆
回
目
凶
件
。
内
田
司
江
口
民
国
関
・
。

n
S
4
0・
毛
体

F
N
m
a
g
-鳴
Mタ
同

E
n
o
u凹・

。。

ω
。
話
回
。
同
明
石
包
g
n
0・
g
H
E
E
E広
島
司
広
三
宮
m-

。nS
4
9
昌
広
岡
包
含
低
官
由
主
E
n
o
r
-

{
阻
)

R

の
記
載
が
見
ら
れ
る
か
、
八
折
版
で
五
シ
リ
ン
グ
と
い
う
値
段
は
、
当
時
の
子
ど
も
の
本
の
値
段
が
ふ
つ
う
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
高
価
な
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
ろ
の
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
地
方
の
労
働
者
の
一
週
間
の
賃
金
収
入

は
平
均
一

O
i
一
二
シ
リ
ン
グ
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
最
低
限
の
生
活
に
必
要
な
食
費
に
使
わ
れ
だ
と
い
う
状
況
か
ら
考
え
れ

d
v



ブ
レ
イ
ク
の
彩
飾
印
刷
本
の
詩
集
が
上
位
の
階
層
か
そ
れ
に
近
い
中
位
の
階
層
の
子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
を
買
い
手
と
し
て
狙
い
、
「
子

(
邸
)

ど
も
た
ち
が
み
ん
な
読
ん
で
も
ら
っ
て
喜
ぶ
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ブ
レ
イ
ク
の
『
無
垢
の
歌
』
」
は
、
そ
の
版
型
か
ら
言
っ
て
も
、
絵
と
詩
の
組
合
せ
と
い
う
点
で
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
親

し
ん
で
い
た
行
商
本
と
す
こ
し
も
変
ら
な
い
。
ま
た
、
詩
型
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
パ
ニ
ヤ
ン
の

『
少
年
少
女
の
た
め
の
本
』

か
ら
始
ま
り
、

十
八
世
紀
後
半
に
盛
ん
に
書
か
れ
た
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
、
す
な
わ
ち
、
す
で
に
列
挙
し
た
ワ
ッ
ツ
、
ウ
ェ
ズ
リ

l
、
ス
マ
ー
ト
、
パ
ー

ボ
ー
ル
ド
夫
人
な
ど
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
の
形
式
に
従
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
の

hw) 

る
歌
』
と
ブ
レ
イ
ク
の
『
無
垢
の
歌
」
と
の
類
縁
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
カ
i

十
八
世
紀
後
半
の
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
の
作
者

『
聖
な

ハ
ナ
・
モ
ア
が
「
廉
価
版
叢
書
」
を
企
画
し
た
と
き
に
行
商
本
を
念
入
り
に
調
査
研
究
し
た
と
い
う
事
実
に
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
民
衆
と
子
ど
も
た
ち
の
あ
い
だ
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
行
商
本
な
ど
の
廉
価
印
刷
本
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
意
識
的
に
利
用
し

(
邸
)

た
こ
と
も
見
逃
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
、
親
が
買
い
与
え
て
く
れ
る
教
訓
的
で
権
威
主
義
的
な
子
ど
も
の
た
め
の
本
よ

た
ち
が

- 49ー

り
も
む
し
ろ
、
ど
ぎ
つ
い
内
容
の
物
語
や
品
の
な
い
ふ
ざ
け
た
歌
と
か
な
ぞ
な
ぞ
の
類
い
、
あ
る
い
は
、
巨
人
・
英
雄
・
妖
精
・
動
物
た

ち
が
・
自
由
自
在
に
活
躍
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
ど
の
宝
庫
で
あ
る
廉
価
印
刷
本
を
依
然
と
し
て
読
み
続
け
て
い
た
か
ら
、
子
ど
も
の
た
め

の
賛
歌
の
作
者
た
ち
は
、

そ
う
し
た
行
商
本
を
逆
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
商
本
の
流
す
害
毒
(
と
彼
ら
が
考
え
た
も
の
)
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
{
子
ど
も
の
た
め
の
本
を
企
画
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
子
ど
も
の
た

め
に
と
考
え
ら
れ
て
書
か
れ
た
子
ど
も
の
本
が
道
徳
的
な
教
訓
だ
け
を
満
載
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
た
め
の
詩
に
は

よ
く
動
物
や
花
や
昆
虫
が
話
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、
例
え
ば
パ
ニ
ヤ
ン
の
詩
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
動
植
物
が
い
つ

も
道
徳
的
な
教
訓
を
示
す
た
め
の
見
本
と
し
て
の
役
割
り
を
担
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
や
が
て
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

l
・
ス
マ
ー
ト
の
『
子

北
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十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

ど
も
が
楽
し
む
た
め
の
賛
歌
』

(
邸
)

の
な
か
の
詩
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
動
植
物
へ
の
愛
護
の
必
要
を
説
く
ま
で
に
発
展
し
て
い
た

し
、
メ
ア
リ
l
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

l
フ
ト
の

『
実
生
活
か
ら
の
実
話
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
貧
し
い
人
び
と
の
苦
悩
と
悲
哀
に
心

を
痛
め
る
と
い
う
傾
向
も
強
ま
っ
て
き
て
い
た
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、

ハ
ナ
・
モ
ア
の
日
曜
学
校
設
立
に
刺
戟
を
与
え
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

ウ
ィ
ル
パ
ヲ
ォ

l
ス
や
、
『
子
ど
も
の
た
め
の
散
文
の
賛
歌
」

の
作
者
、
パ

1
ボ
ー
ル
ド
夫
人
な
ど
が
奴
隷
貿
易
や
奴
隷
制
度
を
罪
悪
と

考
え
て
、

そ
の
廃
止
を
叫
ん
で
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
本
の
作
者
た
ち
に
も
、

そ
し
て
そ
れ
を
買
い
求
め
た
上
位
と

中
位
の
階
層
の
親
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
、
新
し
い
感
性
が
芽
生
え
て
き
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

十
八
世
紀
後
半
の
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
を
熟
知
し
、

そ
の
作
者
た
ち
と
同
様
に
、
行
商
本
な
ど
の
廉
価
印
刷
本
を
意
識
的
に
利
用
し

て
書
か
れ
た
ブ
レ
イ
ク
の

「
無
垢
の
歌
」

の
な
か
の
詩
に
は
、

そ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
題
材
の
点
で
そ
れ
ま
で
の
子
ど
も
の
た
め

nu 

F
h
u
 

の
本
と
多
く
の
共
通
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
ブ
レ
イ
ク
が
す
ぐ
前
の
時
代
の
子
ど
も
の

た
め
の
賛
歌
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
野
情
詩
の
伝
統
に
依
拠
し
な
が
ら
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
じ
、
変
形
し
て
行
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と

一
切
)

に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
確
か
に
、
だ
れ
も
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
の

『
聖
な
る
歌
」
が
ブ
レ
イ
ク
が
『
無
垢
の

歌
と
経
験
の
歌
」
を
生
み
だ
す
と
き
の
先
例
と
な
っ
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、

ワ
ッ
ツ
の
宗
教
的
で
教
訓
的
な
側
面
に
は
共
感
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
ま
た
、

メ
ア
リ
!
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
l
フ
卜
の

『
実
生
活
か
ら
の
実
話
』

の
あ
る
部
分
に
は
ブ
レ
イ
ク
を
激
怒
さ
せ
た

に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し
た
彼
女
の
物
語
に
対
す
る
批
判
を
ブ
レ
イ
ク
は
、
こ
の
本
に
つ
け
た
挿
絵
の
な
か
で
、

(
邸
)

ひ
じ
よ
う
に
微
妙
な
形
で
行
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

子
ど
も
の
た
め
の
本
の
出
版
が
盛
ん
に
な
り
、
詩
や
散
文
で
子
ど
も
が
読
む
た
め
の
賛
歌
を
書
い
て
本
に
す
る
作
家
た
ち
が
数
多
く
輩

出
し
、

そ
う
し
た
本
を
買
い
求
め
て
子
ど
も
に
与
え
、
あ
る
い
は
、
読
ん
で
聞
か
せ
る
親
た
ち
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
ブ
レ
イ
ク



が
自
分
も
そ
う
し
た
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
す
こ
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ

で
わ
れ
わ
れ
は
、
ブ
レ
イ
ク
に
至
る
ま
で
の
子
、
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
の
伝
統
の
な
か
に
『
無
垢
の
歌
と
経
験
の
歌
」
を
置
い
て
そ
の
な
か

の
詩
を
読
む
と
き
に
、
や
ブ
レ
イ
ク
は
子
ど
も
と
い
う
も
の
を
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
子
ど
も
を
ど
ん
な
ふ
う
に
詩
の
な
か
で

描
い
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
じ
め
に
問
題
に
し
て
み
た
ぐ
な
る
。

H
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『
無
垢
の
歌
」
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の
冒
頭
の
「
序
の
う
た
」
(
凶

E
S
E
a
s
-
)
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
集
で
は
こ
の
詩
の
ま
え
に
二
枚
の
絵
(
最
初

タ
イ
ト
ル
・
ベ

l
u

つ
ぎ
の
一
枚
は
「
無
垢
の
歌
」
と
い
う
文
字
が
入
れ
て
あ
る
題
扉
)
が
つ
い
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
の
詩
集

(
印
)

は
ど
の
詩
も
絵
と
詩
が
独
特
の
し
か
た
で
一
体
と
な
っ
た
、
他
に
類
例
が
な
い
、
芸
術
作
品

(
g
B一
宮
包
窓
白
尽
)
で
あ
る
か
ら
、
「
序
の

の
一
枚
は
絵
だ
け
で
、

う
た
」
の
ま
え
の
二
枚
の
絵
も
こ
の
冒
頭
の
詩
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ブ
レ
イ
ク
が
こ
こ
で
行

な
っ
て
い
る
絵
に
よ
る
表
現
と
い
う
も
の
は
視
覚
を
通
し
て
の

(
a
g曲
目
)
伝
達
で
あ
り
、
こ
れ
は
口
頭
に
よ
る
(
。

s-)
伝
達
と
と
も

に
民
衆
文
化
に
お
け
る
伝
達
の
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
口
頭
に
よ
る
伝
達
と
書
か
れ
た
文
字
に
よ
る
(
者
丘
言
語
)
伝
達
と

の
対
比
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
「
序
の
う
た
」
を
読
ん
で
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、



1
.
雲
の
う
え
の
子
ど
も
(
第
一
連
)
が
、
第
四
連
に
な
る
と
、
笛
を
吹
く
羊
飼
い
に
吹
き
鳴
ら
し
た
歌
の
言
葉
を
本
に
書
い
て
み
ん

な
が
読
め
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
(
:
・
当
岳
士
宮
白

σ
g
r
岳
民
住
吉
田
司

B
包
)
と
頼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
詩
の
最
後
の
行
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
聞
い
て
楽
し
め
る
よ
う
に
と
思
っ
て
書
い
た
(
・
:
阿
君
SHO---¥
何
〈
巾
ミ
ロ

E
E
B
a
τ
可

z
v
gこ
、
と
な
っ
て

い
て
、
微
妙
な
ち
が
い
が
あ
る
。

a.
文
字
で
書
い
た
本
は
聞
く
(
宮
間
)
も
の
で
は
な
く
、
読
む
(
目
白
色
)
も
の
で
あ
る
害
な
の
に
、

な
ぜ

6
2へ
な
の
か
。
押

韻
の
た
め
、
と
だ
け
言
っ
て
済
ま
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

b
.
子
ど
も
の
た
め
の
本
は
、
大
人
が
読
ん
で
く
れ
る
の
を
子
ど
も
が
聞
く
|
|
行
商
本
の
読
者
の
場
合
、
文
字
を
読
め
る
人
が

声
を
出
し
て
読
ん
で
、
読
め
な
い
人
が
耳
で
聞
い
た
よ
う
に
、
文
字
に
よ
る
(
者
乱
立

g
)
伝
達
と
口
頭
に
よ
る
(
。
邑
)
伝
達

c.
ブ
レ
イ
ク
の
彩
飾
本
の
詩
集
は
、
読
む
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
見
る
も
の

(
i
g包
な
も
の
)

で
も
あ
る
。
「
序
の
う
た
」

吟

O
E
1
u
 

と
が
共
存
し
て
い
る
|
|
の
が
普
通
だ
か
ら
、
と
い
う
説
明
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
の
だ
ろ
う
か
。

の
前
に
置
か
れ
て
い
る
口
絵
と
題
扉
の
二
枚
の
絵
は
「
序
の
う
た
」
が
言
葉
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
完
全
に
合
致
す
る
わ
け
で
は

{
削
)

な
い
が
、
と
く
に
題
扉
の
絵
で
は
乳
母
ー
ー
ー

『
無
垢
の
歌
』

の
な
か
の
「
乳
母
の
う
た
」

の
絵
も
参
照
す
る
と
、

か
ぶ
っ
て
い

る
帽
子
か
ら
乳
母
と
判
断
で
き
る
ー
ー
ー
が
聞
い
て
膝
に
の
せ
て
い
る
本
を
二
人
の
子
ど
も
が
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
。
文
字
を
読

ん
で
い
る
の
か
絵
を
見
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
二
人
の
子
ど
も
は
乳
母
に
読
ん
で
も
ら
う
の
を
顔
を
あ
げ
て
聞
い
て

い
る
の
で
は
な
い
。

d
.
再
び
第
四
連
の
、
歌
を
文
字
で
書
い
て
本
に
す
る
、
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
『
無
垢
の
歌
』
と
い
う
題
の
一
冊

の
本
を
書
く
と
い
ヲ
つ
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
「
序
の
う
た
」
の
全
体
で
ブ
レ
イ
ク
は
芸
術
作
品
の
創
造
と

北
大
文
学
部
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要
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い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
読
む
と
聞
く
の
食
い
違
い
を
殊
更
に
取
り
あ
げ
て
そ
の
矛
盾
を
強
調
す
る
の
は
見

一m)

当
外
れ
で
あ
る
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
こ
れ
で
最
終
行
の
暖
昧
さ
を
解
消
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

2
.
読
む
と
聞
く
の
食
い
違
い
に
こ
だ
わ
る
の
は
こ
の
二
つ
の
語
の
あ
い
だ
に
文
字
に
書
く
と
い
う
作
業

(
4岳
町
民
の
作
業
)
に
つ

い
て
述
べ
た

〉
出
向
日
間
切
-
ロ
円
昨

oa---

〉
出
向
凶
同

B
白
色
0
・
:

〉
出
向
日
目
印

R
tロ
何
色
:
・

〉
白
色
同
者
同

og---

aa& 

「「

υ

(

山

山

)

と
い
う
四
行
が
あ
っ
て
、
繰
返
し
と
並
列
法
を
用
い
た
こ
の
表
現
が
異
化
、
あ
る
い
は
、
前
景
化
・
活
性
化
の
効
果
を
生
み
、
読
む

こ
と
と
聞
く
こ
と
の
差
異
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

a 

こ
の
四
行
は
文
字
に
書
く
と
い
う
行
為
が
努
力
を
要
す
る
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
|
|
単
語

の
綴
り
を
は
じ
め
て
教
え
ら
れ
、

そ
の
語
を
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
字
の
連
ね
か
た
に
一
心
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
書
こ
う
と
す

る
と
き
の
よ
う
に
。
(
文
字
の
書
き
か
た
の
学
習
は
読
み
か
た
の
学
習
を
始
め
て
か
ら
一
年
後
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
た



b
.
文
字
を
使
用
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
、
あ
る
い
は
、
書
き
言
葉
に
よ
る
伝
達
は
、
聞
き
手
が
面
前
に
い
る
と
こ
ろ
で
相
五
に
言

葉
を
突
わ
し
な
が
ら
行
な
わ
れ
る
口
頭
に
よ
る
伝
達
と
は
異
な
り
、
聞
き
手
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
語
り
手
の
一
方
的
な

(
邸
)

行
為
で
あ
り
、
相

E
的
で
'
自
然
な
意
志
疎
通
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
自
己
表
出
的
な
も
の
で
あ
る
。

C 

‘
旨
同
色
目
的
同
色
ロ

o
a
s
o
巧
己
負

n-gへ
と
い
う
一
行
の
な
か
の
ぼ
S
E
a・
と
い
う
語
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き

た
よ
う
に
、
多
義
的
で
あ
り
、

き
れ
い
な
水
に
色
を
つ
け
て
文
字
を
書
く
た
め
に
使
う
イ
ン
ク
を
作
る
、
あ
る
い
は
、
水
彩
絵
具

を
水
に
と
く
、

と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
純
粋
で
清
ら
か
な
も
の
を
き
た
な
く
汚
し
て
し
ま
う
と
い
う
含
意
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

無
垢
な
る
も
の
を
識
す
、
と
い
う
罪
悪
意
識
を
暗
示
し
て
い
て
、
歌
わ
れ
る
も
の
を
文
字
に
書
き
記
す
と
い
う
こ
と
は
冒
漬
行
為

に
等
し
い
、
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の

a
、
b 

C

か
ら
、

口
頭
で
言
わ
れ
る
も
の
・
耳
で
聞
く
も
の
と
文
字
で
書
い
た
も
の
・
読
む
も
の
と
の
対
比
、
ま
た
は
、

- 55 -

対
立
が
明
ら
か
に
な
る
。

3
.
前
項
で
述
べ
た
〈
O
円
弘
〉
と
〈

4
司

E
2
0ロ〉

の
対
立
か
ら
、
第
一
連
の
雲
の
う
え
の
子
ど
も
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
い
う
問

い
が
つ
ぎ
に
生
じ
て
く
る
。

a.
多
く
の
注
釈
者
が
言
う
よ
う
に
、
笛
の
調
べ
を
聞
い
て
感
激
し
、
一
演
を
流
し
て
喜
ぷ
子
ど
も
は
無
垢

(
E
5
8
R
O
)
の
象
徴

子
羊
、
で
あ
り
、
羊
飼
い
が
吹
き
鳴
す
歌
の
な
か
の
子
羊
も
無
垢
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
と
子
羊
は
ひ
と
つ
に
結
び
つ
い
て
神
の

(
取
)

つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
、
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

b
.
雲
の
う
え
の
子
ど
も
が
笛
を
吹
く
羊
飼
い
に
子
羊
の
歌
を
文
字
に
書
き
記
す
よ
う
に
と
頼
む
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
が
、
ま

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

る
で
神
の
啓
示
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
詩
人
の
心
を
突
然
に
動
か
し
て
詩
の
創
作
を
促
が
す
詩
的
霊
感
を
象
徴
し
て
い
る
、

北
大
文
学
部
紀
要
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と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
が
地
上
か
ら
は
隔
っ
た
雲
の
う
え
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
姿
が
詩
人
の
想
像
力
が

ヴ
イ
苦
ヨ
ン

と
ら
え
た
詩
的
光
景
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

c.
し
か
し
、
笛
を
吹
く
羊
飼
い
が
子
羊
の
歌
を
文
字
に
書
き
つ
け
て
本
に
す
る
作
業
を
始
め
る
直
前
に
子
ど
も
は
姿
を
消
し
、
見

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

え
な
く
な
る
で

g
邑
田
町
包
時
。

g
B〕
二
百
『
ぺ
)
。
こ
れ
は
詩
を
生
み
だ
す
源
泉
で
あ
る
詩
的
霊
感
が
消
失
し
た
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
、
な
に
も
苦
労
し
な
い
で
瞬
間
的
に
見
え
た
も
の
が
消
え
て
、
そ
の
代
り
に
文
字
を
使
っ
て
詩
を
書
き
つ
け
る
と
い
う
た
い

(
邸
)

へ
ん
な
苦
労
を
必
要
と
す
る
仕
事
が
つ
ぎ
に
待
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

d
.
そ
れ
で
は
、
姿
を
消
す
子
ど
も
と
は
何
な
の
か
。

こ
の
子
ど
も
は
、
発
せ
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
声

(
g
w
p
あ
る
い
は
岳
2
n
F
』
冨
さ
な
)
、

つ
ま
り
〈
白
色
〉

- 56 -

で
あ
る
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

H.
そ
し
て
、
こ
の
声
で
あ
る
子
ど
も
が
消
え
て
い
な
く
な
る
と
、

〈
4
a
n
o
v
と
〈
君
島
E
m
〉

つ
ぎ
に
文
字
に
書
き
記
す
仕
事
(
当
岳
町
ぬ
)
が
始
ま
る
か
ら
、

(
邸
)

は
対
立
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

山
川
.
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
子
ど
も
は
無
垢
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
〈
宮
口
。
n
o
ロ
n
o
〉

と
2

|

C

で
述
べ
た
ぽ

ssoa--
と
い
う

r

語
の
含
意
と
の
対
立
関
係
は
〈
4
0
5
w
〉
と
〈
者
岳
町
高
〉

の
対
立
関
係
と
重
な
り
あ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
「
序
の
う
た
」
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
対
立
関
係
に
つ
い
て
思
い
切
っ
た
図
式
化
を
試
み
て
み
る
な
ら
ば
、

4
g
n
o
吉
岡
田
-
)

噌
的

当
江
民
国
民
(
当
弘
津
ゆ
回
)

岡
田
口

onoロ円。

民田冨宮ゆ円四.



ロ
白
門
戸
同
円
。

皇

{
円
内

-Hla

子
ど
も

大
人

と
い
う
こ
と
に
な
り
、

(
即
)

さ
ら
に
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
項
対
立
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
|
|

民
衆
文
化

エ
リ
ー
ト
文
化

祝
祭
性

日
常
性

反
秩
序

秩
序

周
縁

中
心

弓'
E
1
u
 

こ
う
し
て
、
子
ど
も
は
〈
中
心
〉

で
あ
る
大
人
に
対
し
て
〈
周
縁
〉
に
位
置
す
る
も
の
、

つ
ま
り
、
本
田
和
子
が

『
異
文
化
と
し
て
の
子

ど
も
』
(
紀
伊
国
屋
書
居
、

一
九
八
二
年

で
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は

〈
異
文
化
〉

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
し
か
た
を
す
で
に

ブ
レ
イ
ク
が
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
子
ど
も
は
無
垢
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
た
、
す
な
わ
ち
、
ピ
ュ

l

リ
タ
ン
で
あ
る
パ
ニ
ヤ
ン
や
ハ
ナ
・
モ
ア
な
ど
が
心
に
抱
い
て
い
た
、
罪
に
け
が
れ
た
存
在
と
し
て
の
子
ど
も
と
い
う
子
ど
も
観
と
鋭
く

(
胤
)
白

対
立
す
る
考
え
か
た
が
ブ
レ
イ
ク
の
詩
作
品
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
の

詩
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
子
ど
も
の
世
界
を
記
述
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
「
必
要
な
こ
と
は
、
子
供
の
世
界
あ
る
い
は
宇
宙
を
大
人

の
眼
か
ら
見
た
規
準
ゃ
あ
る
べ
き
姿
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
る
の
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
宇
宙
の
独
自
性
と
始
源
性
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る

北
大
文
学
部
紀
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こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
子
供
の
世
界
は
大
人
に
と
っ
て
い
わ
ば
〈
異
文
化
〉

(
瑚
)

と
い
う
中
村
雄
二
郎
の
言
葉
が
極
め
て
適
切
な
も
の
と
な
る
。

の
世
界
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」

子
ど
も
を
大
人
の
世
界
に
無
理
に
封
じ
こ
め
る
た
め
の
装
置
と
し
て
の
教
育
を
子
ど
も
に
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
十
八
世

紀
の
多
く
の
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
と
は
異
な
り
、
ブ
レ
イ
ク
の
詩
で
は
教
訓
は
排
除
さ
れ
、
子
ど
も
と
大
人
の
あ
い
だ
に
は
了
解
と
合

意
が
成
立
し
て
い
て
、
相

E
の
あ
い
だ
に
直
接
的
で
し
か
も
自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
『
無
垢
の
歌
』

の
な
か
の
「
乳
母

の
う
た
」
は
パ

1
ボ
ー
ル
ド
夫
人
の

「
子
ど
も
の
た
め
の
散
文
の
賛
歌
」

の
第
二
と
第
五
の
二
つ
の
賛
歌
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
、
緑
の
野
原
で
、
羊
や
小
鳥
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
で
、
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
日
が
沈
ん
で
か
ら
は
母
親
の
胸
に
い

(m) 

だ
か
れ
て
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
い
う
設
定
の
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
レ
イ
ク
の
こ
の
詩
で
は
小
鳥
や
羊
が
子
ど
も
た
ち

(m) 

に
教
訓
を
与
え
る
た
め
の
実
物
教
育
の
道
具
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
し
、
こ
の
詩
の
彩
飾
画
を
見
る
と
乳
母
は
、
手
を
つ
な
ぎ
輪
に

。。
「「

u

な
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
離
れ
て
、
木
蔭
で
読
書
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
う
る
さ
く
干
渉
す
る
こ
と
も
な
い
。

だ
が
、
離
れ
て
は
い
て
も
、
詩
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
と
乳
母
の
あ
い
だ
に
は
自
然
な
言
葉
の
や
り
と
り
が
あ
っ
て
気
持

(m) 

が
通
い
あ
い
、
子
ど
も
の
世
界
と
大
人
の
世
界
が
互
い
に
響
き
合
っ
て
い
る
。
(
こ
の
詩
と
対
に
な
る

「
経
験
の
歌
」

の
な
か
の
「
乳
母

の
う
た
」

で
は
、
乳
母
は
子
ど
も
の
遊
び
の
世
界
か
ら
全
く
離
れ
て
い
て
、

し
か
も
、
乳
母
の
暗
い
心
の
な
か
の
さ
さ
や
き
だ
け
が
述
べ

そ
れ
は
抑
圧
さ
れ
た
性
的
願
望
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
こ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。
)

ブ
レ
イ
ク
が
、
子
ど
も
の
た
め
の
賛
歌
に
明
確
な
形
で
示
さ
れ
て
い
た
道
徳
的
教
訓
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ロ
デ
ィ
を
行
な
っ

(m) 

た
と
言
え
る
の
な
ら
ば
、
『
無
垢
の
歌
」
の
な
か
の
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
(
斗
宮

n
E
B
ロミ
ω巧
2
目
指
へ
)
の
結
び
の
一
行
の
陳
腐
で
場

ら
れ
て
い
て
、

違
い
な
教
訓
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。



THE CHIMNEY SWEEPER 

When my mother died 1 was very young， 

And myfath町 soldmぽwhileyet my tongue 

Could器carcelycry 'weψ'weep， 'weψ'we，φf 
So your. chimneys 1 sweep， and in soot 1 sleep. 

There's little Tom Dacre， who cried when 凶器head，

Thatcurled like aJamb's b昌CIま， wasshaved; so 1 said， 

'Hush Tom，never mind it， for when your head's bare， 

You know that the soot cannot spoil your white hair.' 

Ar凶器ohe.was quiet，叩dthat very night， 

As Tom w鈴 asleepinghe had such a sight一一

That t初端間dsof sweeperふ Dick，Joe， Ned， and Jack， 

Were all of them locked up in <::0街nsof black; 

A誠 bycamean angel， whohad a bright key， 

And he opened the co愉 lSand set themall free ; 

Then down孟greenplain le昌ping，laughing they run， 

And wash in a river and shiilein the sUn. 

Then nakedand white， all their bags left behiild， 

キ~KÞ<~小結辺警禁

0'> 
t.t:> 
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「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
と
い
う
題
の
詩
は
も
う
一
篇
が
『
経
験
の
歌
』
の
な
か
に
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
な
か
の
「
ロ
ン
ド
ン
」

(
H
O昆
O
R
)

と
い
う
詩
で
も
ブ
レ
イ
ク
は
煙
突
掃
除
の
少
年
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
を
ブ
レ
イ
ク
が
書
く
以
前
に
、
す
で
に
十
八
世
紀
の

ロ
ン
ド
ン
の
煙
突
掃
除
職
人
に
雇
わ
れ
、
劣
悪
な
生
活
環
境
の
な
か
に
置
か
れ
て
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
少
年
労

- 60 -

中
葉
か
ら
、

働
者
た
ち
(
当
時
は

d
E号
宮
ぬ
切
。
冒
.
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
)
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
十
九
世

紀
に
な
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
が
ブ
レ
イ
ク
の
『
無
垢
の
歌
』
の
な
か
の
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
を
推
賞
す
る
と
と
も
に
自
ら
も
『
エ

リ
ア
随
筆
集
』
(
一
八
二
三
)

の
な
か
の
「
煙
突
掃
除
の
少
年
を
賛
え
る
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
を
書
き
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
グ
ス
リ
ー

は
古
典
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で
あ
る
「
水
の
子
』
(
一
八
六
三
)
で
ト
ム
と
い
う
名
の
煙
突
掃
除
の
少
年
を
主
人
公
に
し
て
い
一
明

と
こ
ろ
で
、
文
学
作
品
の
な
か
の
煙
突
掃
除
の
少
年
の
系
譜
は
さ
て
お
い
て
、
ブ
レ
イ
ク
が
見
て
い
た
現
実
の
ロ
ン
ド
ン
の
少
年
労
働

者
に
戻
る
と
、
煙
突
掃
除
職
人
に
徒
弟
と
し
て
雇
一
わ
れ
た
|
|
実
は
、
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
の
二
行
自
で
こ
の
詩
の
語
り
手
で
あ
る
少

(
悶
)

お
金
の
た
め
に
買
ら
れ
る
と
い
う
例
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
|
|
少
年
た
ち
の
大
部
分
は
貧
窮
者
の
子
ど
も
た
ち
、

年
が
言
う
よ
う
に
、



(m) 

捨
て
子
や
孤
児
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
ジ
ョ

1
ナ
ス
・
ハ
ン
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
博
愛
主
義
者
た
ち
に
よ
る
貧
窮
者
救
済
活
動
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
ー
コ

1
ラ
ム
(
打
者
け
斗
Z
B
g
n
o
E
B
)
が
一
七
四
一
年
に
開
設
し
た
「
ロ
ン
ド
ン
捨
て
子
収
容
所
」

(m) 

(
S
O
F
S号
ロ
明
S
E
E
m
問。回目】

E-)
と
な
ら
ん
で
、
一
七
五
七
年
に
海
軍
兵
士
の
確
保
と
調
達
を
目
的
と
し
た
「
海
洋
協
会
」

(
S
O

冨
R
S
o
ω
o
a
o
q
)
を
設
立
し
て
、
捨
て
子
や
孤
児
な
ど
ロ
ン
ド
ン
の
浮
浪
者
を
収
容
し
て
衣
服
を
与
え
養
育
し
た
ハ
ン
ウ
ェ
イ
の
活
動

可

、

i

{

m

)

は
、
彼
が
書
き
残
し
た
著
書
や
多
量
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
意
見
書
、
趣
意
書
な
ど
か
ら
窺
し
知
る
こ
と
か
で
き
る
か
煙
突
掃
除
の
少
年

た

ち

に

つ

い

て

は

、

ハ

ン

ウ

ェ

イ

が

そ

の

調

査

報

告

と

救

済

の

た

め

の

意

見

(m) 

書
を
書
い
て
い
る
。
煙
突
掃
除
の
少
年
一
九
人
を
集
め
て
、
体
を
洗
っ
て
や
っ
て
衣
服
を
着
せ
、
な
に
ひ
と
つ
包
み
隠
さ
ず
に
実
状
を
あ

一
九
人
の
う
ち
わ
ず
か
三
人
だ
け
が
教
区
徒
弟
(
宮
江
島
省
官
自
腎

g
)
で
|
|
つ
ま
り
、

一
七
七
三
年
に
、
「
海
洋
協
会
」
が
実
状
調
査
を
行
な
い
、

り
の
ま
ま
に
話
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、

大
部
分
が
貧
窮
者
の
子
ど
も
か
浮
浪
児
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
|
|
ジ
ン
に
耽
溺
し
て
子
ど
も
を
手
放
そ
う
と
す
る
親
た
ち
が
い
る
こ

(m) 

と
も
少
年
た
ち
の
話
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
(
ホ
ガ

l
ス
が
描
い
た
「
ジ
ン
横
丁
」

民の宮円、

Bo--
ロ
臼
を
想
い
出
す
。
)

の
ち

唱
E-aau 

『
煙
突
掃
除
少
年
哀
史
』

(kh由~恕叫r悶s芯ミH芯札な§噛逮芯喜悶
s芯豆許定笠尉ミ目
ζ阿同同罫札号註師包酔守。噌ミ可ミミ.町G』

て
い
る
極
貧
の
労
働
者
の
子
ど
も
や
性
的
逸
脱
行
為
に
よ
る
私
生
児
が
、
二

0
シ
リ
ン
グ
か
三

0
シ
リ
ン
グ
で
煙
突
掃
除
職
人
に
買
り
渡

に
ハ
ン
ウ
ェ
イ
は

さ
れ
た
こ
と
、
朝
の
煙
突
掃
除
の
仕
事
が
終
る
と
す
ぐ
に
な
に
か
も
っ
と
仕
事
を
探
す
た
め
に
で
E
Q
M二
宮
乞
5
2
R
h
g
n色

p
o

a
5
0
R
)
街
路
に
出
さ
れ
る
こ
と
、
す
す
入
れ
の
袋
を
枕
に
眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
朝
早
く
起
こ
さ
れ
て
、
一
マ
イ
ル
も
二
マ
イ
ル
も

(
肌
)

歩
い
て
仕
事
に
行
く
こ
と
な
ど
、
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
の
生
活
と
労
働
の
実
態
を
物
語
っ
て
い
て
、
ハ
ン
ウ
ェ
イ
の
記
述
は
ブ
レ
イ
ク

の
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
の
第
一
連
が
述
べ
て
い
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
煙
突
に
も
ぐ
っ
て
す
す
払
い
を
す
る
と
き
に
、

や
け
ど
を
し
た
り
窒
息
し
た
り
す
る
危
険
に
い
つ
も
さ
ら
さ
れ
、
時
に
は
、
す
す
で
汚
れ
た
体
を
四
年
も
五
年
も
洗
え
な
い
、

と
い
う
よ

北
大
文
学
部
紀
要
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う
な
生
活
環
境
に
置
か
れ
た
た
め
に
皮
膚
癌
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
い

早
朝
の
仕
事
が
終
っ
た
あ
と
、
と
く
に
仕
事
が
少
な
く
な
る
夏
の
あ
い
だ
は
、
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
が
親
方
に
け
し
か
け
ら
れ
て
外

に
出
て
、
仕
事
を
求
め
て
(
ぎ
門
司
任
命
凹
宵

g
z・
)
あ
ち
こ
ち
の
通
り
を
触
れ
て
ま
わ
っ
た
の
は
こ
じ
き
・
物
乞
い
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
盗
み
を
働
く
こ
と
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
姿
を
見
る
人
に
憐
欄
の
情
を
抱
か
せ
る
、
ど
こ
ろ
か
、
す
す
で
き
た
な
く
汚
れ
た
身

体
に
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
て
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
、

や
が
て
は
タ
イ
パ

l
ン
の
処
刑
場
で
絞
首
台
に
か
け
ら
れ
る
、
外
道
の
振
舞
い
を
す
る
な

(
瑚
)

ら
ず
者
、
怠
け
者
の
煙
突
掃
除
の
徒
弟
た
ち
、
と
い
つ
も
白
い
眼
で
見
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
は
み
出
し
者
・
犯
罪
人
と
見
な
さ
れ
て

い
た
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
は
、
さ
き
に
「
序
の
う
た
」
の
場
合
に
つ
い
て
試
み
た
二
項
対
立
の
図
式
化
に
し
た
が
え
ば
、
中
心
の
秩
序

が
差
別
し
排
除
す
る
周
縁
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
反
秩
序
で
あ
り
、
す
す
で
黒
く
汚
れ
て
ぼ
ろ
を
身
体
に
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ

マ

ー

ク

ト

ス

ト

レ

イ

ン

ジ

ャ

ー

(

蹴

)

て
い
る
よ
う
に
、
有
徴
の
他
者
・
よ
そ
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
こ
の
周
縁
で
あ
る
反
秩
序
は
、
通
常
の
世
界
の

- 62一

秩
序
が
顛
倒
し
た
カ

l
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
さ
か
さ
ま
の
世
界
の
祝
祭
性
で
も
あ
る
。

こ
の
祝
祭
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
と
季
節
の
祝
祭
の
ひ
と
つ
で
あ
る
五
月
祭
(
冨
弓
ロ
ミ
)
と
の
関
連

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
が
身
体
に
白
い
小

(
郎
)

麦
粉
を
塗
り
つ
け
て
五
月
祭
の
行
列
に
加
わ
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
逆
転
の
儀
式
(
岳

gこ
な
の
だ
と
い
う
。
十
七
世
紀
後
半
の
ロ

ン
ド
ン
の
五
月
祭
の
模
様
に
つ
い
て
は
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ピ

l
プ
ス
の
一
六
六
七
年
五
月
一
日
の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
ピ

l
プ
ス
は
、

た
く
さ
ん
の
花
輪
を
の
せ
た
手
お
け
を
持
っ
て
、

(m) 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
男
の
ま
え
で
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
の
に
出
会
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
牛
乳
貰
り

「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
へ
行
く
途
中
の
道
で
、

お
お
ぜ
い
の
牛
乳
賓
り
の
娘
た
ち
が
、

の
娘
た
ち
の
あ
い
だ
に
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
が
加
わ
り
、
ミ
ル
ク
と
す
す
、

つ
ま
り
、
白
と
黒
の
対
照
が
鮮
明
に
な
っ
て
儀
式
の
効
果



(
郎
)

が
よ
り
お
お
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
五
月
祭
の
日
の
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
の
姿
に
つ
い
て
は
、

ロ
パ

l
卜
・
サ
ウ
ジ
l
が
記
述
し
て
い
て
、

さ
ら
に
十
九
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
、

(m) 

そ
れ
は
サ
ウ
ジ
l
が
実
際
に
目
撃
し
た
光
景
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
光
景
は
こ
ん
な
具

合
い
だ
っ
た
|
|
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
三
、

四
人
の
男
の
子
が
通
り
で
踊
っ
て
い
て
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
着
て
い
た
も
の
は
、
ま
る

で
煙
突
の
な
か
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
と
き
の
よ
う
に
、
黒
く
汚
れ
て
い
た
が
、

そ
の
衣
服
に
は
華
や
い
だ
色
の
リ
ボ
ン
の
飾
り
が
つ
い

て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
跳
び
は
ね
る
た
び
に
、
ま
る
で
吹
流
し
の
よ
う
に
は
た
め
き
、

そ
し
て
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
す
す
だ
ら
け
の
顔

が
紅
潮
し
て
パ
ラ
色
に
染
ま
り
、
両
方
の
頬
の
真
ん
中
に
は
金
箔
が
は
り
つ
け
で
あ
っ
て
、
頭
髪
に
は
真
っ
白
に
粉
が
ふ
り
か
け
ら
れ
て

い
た
。
(
中
略
)
こ
ん
な
装
い
の
子
ど
も
た
ち
が
通
り
を
踊
り
な
が
ら
進
み
、
打
ち
鳴
ら
す
木
の
板
の
音
と
子
ど
も
た
ち
の
奇
妙
な
様
子

が
馬
を
驚
か
せ
、
出
会
う
人
み
ん
な
に
お
金
を
ね
だ
っ
て
い
た
。
ー
ー
ー
こ
う
述
べ
た
あ
と
で
、
サ
ウ
ジ

1
は
さ
ら
に
、

五
月
祭
の
日
は

く
な
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
、
と
付
け
加
え
て
い
る
。
五
月
祭
の
日
の
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
の
こ
う
し
た
姿
は
、
ブ

- 63ー

煙
突
掃
除
の
少
年
の
よ
う
な
人
び
と
の
無
礼
講
の
日

(arzB包
買
)
な
の
だ
と
言
い
、
こ
う
し
た
不
幸
な
人
び
と
の
姿
が
見
ら
れ
な

レ
イ
ク
の
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
の
第
四
連
で
語
ら
れ
る
ト
ム
の
夢
の
な
か
の
少
年
た
ち
が
緑
の
野
原
を
「
跳
り
な
が
ら
笑
い
な
が
ら
駆

け
て
行
く
」
(
」

g立ロ
m
-
E
Eぬ
E
お
忌

a
E民
)
姿
と
一
致
す
る
し
、
ま
た
、
第
二
連
で
こ
の
詩
の
語
り
手
の
少
年
が
幼
い
ト
ム
に
「
坊

主
頭
に
な
れ
ば
す
す
が
つ
い
て
も
お
前
の
髪
は
よ
ご
れ
な
い
よ
」

(
d
F
2
3
R
Z包
ぶ

σ
R
O
L
-
-
-
B
0
8
0
2回
目
。
仲
間
宮
ロ
苫
R
当
E
Z

町時
-
w
)

と
言
う
と
こ
ろ
や
第
五
連
の
始
め
の
「
白
い
裸
の
身
体
で
」
(
ゴ
詳
包
自
仏
当
喜
久
)
と
い
う
言
葉
と
裏
表
に
な
っ
て
重
な
る
し
、

さ
ら
に
、

五
月
祭
の
日
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
祝
祭
日
で
あ
る
告
解
火
曜
日
の
場
合
と
お
な
じ
よ
う
に
、

ロ
ン
ド
ン
の
若
い
徒
弟
た
ち
が

騒
乱
や
暴
動
を
惹
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
サ
ウ
ジ
l
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
無
礼
講

(
B
Z
E
F
言
い
か
え
れ
ば
、
反
秩
序
、

カ
1
ニ
ヴ
ァ
ル
的
な
さ
か
さ
ま
の
世
界
、
祝
祭
性
)
を
働
く
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
と
い
う
の
は
、
サ
ウ
ジ

i
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
述

北
大
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か
し
」
、

べ
た
と
き
の
政
治
的
・
社
会
的
な
立
場
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
問
に
付
す
と
し
て
も
、
そ
の
「
逸
脱
的
な
在
り
様
が
人
々
を
脅

(
即
)

そ
の
外
側
に
い
る
人
び
と
を
「
正
体
不
明
の
不
安
に
陥
れ
る
」
「
反
秩
序
性
の
体
現
者
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
煙
突
掃

除
の
少
年
た
ち
は
親
方
を
含
め
た
す
べ
て
の
体
制
側
の
人
び
と
に
対
し
て
そ
の
存
在
を
問
い
返
す
否
定
的
で
破
壊
的
な
力
の
具
現
者
な
の

で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
た
と
え
実
際
に
は
煙
突
掃
除
職
人
の
徒
弟
で
な
く
て
も
、
そ
の
姿
に
変
装
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ

(
別
中

は
反
秩
序
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
(
そ
の
他
、
煙
突
掃
除
の
少
年
の
性
的
象
徴
と
し
て
の
側
面
に

の
な
か
の
「
乳
母
の
う
た
」
と
「
ロ
ン
ド
ン
」
と
と
も
に
、
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
)

(
肌
)

E
・
D
・ハ

l
シ
ユ
は
「
煙
突
掃
除
の
少
年
」
の
唯
一
の
暇
は
こ
の
詩
の
最
終
行
だ
と
言
い
、
他
の
多
く
の
研
究
者
や
批
評
家
た
ち
も

(
飢
)

こ
の
最
終
行
に
は
十
八
世
紀
後
半
の
子
ど
も
や
労
働
者
の
た
め
の
賛
歌
に
お
決
ま
り
の
教
訓
が
残
存
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ブ
レ
イ
ク

つ
い
て
は
、
『
経
験
の
歌
』

- 64一

は
十
八
世
紀
の
賛
歌
の
道
徳
的
な
教
訓
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ロ
デ
ィ
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
ー
宙
)

シ
ユ
は
こ
の
最
終
行
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ば

-wと
d
E『
の
二
つ
の
語
の
意
味
の
唆
昧
さ
、
あ
る
い
は
、
多
義
性
に
注
目
し
て
い
る
カ

こ
の
二
語
の
持
つ
多
義
性
は
お
な
じ
行
の
代
名
詞

6
4
.
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
し
、

さ
ら
に
遡
っ
て
第
一
連
の
四
行
目

の
前
半
の
詩
句
、

的。山、。
R
n
E
Bロ
ミ
回
目
的
巧
0
0同
】

w

の
な
か
の
ぜ
。
ロ
へ
と
↓
の
ニ
つ
の
代
名
調
と
も
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
も
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
詩
の
語
り
手
で
あ
る
↓
は
ご
く
幼
い
こ
ろ
に
煙
突
掃
除
職
人
に
買
ら
れ
た
少
年
な
の
だ
が
、

そ

う
し
た
身
の
上
を
第
一
連
で
物
語
り
な
が
ら
も
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
悲
惨
な
境
遇
に
同
情
を
求
め
て
い
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
自

分
を
買
っ
た
父
親
や
厳
し
く
つ
ら
い
仕
事
を
押
し
つ
け
る
親
方
に
対
し
て
明
ら
さ
ま
に
抗
議
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
た
だ
、
煙
突
掃
除

を
依
頼
す
る
上
層
階
級
の
人
び
と
と
煙
突
掃
除
の
少
年
と
の
あ
い
だ
に
は
厳
然
と
し
た
分
け
隠
て
が
存
在
す
る
こ
と
を
こ
の
ぜ
O
R
-
-

円
の
代
名
詞
の
対
置
が
示
し
て
い
て
、
こ
の
差
別
や
対
立
を
少
年
が
明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
中
位
あ
る



い
は
も
っ
と
上
位
の
階
層
の
子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
が

『
無
垢
の
歌
』

を
買
っ
て

「
煙
突
掃
除
の
少
年
」

の
必
O
〕

B
Z同
門
司

回

4
2
8
.
と
い
う
詩
句
を
読
ん
だ
と
き
に
、
自
分
の
な
す
べ
き
仕
事
を
弁
え
て
い
る
少
年
の
言
葉
に
安
心
感
を
抱
く
と
同
時
に
、

そ
れ
と

は
正
反
対
の
な
に
か
脅
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
巻
き
添
え
に
さ
れ
る
よ
う
な
、
不
安
を
感
じ
た
か
も
知
れ
な
い
|
|
そ
れ
ほ
ど
ま
で

(
肌
)

に
接
近
し
た
位
置
に
ぜ
。
ロ
へ
と
凶
・
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
。

最
終
行
の

d
z
q
と
い
う
語
に
は
「
割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
」
と
か
「
命
令
さ
れ
て
す
る
仕
事
」
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
も
つ

海
)

と
広
い
宗
教
的
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と

E
-
D
・
ハ
!
シ
ユ
は
解
し
て
い
る
の
戸
カ
そ
の
ま
え
に
こ
の
詩
の
語
り
手
で
あ
る
煙
突

お
よ
び
、
ト
ム
が
見
た
夢
の
な
か
で
の
少
年
た
ち
の
あ
い
だ
で
の
気
持
の
通
い
合

掃
除
の
少
年
と
も
っ
と
年
下
の
少
年
ト
ム
と
の
間
柄
、

い
に
つ
い
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
短
か
に
言
え
ば
、
語
り
手
の
少
年
と
ト
ム
の
あ
い
だ
に
は
お
互
い
に
理
解
し
あ
っ
て

の
あ
い
だ
に
成
立
し
て
い
た
気
持
の
通
い
合
い
と
お
な
じ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ト
ム
の
見
る
夢
は
、
「
序
の
う
た
」

で
笛
を
吹
く

- 65ー

い
て
、
自
然
な
気
持
の
通
じ
合
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
前
述
の
「
乳
母
の
う
た
」

で
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
と
乳
母

羊
飼
い
が
雲
の
う
え
の
子
ど
も
を
見
る
の
と
お
な
じ
よ
う
な
、
ブ
レ
イ
ク
の
詩
に
特
有
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
こ
の
夢
の
な
か
で
ト
ム

が
自
分
と
お
な
じ
境
遇
に
あ
る
多
く
の
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
が
解
放
さ
れ
て
自
由
の
身
に
な
る
こ
と
を
願
う
気
持
は
こ
の
詩
の
語
り
手

の
少
年
が
幼
い
ト
ム
に
自
然
に
芽
生
え
て
き
た
友
情
を
抱
き
、

お
互
い
に
気
持
が
通
い
あ
っ
て
い
る
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。
ト
ム
が
‘
見
た

こ
う
し
た
夢
の
話
の
あ
と
で
は
最
終
行
の
よ
う
な
お
説
教
は
い
か
に
も
場
違
い
で
白
々
し
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で
の
と

こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
少
年
た
ち
の
姿
は
子
ど
も
を
買
っ
た
父
親
や
少
年
た
ち
に
過
酷
な
労
働
を
強
い
る
親
方
に
は
ね
返
っ
て
行
っ
て
、

少
年
た
ち
の
上
位
に
立
つ
人
び
と
を
脅
か
す
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
最
終
行
の
‘
白
円
と
い
う
語
の
多
義
性
、
意
味
の
重
層
性
、
が
問
題
と

な
る
わ
け
で
あ
り
、
仮
り
に
こ
の
最
終
行
を
親
方
が
徒
弟
に
向
っ
て
言
う
表
向
き
の
公
式
的
な
言
葉
と
解
す
る
の
な
ら
ば
、
あ
り
き
た
り
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の
陳
寓
な
教
訓
に
終
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
徒
弟
が
親
方
を
脅
か
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
が
弓
は

(
邸
)

親
方
を
含
む
も
の
と
な
り
、
拡
大
さ
れ
一
般
化
さ
れ
た
表
現
と
な
る
。
つ
ま
り
、
親
方
が
徒
弟
の
労
働
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
追
求
の
み

を
一
方
的
に
推
し
進
め
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、
煙
突
掃
除
の
少
年
た
ち
を
取
り
巻
く
過
酷
で
悲
惨
な
現
実
も
や
が
て
は
消
滅
し
て
行
く
、

と
暗
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
最
終
行
が
丘
:-w
と
い
う
条
件
文
で
あ
る
こ
と
は
親
方
と
徒
弟
が
同
一
の
立
場
に
身

を
置
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
し
た
ら
、
互
い
に
矛
盾
し
あ
う
も
の
を
同
時
に
含
ん
だ
極
度
に
逆
説
的
な

(
即
)

色
合
い
の
濃
厚
な
も
の
と
な
り
、
こ
の
意
味
で
も
強
烈
な
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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Readershit in Seventeenth-Century England(Methuen， 1981 

Cambridge U. P.， 1985). 

(お) Peter Burke，‘Popular Culture in Seventeenth-Century Lon-

don'， B. Reay (ed.)，ot.cit.， pp.36， 38. 

(尽)Peter Burke， Potular Culture ... ， p.27. 

( g:j) Barry Reay，‘h仕oduction:Popular Culture in Early Modem 

England'， B. Reay (ed.)， ot.cit.， pp.ι7. 

(g5) Peter Burke， Potular Culture ... ， p.63 ; B. Reay (ed.)， 

ot. cit.， 'Introduction'， p.14. 

( ~ ) Peter Burke，‘'Popular Culture in Seventeenth-Century Lon-

don'， B. Reay (ed.)，φ.cit.， p.32. 

(お)-ìl-~ー・て-~' r海ーコニ出量以併-¥.J[]Ji燃料ゼJ(r~ll自r
1 -ばく長崎十眠時f')' p.72; Tessa Watt， ot. cit. ， p.4; -il rj-

え・ト会iト吋ー， rr1ト""t<:号、入、，λ雨入J(同キ仁社11益幅'若草

紘纏， 1-ばく長崎'機~細恒， 1-民兵 Il廿)'r:;!;:!41H小8:;1手術見付

(回目玉引回、足翠脳'語豊田量刑個出， 1.民兵 l崎)0 cf. Brian Rig-

by， Potular Culture in Modern France .-A Stuφ01 Cultural 
Discourse (Routledge， 1991)， pp.96-130 : 'Pop由rculture as 

barbaric culture: the soαology of Pierre Bourdieu'. 
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十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

(
お
)
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
民
衆
文
化
』
、
柴
田
三
千
雄
、

「
序
章
」
、
宅
・
串
!
?
叶
2
8
4
『
白
H
F
e
・
円
F
-
Y
ω
・
さ
ら
に
、
「
歴
史
・

表
象
・
文
化
歴
史
社
会
学
と
社
会
史
」
と
題
し
た
『
思
想
』
の
特
集

号
(
一
九
九
二
年
二
月
号
)
に
掲
載
の
論
考
、
と
く
に
、
ロ
ジ
ェ
・
シ
ヤ

ル
チ
ェ
、
「
表
象
と
し
て
の
世
界
」
、
長
谷
川
輝
男
、
「
書
物
の
社
会
史

と
読
書
行
為
」
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
こ
の
論
文
の
脱
稿
後
に
、
ロ
ジ
ェ
・

シ
ヤ
ル
チ
エ
編
、
水
林
章
・
泉
利
明
・
露
崎
俊
和
共
訳
、
『
書
物
か
ら

読
書
へ
』
(
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
)
が
刊
行
さ
れ
、
ピ
l
タ
1
・

バ
l
夕
、
大
津
真
作
訳
、
「
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
革
命
』
(
岩
波
書
底
、
一

九
九
二
年
)
に
は
ブ
ル
デ
ュ
!
と
シ
ャ
ル
チ
エ
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
っ
て
(
巾
8
・
8
・
E
P
Z
H
l
S
)
参
考
に
な
る
。

(
幻
)
問
。
F
0
2
U
尚
三
o
p
a語、
F
R
H
田
谷
町
田
町
円
。
ミ
ロ
同
国
O
D
E
Y
M
1
マ
同
門
な
M

ミ
』
い
白
書
童
話
寄
り
同
S
R
H
3
2
s
n
三
宮
、
白
』
同
札
h
e
q
(司陪
U
R
h
V
E
E
R
-

S
由
。
)
司
宅
・
5叶
1
8
・
冊
目
唱
・
宅
・
ロ
H
l
尽
w
H
N
印
l
忠
・
ま
た
、
ナ
タ
リ
1
・

Z
・
デ
l
ヴ
ィ
ス
、
『
愚
者
の
王
国
異
端
の
都
市
」
、
羽
印
刷
と

民
衆
、
と
く
に
宅
-
N
8
ム
∞
を
も
参
照
せ
よ
。

(
お
)
「
行
商
本
(
チ
ャ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
)
」
の
全
体
の
輪
郭
に
つ
い
て
は
、

小
林
章
夫
、
「
チ
ヤ
ツ
プ
・
ブ
ッ
ク
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
文
化
』

(
駿
々
堂
、
一
九
八
八
年
)
が
あ
っ
て
、
行
き
と
ど
い
た
内
容
の
読
み

易
い
概
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
野
二
郎
、
『
紅
茶
を
受
皿
で
イ
ギ

リ
ス
民
衆
芸
術
覚
書
」
(
品
文
社
、
一
九
八
一
年
)
の
な
か
の
「
ブ
ロ
ー

ド
サ
イ
ド
物
語
」
と
「
チ
ャ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
の
伝
統
」
の
二
篇
の
論
考

6 

も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
二
つ
は
『
小
野
二
郎
著
作
集
2

宙
』
(
晶
文
社
、
一
九
八
六
年
)
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
鈎
)
Q
-
H
V
丘
町
円
切
R
Z
w
』
U
D
帯
主
白
、
。
"
に
窓
高
・
・
・
司
・
8
一
田
町
同
国
民
品
。
副
司
ヲ

喝
。
司
邑
白
H
E
S
S
E
E
-
-
回
・
同
州
g
可
(
包
・
)
唱
、
e
a
h
司
、
円
リ
ミ
言
語
S
句

s
s
'

F
S
S
S
E
n
s
言
。
同
刊
誌
h
h
白
ミ
札
‘
問
者
-
S
P
I
N
o
-
-

(
鈎
)
冨
曲
同
一
四
国
同
2
8
E
同
O
E
-
-切望
H

』
目
句
。
。
宮
S
弘
、
r
s
S
H
h
E
3
3
・

各
省
・
坦
・

(
む
)
同
，
g
g
d
『
白
F
島市・円む・・司-H・

(
M
M
)

札
F
R
・
-
官
官
-
N
印
吋
B
I
S
-
ま
た
、
行
商
本
の
印
刷
出
版
業
者
が
死
後
に
残

し
た
遺
産
と
在
庫
品
の
金
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
富
民
間
R
2
8
E
F
H
p

e
・
町
む
よ
官
官
・
∞
ヤ
旨
を
参
照
せ
よ
。

(
お
)
叶
2
8
4
『
a
F
e
-
R
F
w
苫
・
印
・
8
u
玄
白
片
岡
R
2
∞
官
民
R
p
e
・
門
戸

官官・∞ωw
喧
喧

IHOC-

(
鈍

)
J
F目
白
血
巧
白
骨
F
e
-
n
p
司
-
H
-

(
お
)
富
民
間
向
。
件
印
宮
陪
R
p
e
-
忌
・
主
・
怠
一
寸
町
田
由
担
割
田
2
・
e
・
円
た
よ
官
-
N
8
・

(
日
叫
)
同
M
2
0
円
四
日
宮
司
、
§
ミ
目
、
。
ミ
言
語
・
・
司
-
N
3
一
一
富
民
間
同
H
Z
ω
唱
え
'

沙
門
弁
島
市
・
忌
・
・
忍
-
h
p
m
F
I
S
h
吋
g
g
4
『
白
件
F
e
-
R
F
w
宅
-
N
S
I
S
-

(
幻
)
富
国
同
m
R
2
印
吉
岡
同
O
H
p
e
・
円
む
よ
n
F
8
・
a
w
O
国
司
・
宅
・
5
?
ω
H
・

(叩拍)&骨同・・司・]戸間・

(
鈎
)
こ
の
販
貰
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
廉
価
印
刷
本
の
書
名
は
冨
R
t

何
回
同
2
8
E
同
O
E
舎
内
乱
よ
忍
-
N
S
ー
ミ
に
右
吉
田
島
町
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

書
物
の
宇

一昔8-



(~) Margaret Spufford， ot. cit. ， pp.95-96， 132 ; Tessa Watt， 

ot. cit.， p.296. 

( :;;;:) Tessa Watt， ot. cit.， p.267. 

( :;;l) Margaret Spufford，φ.cit.， p.74; Tessa Watt， ot.cit.， p.267. 

( ~) Margaret Spufford， ot. cit.， pp.llι15. 

(事)ロ入土ム入車~8 小川為， t昧王E-8県!法偽J当初、dJ陸軍w恒問後
判。樹、とや二よ28:111-tJKO崎怖や下J*l，zo.J叫'1toよ2'*，'J 

U*l0+.!障担G拠照的::UU0ニい:11'ヨヨロ軽水， rロ入!L入-
T¥亡、i'i;¥ 倒的，zo鰹811000l:!キj(話事国Tト¥1入、¥1叶-
r<ギ， 11"':くEITl:!t)偽j総監キ1-'-6。

( ~ ) Margaret Spufford， ot. cit.， pp.llι20. 

( ~) Cf. Robert Darnton， The Kiss 01 La抑制trette，p.111 ; Tessa 

Watt， ot.cit.， p.5. 

(与)David Cressy， Literacy and Social Order: Reading and Writ-

ing in Tudor and Stuart England (Cambridge Univ. Press， 

1980); Margaret Spu任'ord，ot.cit.， chap. n Elementary 
education and the acqusition of reading ski11s， pp.19-44 et 

ρasstm. 

1toよどや初811脚色制附下J，母子。一一.Wa1ter J. Ong， Orality 

and Litera，の:The Technologizing 01 the Word (Routledge， 1982) 

(署長経系 1.民兵|叶U機回器輸世盟会心再三lと布(J長よ2) ; David Vin-

cent， Literacy and Potular Culture: England 1750-1914 (C担任

今~-lくヤ〈見小結足旧制

bridge Univ. Press， 1989). 

(匂) David Cressy， ot.cit.， pp.53-58. 

( ~ ) David. Cressy， ot.αt.， p.72 ; Margaret Spufford， ot. cit.， 

p.22; Tessa Watt， ot.cit.， p.7;砕-¥く・!ト、マム7、入'-f[-目立国最長'

『γ九ヤ5κ:;!(:!411似 l附く0-11くくOJ' p.319;イ卜lliiK埋Htぐ

『出叶-=，号、 11'r< ..:¥ベJ射去三倍眠:;!(:!411 ='ホ← ~':L ・てそ\?く

崎、ー海保J(t告がい仰1111S' 1-ばく兵母rp.77. 
( ~) Cf. Peter Burke， Potular Culture ... . p.251 :‘.. craftsmen 

were generally much more literate than peas加 ts，men出an

women， Protestants than Catholics， and Western Europeans 

than Eastern Europeans.' 

(巴) Jonathan Barry， 'Pop叫arCulture in Seventeenth-Century 

Bristol'， B. Reay (ed.)， ot.cit.， p.62; Tessa Watt， ot.cit.， p.7. 

(岱) B紅ryReay (ed.)， ot.c弘， p.4. 

( ~) David Cressy， ot. cit.， pp.119-21 Margaret Spu任'ord，

ot.cit.， pp.21-22; Tessa Watt，ot.cit.，p. 7;φ盤国-Hぐ jiii;~制r

p.79. 

(苫) David Cressy， ot. cit.， pp.167-72. <(卜区思!-Hぐ jiii;収納'

pp.81-82 .，p~E1Eキ}吋。

(巴)Peter Burke， Potular Culture ... ， p.251. 

(~) Margaret Spufford， ot. cit. ， pp.23ー36; Tessa Watt， ot.cit.， 
p.7;叶-tく・ 1トT ム7¥入， rγ九ヤ='tく:;!(:!4J:i以上 pp.314， 318. 
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十
七
・
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
文
化
と
ブ
レ
イ
ク

(
貯
)
ロ
・
冨
白
G
R
2
8
E民
R
p
e・門誌・ら
-Nω
・

(
日
)
そ
の
例
と
し
て
ス
パ
フ
ォ
ー
ド
は
、
一
六
三
四
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
l

ド
シ
ャ
に
生
ま
れ
、
最
下
層
の
労
働
者
を
父
に
持
っ
た
ト
マ
ス
・
ト
ラ

イ
オ
ン
(
露
間
開
R
2
∞
宮
容
円
p
e・円符
J
3・N
∞l
N
竺
今
関
恒
夫
、
前

掲
書
、
苫
・
∞
叶
l
∞
由
)
や
、
一
六
七
三
年
に
ヨ

l
ク
シ
ャ
に
生
ま
れ
、
父

の
死
の
た
め
に
仕
事
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

ラ
ン
グ
デ
イ
ル
(
宮
間
怒
号
仲
間
山
宮
内
庁
円
p
e
-
忌
J

宅・

ω
?路
一
切

-Hga

(邑
-
Y
巻
町

P
8・
ヤ
品
・
)
の
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。

(
印
)
叶

g
g
d唱曲
p

e・円な
-w
司
、
.

(ω)
キ
|
ス
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
、
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
」
、
司
・

8
叶・

(
日
)
吋
冊
目
白
血
巧
白
骨
F
bも・円えよ目
Y
N
2
u
宮
間
岡
田
『
巴

ω官同町
O
E・
e-呉
、
司
・
怠
・

(
目
出
)
キ
l
ス
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
、
前
掲
書
、
唱

-g-

(目
ω
)

叶
叩
曲
師
担
当
面

F
も
-RHJ
官官

-NS18
一
キ
l
ス
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
、
前
掲

室
園
、

-VAH吋・

(山山)同，
g
曲
目
当
邑
Fe-s.HJ
苫

-HIN-
印・

(
白
山
)
札
守
党
・
・
同
YN印∞・

(
白
山
)
日
富
民
岡
田
5

8
四国民
R
p
e・
門
戸
司
・

ωN
山
田
・
何
冊
目
可
(
主

)
-
e・円待、

官官・事
l
T
、同，
g
g
d司
書
.
も
・

3F・
忍
・
叶
l∞・

(
釘
)
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル

l
、
二
宮
・
長
谷
川
訳
、
「
民
衆
本
の
世
界

十
七
・
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
(
人
文
書
院
、
一
九
八
八
年
)
、

官官・

ω0.ωMlAFC-NN申
lN叶・

(ω)
ナ
タ
リ

l
・

z
・
デ

l
ヴ
ィ
ス
、
成
瀬
・
宮
下
・
高
橋
訳
、
「
愚
者

の
王
国
異
端
の
都
市
近
代
初
期
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
文
化
』
(
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
)
、
苦
・
陸

T
舎

(ω)
富
民
阿
国

E
S国民
R
p
e・
町
民
戸
、
宅
・
印

Cl叶
F
o
e
-
3・
戸
∞
十

8
・

由∞・叶
N
-

(
初
)
ナ
タ
リ

1
・

z
・
デ
l
ヴ
ィ
ス
、
前
掲
書
、
事

-NE-N叶
0・
NS-

a
p
h
キ
l
ス
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
、
前
掲
書
、
宅

-Sゃ
・
選
一
回
冊
目
白
円
品

。
8
ヲ
喝
。
司
巳
問

-LHO円同一昨
Rm.-
∞
・
同
州
叩
印
可
(
邑

-
y
e・円件、

3
・NON-U-

(
九
)
可
申
仲
良
回

R
5・
、
も
ミ
ミ

nuS定
詰
・
:
・
司
・
企
-

(
η
)
F
H
O円
切
R
E
-
-
E唱巳
E
H
(
U
己
昨
日
o
E
∞
雪
印
ロ
芯
冊
目
仲
Flnm田仲民可
F
c
p

品。ロ
J
W
・
問
。
昌
宏
品
・

y
bも・円たよ喧・
8
・

(η)HFF札
J
唱・

ωAF・

(
社
)
冨
・

0
0
8同町〕刊の
g
同一帽
0
・』い喜色白
W
H

』い吐
W
S
Sぬ陶酔崎』
g
s
a
s
n
S
H
a
q

(
]
戸
埠

M町
一
司
叩
ロ
m哲
也
回
国

c
c
w
p
H由町田)噌

-YN印
町
一
問
。
可
句
。
丘
町
同
-wN円お
h
』礼的』
H

~ra喜
S
H骨、ー同⑧酔
H
E
s
s
n
s言
。
(
司
自
酒
屋
回
。

oz-
忌
∞

N)・官官・∞叶・

∞由・

(
布
)
冨
曲
同
一
個
国
同
2

8臣民
R
p
e
-品
切
唱
・

8
・

(
苅
)
こ
の
行
商
本
は
十
八
世
紀
に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
て
販
買
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
木
版
の
挿
絵
と
物
語
の
あ
ら
筋
が
』
。
吉
〉
∞
F
g
p
n
p
e
a

-vS骨
師
。
」
二
宮
町
叫
曾
言
語
ミ
p
n
s
m
aミ
(H∞∞
N
一∞
-80V
国
D
O
F
F
H申由。)・

宅

-MN叶
l一NU
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
作
)
行
商
本
の
『
ウ
ォ
リ
ッ
ク
の
ガ
イ
』
に
つ
い
て
は
小
林
章
夫
、
前
掲

書
、
問
者
・
ロ
印
l
一
き
を
参
照
せ
よ
。
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(史) Cf. John Ashton，。ρ.cit.， p.486; 

(史) Margaret Spnfford， ot. cit.リ pp.55，144 ; Bemard Capp， 

ot. cit.， p.209. 

( ~) Margaret Spnfford， ot.cit.， pp.157， 186. 

(Oo )三J一、一・!ト Tく.e>"ム， r.G~心d:I<ニーコ割~ 県どγ社=、

Tく:;l;::!41:1怪<1' pp.115-17; 叶-K・11'-'"ム7¥入， r"，九ヤ::--rく:;l;::!
4目以rpp.106ー7.
( d<l ) Peter Burke，‘Popular Culture in Seventeenth-Century Lon-

don'， B. Reay (ed.)， ot.cit.， p.34. 

(~) Cf. Margaret Spnfford， ot. cit. ， pp.145， 227 ;Bemard Capp， 

ot. cit.， p.208. 

(芯)ロて一五ミ.t-入与えー， r盛時長特Q担~J' pp.62，169 

( ~ ) Margaret Spnfford， ot.αt.， p.144. 

(お) Cf. Peter Burke，‘Popular Culture ... ， pp.36-42. 

(&; )い入与えー， jiii;.¥!抑 pp.171-73.

( gg ) Peter Burke， 'Pop叫arCulture …， pp.38ー39; cf. Christ-
opher Hill， The World Turned Upside Do附 z:Radical ldeas dur-

ing the English Reωlution (1972 Penguin Books， 1975)， 

pp.14， 231-58. 

( gg) Sean Shesgreen (ed.)， Engravings砂Hogarth (Dover Pub-

lications， 1973)， Nos.60ー71;縦書士仲!建制qI'r ~号、一代 8g富盛岡

一一保困G宰l真!..IJ隠~-J (制審判K定説， 1長く 11升r

寺~-1<伏見小結w旧制

Nos.57-68. 

(~) Ronald Paulson， Hogarth : His Life， Art， and Times (Yale 

Univ. Press， abridged edition 1974)， pp.248-49; and 'The S泊1-

plicity of Hogarth's Industry and Idleness'， ELH Essays for Earl 

R. Wasserman (The Johns Hopkins Univ. Press， 1974， 1976)， 
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